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　エイミーは生まれたときからストーカーにつきまとわれている。

　ただしそのストーカーことアベルは、美び麗れいな容よう貌ぼうの持ち主で犯罪者に見えないので性た質ちが悪かった。耳元で真っ直ぐ切りそろえた艶つやのある黒髪に、白はく皙せきの肌、そして知的な銀の瞳ひとみが印象的な青年である。一人っ子のエイミーはアベルにつきまとわれている自覚のないまま、十四年もお兄さんのように慕したっていた。

「エイミーは世界で一番可か愛わいい女の子だよ。空の青を映したような明るい瞳も、やんちゃな子犬みたいなふわふわの金髪も、すべてが宝物みたいに輝いているよ」

　そうやって甘い言葉でエイミーの心をくすぐり、無害そうな顔で誘ゆう惑わくするのが常である。

　幼おさない頃は周囲に羨うらやましがられた。

「あんな素敵なお兄さんにかまわれて、エイミーって幸せね」

　そんな言葉を聞くたびに生まれつき低い鼻が高くなる気がした。

「今日はエイミーに似合いそうなドレスを買ってきたんだ」

　いつでも成長期のエイミーにぴったりな最新流行の高価なドレスを贈ってくれる。きっとエイミーが赤ん坊のときからおしめを替えたり、一緒にお風ふ呂ろに入っていたから、合う服のサイズがわかるのだろう。

　それはエイミーが十四歳を迎えたばかりのことである。

　アベルがひときわ可か憐れんなドレスを贈ってくれた。

　親友のベスに、ドレスの素晴らしさを語るついでにアベルの優しさを誇ほこらしげに話すと、ベスの顔からなぜか笑みが消えた。

「……前から思っていたんだけど、あのお兄さんちょっとおかしくない？」

「アベルのどこがおかしいの？」

「エイミーさ、お祭りのとき、誰かにダンスに誘われたことある？」

「……アベル以外にないわ」

「実はね、去年のお祭りでエルマーとリックとコリンがエイミーをダンスに誘おうとしたんだって。そしたら全員あのお兄さんに邪じや魔まされたそうよ」

「エルマーとリックとはまともに話したこともないし、それにコリンがわたしを誘うわけないじゃない。嫌きらわれているのに」

　市長の一人息子むすこのコリンは、幼い頃から家庭教師に勉強を教わっていたが、今は街の学校に通っている。来年王都の進学校への入学が決まったほど頭のよいコリンは、同年代の、それも女の子であるエイミーに勉強で負けて以来、敵てき視ししているのだ。

「本当よ。それに毎月の学校のバザーや学芸会では、エイミーにちょっかいを出そうとした男の子をあのお兄さんが陰かげで脅おどしているって有名よ」

「冗じよう談だんやめてよ。アベルはただ保護者と同じようにわたしの学校行事に参加してくれているだけよ。そもそもどうしてアベルがそんな真ま似ねをするの？」

「──エイミーを好きだからに決まっているでしょう」

　エイミーは肩をすくめて笑った。

「まさか、きっと何かの誤解よ。アベルは、わたしより十歳も年上の大人だし、そんなことするような人じゃないわ」

「常識がありそうな人だからこそ、奇き行こうが目立つのよ。学校から帰るときにあの人が物陰から監かん視ししているのを、わたし見たことあるの。いい歳としをした男の人の行動じゃないわ。──つまり、エイミーはあのお兄さんにつきまとわれているの。そういうのをなんて言うか知ってる？」

　言葉の続きを知りたいような知りたくないような複雑な気分で、エイミーはごくりと息をのんだ。

「し、知らないけど……」




「──ストーカーって言うのよ」




　たちまちかっとなって言い返していた。

「わたしはアベルにつきまとわれてなんかいない！　アベルはストーカーじゃなくてお兄さんよ！　何も知らないくせに勝手なことを言わないで！」

「信じられないなら、試してごらんなさいよ。もうすぐディセルナティア国の建けん国こく祭さいがあるでしょう？　男の子にダンスに誘われてるって言ったら、そのお兄さんはどういう反応をするかしらね」

「そんな必要ないわ！」

　ディセルナティアは来年、神しん聖せい暦れき千年の節目を祝う建国祭が大々的に行われる。そのときに踊るダンスの相手は、最初からアベル以外考えていなかった。

　ベスと喧けん嘩か別れをしてなお信じられない気持ちで、急いで家に向かっていると背後から声をかけられた。

「エイミー、お帰り」

　飛び上がりそうなほど驚いたエイミーは恐おそる恐おそる振り返る。

「アベル、来ていたのね」

　いつもの優しい笑顔に、エイミーの心が和なごんだ。

「今日はこの冬最後のマロンタルトを買ってきたんだ。一緒に食べよう」

「うん」

　エイミーは王都から馬車で半日離れた小さな街で両親と暮らしていた。

　王都に住むアベルは十四年間毎日のように遊びに来てくれる。また、王都の人気店で購こう入にゆうした高価なお菓か子しをお土産みやげに持ってきてくれるので、エイミーはいつもそれを楽しみにしていた。

　一緒に道を歩きながら、アベルはぽつんと言った。

「さっきどうして友達と喧嘩をしていたの？」

「……見てたの？」

　思わずどきりとした。もしかして先ほどまでのやり取りを聞かれてしまったのだろうか。

「声をかけようとしたら言い合っているのが見えたんだ。お祭りがどうこうって言ってたみたいだけど……」

「たいしたことじゃないわ」

　家族のように慕っているアベルを犯罪者呼ばわりされたなんて口にできるはずもない。

　小さな街を見下ろせる丘まで上がると、アベルが手土産のマロンタルトをナプキンに包つつんで手渡してくれる。クリームの先端に砂さ糖とうで甘く煮詰めた栗がつやつやと輝いているのでごくりと喉のどが鳴った。そのまま遠くの海を眺ながめながら二人で黙もく々もくとタルトを食べていると、突然アベルが真ま面じ目めな顔つきで話を切り出した。




「──ねえエイミー、ぼくのお嫁さんになってくれない？」




　聞いた瞬間、タルトが喉に詰まってしまった。

　ごほごほと咳せき込んで、胸を叩たたきながらエイミーは慌あわてた。

「な、何言ってるの、アベルったら。冗談でも性た質ちが悪いわ」

　するとアベルは整った顔から感情を消した。

「ぼくのお嫁さんになるのは、いや？」

「わたしをからかっているのよね……？　アベルとは十歳も歳が離れているのよ……？」

「ぼくにはエイミーが必要なんだ」

　恋の告白を思わせる台詞せりふに、エイミーは胸をどきどきさせながら言った。

「だけど、わたしにとってアベルはお兄さんみたいなものだし……」

　しどろもどろになって答えると、アベルが儚はかなく笑った。

「ぼくは、エイミーのお兄さんになるつもりはないよ」

　エイミーが唇くちびるの端についたクリームをぬぐっていると、ふいにアベルが顔を近づけてきた。

「！」
















　唇が重なったのは一瞬だった。

　突然のことによけることができなかったエイミーは、いきなり唇を奪うばわれて呆ぼう然ぜんとする。やがて我に返ると、髪を逆立てて怒った。

「な、何するの！」

「だってお兄さんとはキスしないでしょう？」

　悪びれもせずに言われ、エイミーは羞しゆう恥ちのあまり顔を赤くした。

「初めてなのに、あんまりだわ！」

　するとアベルは銀の瞳を丸くして、ゆったりと笑う。

「そう、初めてなんだ。──ぼくは違うけどね」

　罪ざい悪あく感かんの欠片かけらもない調子でさらりと無む神しん経けいなことを言われ、エイミーの怒りが爆発した。

「最低！　わたし、アベルにはもう会わない！　二度とこの街に来ないでちょうだい！」

「……それは無理だね。ディセルナティアでぼくが立ち入れない場所なんてないよ。エイミーは一生ぼくから逃げられない運命なんだ」

　余裕そうに表情を綻ほころばせながら、アベルがそら恐ろしいことを言ったので、エイミーは怯おびえた。まるで知らない人を見ているようだ。

　以前から、アベルがやんごとない身分の青年であることは察さつしていた。洗せん練れんされた仕立てのいい服装、上品な物腰、そして丁てい寧ねいな口調は街の住人とはあまりに違う。

　たぶん『貴族』と呼ばれる地位にいるのだ。

　アベルは父親の上司の息子だと聞いていた。街の大学で教きよう鞭べんをとる数学者の父は、学長を務つとめる貴族とも親交があるので不自然ではない。だが考えてみるとアベルが家を訪ねてくるたびに、両親は親しげに語らいつつも敬けい語ごで接していた。違い和わ感かんがなかったのは、アベルが人に敬うやまわれ傅かしずかれる生活に慣れている証しよう拠こだ。

　──きっとアベルには王都で気軽にキスをする女の人がたくさんいるんだわ！

　そんな人の求きゆう婚こんなど誰が受けるものか。

　いくらアベルが貴族の権力を利用したとしても、力の及ばない場所はあるはずだ。

　エイミーは単純な脳のう味み噌そをフル回転させ、感情のままに言い放つ。

「わたしは絶対にアベルが追いかけてこれない場所に行くわ！」

「たとえば？」

「え、えーと、異国よ。異国に移り住めば、アベルもわたしに会いにこられないでしょう？」

「そんなことしても無む駄だだよ。異国なんてぼくでも簡単に行ける。それに一家そろって異国に移り住んだところで、どうやって生活するの？」

　たしかにエイミーの家は貧びん乏ぼうではないが裕福でもない。娘の勝手な要よう望ぼうで異国に移り住むなんて無茶な話だ。

「じゃあ神しん殿でんに入るわ！　あそこなら男子禁きん制せいだし、さすがのアベルも追いかけてこられないでしょう？」

　するとアベルが真顔に戻る。

「……それがエイミーの望みならあきらめるよ。好きにすればいい」

「え？」

　思っていたよりあっさりとアベルが引き下がったので、エイミーは呆然とした。雑ざつ踏とうで親を見失ったような頼りない心地ここちになっていると、急にアベルが立ち上がった。

「エイミーがぼくに会いたくないならちょうどよかった。来年から今までみたいに会いにこれなくなるから」

　自分から絶ぜつ縁えん宣言をしたばかりなのに、エイミーはその言葉にひどく戸と惑まどった。

「え、どうして？」

「……国王陛へい下かがお亡なくなりになったから」

　先ごろ公おおやけにされた国王の崩ほう御ぎよは、エイミーの住む街も騒さわがせた。王の代替わりが、民と貴族の暮らしに多大な影響を及ぼすだろうことは、エイミーにも理解できる。

　新しい国王は喪もが明ける春に即そく位いすることが布ふ告こくされているので、貴族のアベルは何かと忙しいに違いない。のんびりとした暖かな日差しを浴びながら、アベルは言った。

「ぼく、もう帰らないと。──返事は今度会ったときに聞かせて」

　そのまま前だけ向いて颯さつ爽そうと歩いていくアベルに、エイミーはむっとして絶ぜつ叫きようした。

「だからもう会うことなんてないんだってば！　アベルの馬ば鹿か！　キス魔ま！　建国祭では、アベル以外の男の子と踊るんだから！」

　必死に投げつけたエイミーの言葉に、アベルが銀の瞳を冷たく細めて振り返る。

「──へぇ、誰と踊るつもり？」

「アベルには関係ないでしょう」

「もしかして……コリン？」

「……どうしてアベルがコリンを知っているの？」

「市長の息子が田舎街の学校にいたら目立つに決まっているだろう？　ぼくはエイミーの交友関係を全部把は握あくしているんだよ。ぼくから逃げられるなんて思わないことだね。噓うそでも他の男の子とダンスを踊るなんて言わないほうがいいよ」

　優しさなど微み塵じんもない眼まな差ざしで告げられた内容に、エイミーは息をのんだ。

「アベルなんか、もう知らない！」

　さっと踵きびすを返して逃げたエイミーは家まで走り、部屋に引きこもって頭から夜や具ぐをかぶるとベッドで丸まった。

　これまでアベルを信頼してきた自分が馬鹿みたいだとひたすら呪のろう。

　──ずっとお兄さんのように思ってたのに、どうしてあんなことを言うの？

　母がご飯の支し度たくができたと呼びに来たが、食べたくないと断る。

　泣きべそをかいたままうつらうつらしかけたとき、扉とびらが丁寧に叩かれる音がした。

「エイミー、お客様が来ているわよ」

「……会いたくない」

「でも、コリンがどうしてもあなたと話がしたいって」

　その名を聞いてエイミーは頭を上げた。

「コリンが？」

　ベッドから抜け出して庭に出ると、薄暗い灯あかりの下にコリンが立っていた。そばかすの浮いた幼い顔が恐きよう怖ふに引きつっている。

「こんな遅くになんの用？」

「……お前、あいつに何を言ったんだ？」

「あいつって、もしかしてアベルのこと？」

「他に誰がいる？　あいつ、何を誤解したのか知らないけど、『エイミーに近寄るな』ってわざわざ言いに来たんだ。言い方は丁寧だったけどあれは脅しだって親父おやじも驚いてた」

「コリンのお父様は市長でしょう？　いくらアベルが偉くても脅しだなんて……」

　エイミーの言葉をコリンがさえぎった。

「あいつはただの貴族じゃない！」

「……コリンは、アベルの素す性じようを知っているの？」

　それは誰も教えてくれなかったことである。

「あ……、やべ、言い過ぎた。今のは忘れてくれ」

　エイミーはたじたじになって後ずさりするコリンに一歩踏み込む。

「お願い、アベルと何があったのか、教えて！」

「……去年のお祭りでエルマーとリックと三人で誰がお前をダンスに誘うかで盛もり上がっていたんだ。勘かん違ちがいするなよ、俺はちょっとお前をからかおうとしただけだ。なのに突然あいつが現れて、お前に手を出したら許さないって……」

　耳を疑う話だが、コリンの怯えようは演技には見えなかった。それに離れた王都で暮らすアベルがコリンを知っていたことが、より現実味を与えた。

「いいか、あいつに誤解だってきちんと説明しろよ！」

　そのまま逃げるようにコリンは立ち去った。エイミーは呆然とする。

　毎年、誰からもダンスに誘われたことのないエイミーの相手をしてくれたアベルが、裏でそんなことをしていたなんて衝しよう撃げきだった。

　どうしてアベルはエイミーに求婚したのだろうか。十も歳が離れているし、財ざい力りよくがあるわけでも、アベルの隣となりに立つのにふさわしい美び貌ぼうがあるわけでもないのに。

　エイミーの中でアベルに対する信頼に陰りが差し、泣きたくなった。

　──わたし、本当にアベルにつきまとわれていたんだ。

　アベルが絶対にエイミーを逃がさないと言ったことを思い出す。

　──アベルが会いに来られない場所に、今すぐ逃げなきゃ！

　決意を胸に台所に飛び込んだエイミーは、母エセルに訴うつたえた。

「お母様、わたし家を出る！」

　いくつになっても愛らしい容貌の母は、首を傾かしげて娘に聞いた。

「いきなりどうしたの？　何があったの、エイミー？」

「わたし、神殿に入るわ！」

　エイミーの宣言に、エセルは驚きながら娘に問うた。

「神殿がどういう場所かわかっているの？」

「当たり前よ。この国の王妃になる聖なる花嫁候補の女性が暮らすところでしょう？」

　ディセルナティアの王は、代々「聖なる花嫁」を妻に迎える習慣があった。それは神殿の巫み女このなかから大巫女の神しん託たくによって選ばれるのが慣例で、この国の常識である。

　王家に守護された神殿にさえ入れば、アベルがエイミーを追ってくるのは不可能だろう。

「……あなた、もし王妃に選ばれたらどうするつもり？」

　アベルと結婚するくらいなら、顔も知らない国王の花嫁になったほうがましである。

「万が一そうなったら覚かく悟ごはするわ。今日、アベルに会って決心したの。お母様が止めても神殿に行くわ！」

　娘の言葉に、エセルはひどく真剣な面おも持もちで視線を落とした。

「──わかったわ、お父様が帰ってきたら、相談してみます」

　仕事から戻った父キースは、エセルから話を聞き、静かな瞳で娘の意思を確認した。

「エイミー、本当に神殿に入るんだね？　決意は変わらないんだね？」

「もちろんよ！」

　キースは学者らしい穏おだやかな顔で微び笑しようした。

「わかった。お前に会えなくなるのは寂さびしいけれど、すぐに手続きをするよ」

　まるで今こん生じようの別れを匂におわせることをキースは言ったが、神殿に入ることで頭がいっぱいのエイミーは気づかない。

　そんなこんなで手続きはとんとん拍びよう子しに進み、エイミーは出発の朝を迎えた。

「エイミー、がんばるんだぞ」

　キースが力強く娘の肩をつかんで言い聞かせた。涙目のエセルが隣で訴える。

「エイミー、夜は温かくして寝るのよ。それから、どんなことがあっても負けないで」

「二人とも心配性なんだから。──じゃあ行ってきます！」

　こうして十四歳の初春、エイミーは未来の聖なる花嫁候補が集つどう神殿の門をくぐった。
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　エイミーが神しん殿でんに入って、一カ月が過ぎようとしていた。

　ディセルナティアの神殿は、乳にゆう白はく色しよくの大だい理り石せきが美しい華やかな場所だ。

　春の陽気に包つつまれた穏おだやかな庭をエイミーはしとやかに歩く。遠くから清らかなオルガンの音ね色いろが響いている。生まれ育った街のミサで何度か耳にした、著ちよ名めいなピアニストが最愛の妻に捧ささげるために作った曲である。優しい音色を聞きながら小さな広場にたどりつくと、奥には建けん国こく千年目を記念して建てられた真新しい石せき碑ひがあった。その横に生えた枝葉を広げたどっしりとした木の下が、巫み女こたちの憩いこいの場となっている。

　エイミーは大きな木が影を落とす広場で談だん笑しようする巫女たちに、声をかけた。

「皆さん、クッキーはいかが？　今、焼いたばかりなのよ」

　エイミーがナプキンに包んだクッキーを見せると、香ばしい匂においに誘われて、庭にいた巫女たちがわっと集まってくる。輪になって短い草の上に座り、ふんだんにバターを練ねり込んだクッキーを上品な指でつまみながら、みんなで世間話に花を咲かせた。

「エイミーの作るお菓子って、いつも美お味いしいわよね」

「わたしのお母様が昔、王宮の厨ちゆう房ぼうで働いてたことがあって、王家の方々のためにお菓か子しを焼いていたそうなの。それでわたしも教えてもらったのよ」

「へえ、これって王家直じき伝でんの味なんだ。どうりで上品だと思ったわ」

　仲の良い巫女リーズが頷うなずきながらクッキーを頰ほお張ばるので、エイミーは鼻が高くなった。

　すると別の巫女が会話に加わる。

「ねえ、エイミーのお母様はもしかして、子供の頃の国王陛へい下かをご存知なんじゃない？」

　エイミーが神殿入りした頃、前国王の崩ほう御ぎよに伴ともない新たな国王が即そく位いした。

「顔くらいならわかるかもしれないけど、お母様は下働きの侍じ女じよだったし、話したこともないんじゃないかしら」

　幼い頃エイミーも華やかな王都の暮らしや王家の話を母にねだったことがあったが、「詳しいことは知らないのよ」と困った顔で言われるだけだった。

「みんなは陛下のことを知っているの？　わたし田舎いなかで育ったから全然知らなくて」

　たちまちリーズがはしゃぎだす。王都育ちで男だん爵しやく令れい嬢じようのリーズは神殿一の情報通だ。

「アベル陛下は、貴族の女の子に人気があるのよ。生おい立たちが複雑なせいか、『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』なんてあだ名がつくほど笑わなくてね。でも見た目が素敵だし、そんなクールさが逆に女の子の気を惹ひくのよ。それに努力の人でもあって、今では国王としての素そ質しつは折り紙つきだって」

　エイミーの中で一瞬時が止まった。

「……国王様は、アベルって名前なの？」

「エイミーったら、そんなことも知らないの？」

　笑いさざめく巫女たちにエイミーの顔が複雑にひきつる。

　──アベルなんてよくある名前だし、単なる偶然に決まっているわ。それにあんなに無む邪じや気きな顔でわたしに甘い言葉を囁ささやいていたアベルが、氷雪の貴公子だなんて笑っちゃう。

　あのアベルが国王のわけがない。その一番の理由は、王族がわざわざ庶しよ民みんの娘に会いに来るはずがないからだ。

　ふいに、アベルと別れて一カ月以上が過ぎたことを思い出す。

　それまで毎日のようにアベルと会っていたので、こんなに長く離れたのは初めてだった。

　──でも、アベルだって仕事が忙しいんだから、わたしのことなんて忘れているはずよ。

　その考えはエイミーをもやもやさせる。これではアベルとの悪あく縁えんを断ち切るために神殿入りしたことを後こう悔かいしているみたいではないか。エイミーはその考えを急いで振り払った。

　──あんなのただのキス魔まよ！　きっと誰にでもしてるんだわ！

　アベルの年齢を考えると過去に恋人がいてもおかしくないが、人の初めてのキスを奪うばっておいて、あの発言はありえない。

「ねえエイミー、この間の本、とっても面おも白しろかったわ」

　リーズが差し出した一冊の本を見て、エイミーは瞳ひとみを輝かせる。

「オリス・ルートは才能ある作家よ。近きん隣りん諸しよ国こくではすっごく有名なのに、ディセルナティアでは無名なのが不思議なのよね」

　オリス・ルートの作品はエイミーの一番の愛あい読どく書しよで、神殿にも持ち込んでいた。大陸公用語で書かれているのでエイミーにも難なんなく読める。それに乙女おとめ心ごころをくすぐるストーリー展開と洗せん練れんされた貴族の暮らしの描びよう写しやに品があり、憧あこがれていた。

「わたしも読みたい！」

「次はわたしよ！」

　そこでみんなで本を広げ、心ゆくまで物語について語り合う。

　クッキーがなくなる頃、話題が変わった。

「それでさ、ソフィアのことなんだけどね」

　ソフィアとは伯はく爵しやく家け出身の巫女のことである。

「笑えるの。ソフィアったら、もう聖なる花嫁気どりで、毎日美容に忙しいのよ」

「ソフィアは神殿一の美人と言えなくもないけど、聖なる花嫁って器うつわじゃないわよねー！」

　現在の神殿は、突とつ出しゆつした美人のいない近年稀まれに見る凡神殿だった。

　ディセルナティアでは通常、新たな王おう太たい子しが誕たん生じようすると、王命で未来の王妃にふさわしい見み目め麗うるわしい巫女が貴き賤せんを問わず神殿に集められる。しかし、先代も即位したばかりの現国王も、無関心だと言わんばかりに巫女集めに興味を持たないため、華やぎに欠けていた。

　おかげで次代の聖なる花嫁の地位を狙ねらう巫女たちの勢力争いとは無む縁えんに等しい神殿は平和そのもので、新しん参ざん者もののエイミーにも気安くしてくれる。エイミーの神殿暮らしは、思いのほか快適だった。

「なんの能力も授さずかっていないのに、どうして聖なる花嫁だなんて思えるのかしら、ソフィアったら」

　聖なる花嫁は、特とく殊しゆな能力で伴はん侶りよとなる国王を支えることで知られている。

「昔は、予知の力に恵まれたり、天性の美び貌ぼうを授けられた花嫁もいたらしいわ。他にもいろいろな能力を持つ花嫁が過去にいたそうよ」

「そんな特殊な巫女、この神殿に一人もいないじゃない！」

　どっと巫女たちが笑った。

　エイミーも他ひ人と事ごとのように声をあげて大笑いした。

　正直言って、自分が美人と呼ばれる部類に入らないことはわかっていた。

　歴史に名を残す聖なる花嫁に共通するのは、美女という点である。

　もとより、エイミーは特殊能力など欠片かけらもないので、なおさら自分が聖なる花嫁に選ばれるなど考えもしていなかった。リーズがにこりと笑う。

「でも、エイミーは着飾ればソフィアよりずっと魅み力りよく的てきになると思うわ」

「あ、わたしも思っていたわ。エイミーの顔立ちって、まだあどけないけど、恋でもすればぐっと大人びてきれいになるんじゃないかしら」

「わたしなんて、そんな……！」

　エイミーは手を振ってリーズの言葉を否定した。

　生まれたときからアベルにさんざん「エイミーは世界一可か愛わいい女の子」と褒ほめられ続けたせいで、昔は自分が世界一可愛いと本気で勘かん違ちがいしていた。ある日、その話を学校の友人の前で得意気に語ると、周囲はエイミーを指差して笑ったのだ。

「お前、鏡見てから言えよ！」

　盛せい大だいに馬ば鹿かにされたときの心の傷きずは今でも深い。だから、褒められることにエイミーは人一倍敏びん感かんになっていた。

　──こういうのは社しや交こう辞じ令れいっていうの。真まに受けたらだめよ。

　そう自分に言い聞かせながら、「ありがとう」と礼を忘れないのは謙けん虚きよな母の教えだ。

「でも不思議よね。陛下はとっくに二は十た歳ちを過ぎているのに、いまだに神しん託たくの儀ぎ式しきを終えていないのよ。たいていは十代の王太子の時代に済ませるものなのに」

「しかたないわ。陛下の過去が過去だし、花嫁を迎える余裕なんてあるわけないわよ」

　意味深なリーズの言葉がエイミーは気になった。

「国王陛下って過去に何かあったの？」

「今の陛下は側そく室しつの子供なの。元々王位とは無縁の立場にいたけど、先代の王妃である聖なる花嫁から生まれた二人のお兄様に事情があって王位を継つげなくて、陛下が後継ぎに選ばれたのよ。王太子教育が大変なせいもあったと思うけど、陛下の血ち筋すじを問題視する貴族に反対されて、神託の儀式を先延のばしにされたと聞いているわ」

　この国では聖なる花嫁の血を引く王子以外が王位を継ぐことは、よほどの事情がない限り認められない。

「じゃあ、国王陛下のお兄様たちはどうなったの？」

　リーズが親切にエイミーに教えようとしたときだった。

「そこの巫女たち、何をしているのですか！」

　険けわしい声に、集まった巫女たちがいっせいに肩をすくめた。

　巫女装しよう束ぞく姿の中年の女性が静しず々しずと歩いてくる。巫み女こ長おさのブレンダだ。

「ディセルナティアの巫女ともあろうものが、昼間から地べたに座っておしゃべりに興きようじるなんてはしたない！　首しゆ謀ぼう者しやはすぐに名乗り出なさい！」

　エイミーは顔をうつむけたまま立ち上がって、ブレンダの前まで歩いていく。

「本を持ち込んだのもお菓子を振る舞ったのもわたしです。申し訳ありません、巫女長様」

「またあなたですか、エイミー！」

　ブレンダがまなじりを吊つり上げ、眉み間けんに皺しわを寄せて睨にらみ据すえる。

「あなたはこの伝統ある神殿の巫女だという自覚に欠けています！」

　集まった巫女たちが、エイミーに憐あわれむような視線を向けた。

　ブレンダがエイミーに厳しいのはいつものことだ。

　神殿の戒かい律りつを少しでも乱すような行動を取ると、どこから聞きつけたのか素早くやってきて、見せしめのようにエイミーを叱しつ責せきする。

「可か哀わい想そうなエイミー。巫女長に目をつけられるなんて……」

　ひとしきりエイミーに雷かみなりを落とすと、ブレンダは巫女たちに向き直った。

「皆に、大切なお知らせがあります。国王陛下の神託の儀式が明日に決まりました」

　たちまち巫女たちがざわめいた。誰もがいきなりの話に驚いている。普通はもっと事前に根回しをされるはずだからだ。皆の疑問に答えるようにブレンダは言った。

「ディセルナティア神聖暦千年の節ふし目めにあたる建国祭に合わせて、国王陛下のご結婚を発表するため、儀式を急ぐことになりました。──明日の儀式では、恥はじることのない装よそおいをするように。わかりましたか、エイミー？」

「……わかりました、ブレンダ巫女長」

　最後にエイミーの名を強調するのがなんとも嫌いや味みだった。
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　夜明けとともに、巫女の誰もが身み支じ度たくに忙しくしていた。

　新品の巫女装束に着替え終わると、浮かれた調子ではしゃぎだす。

「国王陛下を間近に見られるなんて、幸せ！」

「聖なる花嫁に選ばれたらどうしましょう！」

　と言いつつも、たいていが冗じよう談だん交まじりで、緊きん張ちよう感かんに欠けていた。

　エイミーも母が用意してくれた手製の真新しい巫女装束に袖そでを通す。

　儀式の行われる大広間まで歩くと、大扉の前でリーズが声をかけてきた。

「あーあ、これで神殿ともおさらばね。エイミー、還げん俗ぞくしたらわたしの家に遊びに来てね」

「……還俗ってなに？」

　空色の目を丸くしてエイミーが問うと、リーズが肩をすくめた。

「神託の儀式が終わったら、次の王太子がいつご誕生されるかわからないし、居続ける意味がないから、ほとんどの子は巫女位を返上して実家に戻るの。エイミーだって、ご両親と一緒に暮らしたいでしょう？」

「……それは」

　まるでエイミーを嫁に出すような顔で見送ってくれた父と母の顔が浮かぶ。両親は一人娘のエイミーを大切にしてくれていた。神託が終われば、絶対家に帰って来いと言われるに決まっている。そうなればアベルからは逃げられない。

「……どうしよう」

　大広間に入ると、新参者の立場をわきまえ、広間の端にひっそりと立った。

「エイミー、支度はできていますか」

　ブレンダがきりりとした顔でエイミーのそばまで来ると、巫女装束の襟えり元もとを整えてくる。緊張のあまりピンと背せ筋すじを伸ばすエイミーに、まるで母親のような気配りだ。

　さらにエイミーの髪まで整えてくれながら、ブレンダがふっと瞳を和なごめ、小さく囁いた。

「エイミー、ディセルナティアを、……いえ、陛下を頼みましたよ」

「……え？」

　ぽかんとなるエイミーを残し、ブレンダは去って行った。

　やがて周囲が静まり返る頃、重じゆう厚こうな大扉が開かれる。

　黒皮の長ちよう靴かを履はいた一人の青年が、毅き然ぜんと前を向いて赤い絨じゆう毯たんを歩いてくる。氷雪の貴公子の名にふさわしい、氷ひよう山ざんから削り出したような冷えきった表情のまま、精せい緻ちな刺し繡しゆうのほどこされた豪ごう奢しやなマントをひるがえし、重々しい足取りで祭さい壇だんの前まで進む。

　耳元で切りそろえた艶つやのある黒髪を上品に揺らし、銀の瞳を知的に輝かせたその青年の姿を見た瞬間、エイミーは我が目を疑った。

　──うそ、アベル!?

　見間違いかと瞼まぶたをこすっても、目の前からアベルの姿が消えることはない。

　もしや神託の儀式に付き添そっている貴族の一人かと周囲を見回したが、祭壇の前で大巫女と向かい合って立つのはアベルだけだ。

　エイミーが動どう揺ようしている間に、儀式は粛しゆく々しゆくと進行した。

　やがて大巫女は、感情の読めない瞳を細めて厳おごそかに口を開く。

「アベル陛下の聖なる花嫁は……」

　運命の瞬間を前にしてさすがの巫女たちも緊張のあまり息をのんでいると、大巫女が周囲に視線を向け、広間の端に立つエイミーをしっかりと見み据すえた。

「エイミーです。エイミー、こちらへいらっしゃい」

　名前を呼ばれても、衝しよう撃げきのあまりエイミーはその場から動けない。

　するとエイミーを視界の真ん中に捉とらえたアベルが、迷いのない足取りで歩いてくる。

　巫女たちは騒そう然ぜんとしながら、遠えん慮りよがちにエイミーから距離を取った。

「会いたかったよ、エイミー」

　聞き慣れた声はアベルのものだった。だがその表情にいつものぬくもりはない。

　エイミーは喉のどを震ふるわせながら、アベルに尋たずねた。

「……アベルは、本当にディセルナティアの国王なの？」

「黙っていてごめん」

「で、でも、神殿に入ればわたしのことをあきらめるって……！」

「エイミーをあきらめるなんてひと言も口にしていない」

「そんなの詐さ欺ぎだわ！」

「──最初に言ったはずだ、ディセルナティアでぼくが立ち入れない場所はないと。──それよりエイミー、この間の返事を聞きに来た」

　この間とは、もちろん求きゆう婚こんのことだろう。

　最後にアベルと交わした会話が切れ切れに浮かび、エイミーは小さく呟つぶやいた。

「もしかしてアベルは、わたしが神殿に入るように仕向けたの？　今度会ったときに返事を聞かせてって言ったのは、こうなることがわかっていたから？」

「──そうだよ」

　感情のこもらない声で、アベルが答える。見知らぬ誰かのように冷たい語調に、逆に怒りが沸わいた。逃げたつもりが、相手の掌てのひらの上で踊らされていただけなんて。

「つまり、アベルはわたしが聖なる花嫁に選ばれるって知っていたの……？」

「──エイミーが生まれる前から知ってたよ」

「!!　だから、……だから今までわたしにつきまとっていたのね！」

　何年も前からエイミーは疑問に思っていた。大人のアベルが、なぜ子供のエイミーにいつまでもかまってくれるのか。

　その答えがようやく明らかになる。

　──わたしが聖なる花嫁だから、つきまとっていたんだわ！

　この国の王にとって、王位の正せい統とう性せいを示す聖なる花嫁の存在がどれほど大切か、神殿でさんざん教えられていた。

　最悪な展開だ。

　十四年も見続けたアベルの優しい笑顔も高価な贈り物も、未来の花嫁の気を惹くための演技だったのだ。

　アベルの噓うその優しさに騙だまされていた自分が悔くやしくなる。だって、今のアベルはこんなにも冷れい酷こくな本性をさらしているのだから。

　エイミーの頭の中は裏切られたという思いでいっぱいになった。

「こんなのって、ない。ずっと騙していたなんて、ひどい！」

　頭に怒りが渦うず巻まき悔しさのあまりぎゅっと拳こぶしを握にぎると、ふいにどこからか風が吹き、エイミーの巫女装束がひらめいた。

「嫌きらい、アベルなんか、大嫌い！」

　冷え冷えとしたアベルの瞳に衝撃が走るが、エイミーの暴ぼう走そうは止まらない。

「わたし、アベルのお嫁さんには、ならない！　絶対にならないんだから！」

　感情が爆発した瞬間、突風が広間を吹き荒れた。

　急きゆう激げきな風に煽あおられて巫女たちが悲鳴をあげる。

　けれど、アベルは動じていなかった。黒髪を風になぶらせながらエイミーに訊きいた。

「それが、エイミーの答えなの？」

「そうよ！」

「──わかった」

　アベルが悲しそうな顔をしたので、まるで自分が責せめられているような気持ちになり、エイミーはやるせなくなる。今、アベルを非ひ難なんする権利があるのは自分のほうなのに、そんな風に傷ついた顔をするのは卑ひ怯きようだ。もうアベルの顔なんて見たくないと心底思った。

　そのエイミーの想いが通じたのか、身体からだが淡あわい燐りん光こうに包まれていく。

「何、これ……？」

　ようやく異変に気がついたエイミーが、光を帯びた両手を見つめながら呆ぼう然ぜんとする。

　自分の姿がまるで霞かすみのように薄くなるので、恐きよう怖ふを覚えた。

　そうして大勢の巫女が見守るなか、エイミーの姿は風とともにその場からふっとかき消える。

「──エイミー、たくさん傷つけることになるけど、ごめんね」

　アベルの呟きを聞き取れた巫女は、その場に一人もいなかった。
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　春の木こ漏もれ日びが肌に触ふれる。

　優しい手がエイミーの身体を揺らした。

「ねえ君、大丈夫？」

「どうせ儀式をさぼって居眠りでもしているんですよ。そこら辺に転ころがしときましょう。このままでは遺い跡せきを見学できません」

「でも怪け我がでもしていたらと思うと心配だよ」

　澄すんだ声が聞こえてきて、ゆっくり瞼を開くと、一人の青年がエイミーの顔を覗のぞき込んでいた。

　穏やかな瞳と目が合った瞬間、エイミーはぎょっとする。

「アベル!?」

　エイミーの知るアベルより幼おさない顔立ちをしていたが、そっくりだった。けれど青年は蜂はち蜜みつを溶かしたような金髪に若草色の瞳をしていたので、すぐに人違いだと気づく。

「残念だけど、わたしの名はアベルではないよ。セドリックだ」

　柔にゆう和わに微笑ほほえむセドリックの横から、生なま意い気きそうな声が会話に加わった。

「アベルは俺だ。兄上と間違うなんて、失礼な女だな」

　ぶしつけな声の主ぬしを見ると、あどけない顔をした少年が、エイミーを睨にらんでいる。

　黒髪に銀の瞳は見覚えのある容よう姿しだが、アベルと名乗る少年はまだ子供と呼べる年頃だった。
















「……へ？」

　たちまちエイミーは混乱した。

　急いで周囲に視線をめぐらせれば、目の前にある乳白色の大理石の建物は、見覚えのあるディセルナティアの神殿だ。

　まるで先ほどまでの神託の儀式が噓のように、長閑のどかな春の光景が目の前に広がっている。

　──夢？

　エイミーはほっとした。

　アベルがディセルナティアの国王で、自分が聖なる花嫁に選ばれただなんて、やはり夢だったのだ。

　セドリックが気き遣づかう様子で、エイミーに声をかけてくる。

「君、持じ病びようでもあるの？」

「は？」

　生まれてこのかた健康なのが、エイミーの数少ない取り柄である。

「こんな場所に倒れていたから、弟と心配していたんだよ」

「俺は別に心配なんかしてないけどな。兄上は誰にでも優しいから勘違いするなよ。それよりさっさとここから離れろ」

　幼いアベルが、ふんと鼻を鳴らす。

　エイミーはわけがわからなかった。エイミーの知るアベルは、自分のことを「ぼく」と上品に呼ぶ。「俺」なんてぞんざいな言い方はしない。この二人はいったい何者なのだろう。困こん惑わくしていると神殿の奥から一人の女性が駆けてきた。

　飾り気のない巫女装束姿の女性の顔を、エイミーは知っていた。

「ブレンダ巫女長!?」

　驚きの声をあげると、女性が眉まゆをひそめた。見覚えのある不ふ愉ゆ快かいそうな仕草で眉間に皺を寄せている。気のせいか、見知った姿より若々しい。

「見慣れない顔ですね。いったいどこの巫女です？」

「エイミーです！　ほら、昨日お菓子を巫女仲間に振る舞って怒られて、いつも叱しかられてばかりのあのエイミーです、巫女長！」

「何か勘違いしているようですね。たしかにわたしの名はブレンダですが一いつ介かいの巫女にすぎません。巫女長ではありませんし、あなたの顔も知りません。まさか不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやですか？」

「違います！」

「事情は後で問いましょう。──それより、セドリック王太子殿でん下かはこちらで何をなさっているのですか？　儀式を控ひかえているのに散歩に出たきり戻られないので、捜さがしていたんですよ」

　目の前の気品溢あふれる青年が王太子だと知り、エイミーはぎょっとした。

　対してセドリックは若草色の瞳を和める。

「弟がどうしても神殿を見学したいと言うから、散さん策さくに出たんです。そうしたら、庭に人が倒れていて、誰かを呼ぼうと思っていたところです。……この少女は神殿の巫女に見えますが、違うのですか？」

　セドリックの言葉に、エイミーは自分の装いを改めて見た。今朝袖を通したばかりの巫女装束を身につけている。

　それだけが、エイミーが今日たしかに神託の儀式に参加した証あかしだった。

　わけがわからず戸と惑まどっていると、神殿の奥から、今度は別の巫女が駆けてくる。

「ブレンダ、大巫女様がお呼びです。王太子殿下をお連れするようにと」

「わかりました。それからこの娘を空あき部べ屋やで待たせておいてちょうだい。どこから来たのか確かめる必要がありますから」

　巫女が頷うなずきかけたとき、エイミーははっとした。

　──大巫女様なら、何がどうなっているのか教えてくれるはず！

「わたしも連れていってください！」

「だめです。不ふ審しん者しやを大巫女様に会わせるわけにはいきません」

　きっぱりと突っぱねられ、エイミーがなおも言い募つのろうとするのをセドリックが止めた。

「いいではありませんか。この子は危険人物には見えませんし、責任はわたしが持ちますから」

　セドリックに諭さとされ、ブレンダがため息をつく。

「では、ご案内します。──エイミーとやら、自力で立てますか？」

　さっと立ち上がったエイミーはピンと背筋を伸ばす。

「平気です」

「──では案内します」

　ブレンダはきりりと表情を引きしめると、神殿に向かって歩きだす。

　しかし、元気なアベルは従したがわなかった。

「兄上、俺は遺跡を調べたいので、外で待っていますね」

「好きにしなさい」

　セドリックは元気な弟を微笑ましそうに見ながら言った。

　エイミーが気になってちらりと背後のアベルに視線をやると、セドリックが笑った。

「弟は、古い遺跡を研究するのが好きなんだよ。わたしと一緒に神殿に来たのも、遺跡を見るのが目的だったんだ。エイミーが倒れていた場所がそうだよ」

「遺跡？」

　言われてみると、アベルの目の前には崩くずれかかった球形の遺跡がある。真ん中に突き立てられた太い棒で斜ななめに支えられ、球形の表面に添うように細い金属の装そう飾しよくがほどこされている。それがいったいいつの時代のものか、エイミーにはわからない。

「……この場所にあんな古い遺跡ありましたっけ？」

「ディセルナティア建国時に作られた遺跡だそうだ。今は神聖暦九八五年だから、だいたい千年近く前のものになるかな」

「ええ!?　失礼ながら殿下は勘違いしておられます。今は神聖暦千年ですよ」

　訂てい正せいするエイミーに、セドリックが小首を傾かしげた。

「エイミーこそ勘違いしているよ？　今は、間違いなく神聖暦九八五年だよ」

　きょとんとしながら、エイミーはもう一度遺跡を振り返る。

　遺跡の隣となりに生えるどっしりとした大木は、巫女たちの憩いの場である広場と重なる。だが、ここには立りつ派ぱな記念碑が建っていたはずだ。

　どうやら自分の勘違いのようだと思っていると、隣を歩くセドリックが肩をすくめる。

「それにしても困った弟だよ。兄の神託の儀式をなんだと思っているんだろうね」

　ようやく状況が飲み込めてきたエイミーは目をぱちくりさせる。

「殿下は神託を受けに神殿にいらしたのですか？」

「それ以外に、王族が神殿に足を運ぶ理由はないだろう？」

　優しい笑顔のセドリックに、この人ならなんでも答えてくれそうだと、エイミーは思いきって疑問をぶつけた。

「……あの、殿下は王太子なんですか？」

「どうしてそんなことを聞くの？」

　セドリックが不思議そうな顔をする。するとブレンダがじろりとエイミーを睨んだ。

「王太子殿下に馴なれ馴なれしい口を利きいてはいけません！」

「わたしはかまわないよ。ねえ、エイミーはもしかしてディセルナティアの人間じゃないの？　だからわたしの名前を知らないの？」

　答えに困っている間に、神殿の奥へと通される。

　重厚な扉とびらをくぐると、簡素な家具の置かれた部屋の中央に、大巫女が立っていた。年齢不ふ詳しようのその姿だけは、エイミーが大広間で見た顔と大差ない。

　一方、エイミーを見た瞬間、大巫女は鋭するどく目をすがめた。

「……その娘は？」

「大巫女殿、申し訳ありません。わたしの独どく断だんで連れてきました」

　丁てい寧ねいに頭を下げるセドリックに、大巫女がため息をつく。

「いいえ、むしろ事情を説明する手間が省はぶけて助かりました」

　セドリックがわけのわからない顔をしていると、大巫女はおもむろに話を切り出した。

「王太子殿下、実は大切なお話があってお呼びしました。今日の神託の儀式は中止させていただきます」

「なぜです？」

「……まだ、次代の聖なる花嫁がこの世に誕生していないからです」

「それでは、わたしが花嫁を娶めとるのはずいぶん先の話になりますね。いつ生まれるかわからないのですか？」

　セドリックの疑問に答えるように、大巫女の視線がエイミーに向いた。

「──この娘こそ、次代の聖なる花嫁です」

　セドリックが理解できないと言いたげに眉をひそめる。

「では花嫁は生まれているということですよね。どういうことですか？」

「先ほど、時空の異い変へんを感知しました。本来ならこの時代にいるはずのない存在が、時の狭はざ間まから現れたのです。それがこの娘のようです」

　エイミーが空色の目を見開いた。

「時の狭間って……？」

　大巫女がエイミーを見据えて厳かに語りだす。

「そなたは神より授けられた『時空を渡る力』を発はつ現げんして、未来から過去へとやってきた歴史の異い分ぶん子しです」

　エイミーは呆然と大巫女の話を聞いていた。つまり自分は、時間をさかのぼって過去へやってきたということらしい。だが、とても信じられる話ではない。混乱しつつも、ついさっき、セドリックと交わした会話を思い出す。

「ってことは……今は本当に神聖暦九八五年なのですか？」

「そうです」

「じゃあ、ここは十五年前の世界……？」

　大巫女の断言に、ようやく過去へ来た事実が頭に浸しん透とうする。エイミーの脳のう裏りに先ほど出会ったアベルにうりふたつの生意気な子供と、生まれたときからそばにいた自分の知るアベルの面おも影かげが重なった。

　──じゃあ、さっきの子供は、過去のアベルなの……？

　エイミーの知る優しいアベルとも、氷雪の貴公子とあだ名される国王ともまるで違う元気なアベルを思い出しながら首を振る。

「……でも、わたしが未来の神託の儀式で会った国王は、セドリック殿下ではありませんでした」

「では、誰です？」

「……アベル、です」

　たちまちセドリックの顔に衝撃が走る。

「アベルはディセルナティアの第三王子だ。それなのになぜ王位を継ぐことになったの？」

　それはエイミーがリーズから聞いた情報と一いつ致ちしていた。たしかに第三王子なんて、王位から程遠い存在である。

「わたしにもわけがわかりません。だって、王家のことなんて知りませんし、どうして、アベルが国王になったのかもわかりません……！」

　大巫女がため息をついた。

「王太子殿下、申し訳ありませんが、エイミーを王宮で預かっていただけませんか？　この娘は果たすべき目的があってこの時代に引き寄せられたはずです。そのためには神殿の外に出る必要があります」

　動揺を隠かくせないまま、セドリックは頷いた。

「……無む論ろんです。生きる時代が違っても、彼女が我が国の大切な聖なる花嫁なら、丁てい重ちように歓かん迎げいします」

「ご配はい慮りよ、感謝します。エイミーの世話は巫女のブレンダに一いち任にんします。ブレンダ、いいですね？」

「仰おおせに異い論ろんはありませんが、未来を知る花嫁を王宮にやって、もし将来に影響することがあったらどうなさるおつもりですか？」

「──すべては神のお導みちびきです。エイミー、王宮でしっかりとこの時代を見聞きしなさい」

　話が壮そう大だいすぎて、エイミーにはうまく飲み込めない。だがそこでエイミーはようやく気がついた疑問を口にした。

「わたしはいったいいつ、自分の時代に帰れるのですか？」

「──そなたがこの時代での目的を果たせば戻れるでしょう。いつ帰れるのかは自分次第です」

「……ですがわたしは何かをしたいと思ってこの時代に来たわけでは……」

「ではその目的を探すところから始めなさい」

「……はい」

　エイミーが大巫女の部屋を退たい出しゆつしようとすると、セドリックが言った。

「大巫女殿、二人きりでお話ししたいことがあります。よろしいですか？」

「かまいません」

　エイミーは、セドリックが部屋から出てくるのを扉の外で待った。ブレンダは王宮へ行く支し度たくのために自室に戻っている。しばらくすると、すっきりした顔で現れたセドリックが、エイミーに笑いかけた。

「過去の世界へようこそ、未来から来た可愛い聖なる花嫁」

　たちまちエイミーの顔がかっと赤く染まる。

　おどけた調子だが、優しい笑顔は未来のアベルに面影がそっくりだった。

　セドリックは、ふいに真剣な顔になる。

「ねえエイミー、お願いがあるんだ」

「なんですか？」

「アベルに未来の話はしないでほしい。いきなり自分が国王になるなんて知らされたら混乱するだろうから」

「もちろん言いません。……きっと誰も信じないと思いますし」

　くすりとセドリックが笑った。

「エイミーが素直な花嫁でよかった。父上にはわたしから事情を説明するから、元の世界に戻るまで、遠慮なく王宮で過ごしてくれ」

「お世話になります、セドリック殿下」

　セドリックは、やれやれとため息をついた。

「まずは手のかかる弟を迎えに行かないといけないね。きっとまだ遺跡にかじりついていると思うよ」

　セドリックの予想はあたった。

　アベルは自分の背せ丈たけよりはるかに大きい、崩れかかった球形の遺跡の周りをぐるぐると回りながら、瞳を輝かせている。

「いつの時代のものだ？　後で先生に文ぶん献けんを調べてもらうか」

　ぶつぶつと呟く弟の背中に、セドリックが声をかける。

「アベル、王宮に帰るよ」

「兄上、儀式はもう終わったのですか？」

「神殿の都合で儀式は中止になった。代わりに彼女を預かることになったよ」

　セドリックがエイミーを紹介すると、アベルが怪け訝げんそうに首を傾げた。

「このちんくしゃ娘を、なぜ兄上が面めん倒どう見るんですか？」

　ぶしつけな質問にエイミーが目をむくと、セドリックが弟をたしなめる。

「こらアベル、淑しゆく女じよに失礼なことを言ってはだめだよ」

「こんなのを淑女って、兄上は優しすぎです」

　たちまちエイミーはかっとした。

「ちょっと、その言い草はあんまりでしょうが！」

「俺は噓がつけない性しよう分ぶんなんだよ。あーあ、兄上がきれいな花嫁と寄り添う姿を楽しみにしてたのに、こんな娘を連れて帰る羽は目めになるとはな」

　無礼な発言の連続にエイミーはむかむかした。未来で自分に甘い誘ゆう惑わくの言葉を囁き、高価な贈り物攻こう撃げきを続けた事実を洗いざらいぶちまけてやりたくなる。恥ずかしさのあまり憤ふん死しものの屈くつ辱じよくを味わうアベルを見たいが、それではセドリックとの約束を破ることになる。

　それにも増して、聞き逃のがせないのは……。

　──ちんくしゃが本音だったのね！　やっぱりアベルに騙されていたんだわ！　わたしが世界一可愛い女の子だなんて大噓だったんだ！

　怒り心しん頭とうだったが、ふいに、いや、と考えを変えた。いくら生意気でもこの時代ではアベルはエイミーより年下で子供なのだから、むしろ淑女に対する礼れい儀ぎを教えてやるのが優しさというものだ。

「あんたいくつ？」

「十歳だ」

「ふん、これだから子供は礼儀知らずで嫌いやなのよ」

　アベルは不愉快そうに目を細め、エイミーを睥へい睨げいした。

「これからお前なんかと顔を突き合わせて暮らすなんて、こっちが思いやられるな」

「なんですってぇっー！」

　エイミーの絶ぜつ叫きようが穏やかな神殿に響き渡った。
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「あんなやつ、信じられない！　最低！　最悪！　最低！」

　王宮の豪ごう奢しやな寝台の上で、ふわふわの金髪を振り乱してじたばたするエイミーの隣となりで咳せき払ばらいがした。

「エイミー様、あまりにはしたのうございます」

　神しん殿でんから付き添そってきたブレンダが、冷ややかな眼まな差ざしをエイミーに向けた。

　本来なら、聖なる花嫁に選ばれた巫み女こは、結婚するまで『姫巫女』という尊そん称しようで呼ばれ、巫女装しよう束ぞく姿で過ごすのが普通だが、エイミーの存在はあまりに特とく殊しゆだ。姫巫女扱あつかいするわけにもいかず、ひとまず遠くの領りよう地ちから王宮に遊びに来た貴族の令れい嬢じようというのが、エイミーの役どころとなっていた。

　その影響で、ブレンダも巫女装束ではなくいかにも付き人といった風の紺こん色いろの地味なドレスを着ているが、そもそも「様」と呼ばれるのは居い心地ごこちが悪い。

　何よりこの世界でも変わらず厳しいブレンダが始し終じゆうそばに付き添うことは、さっそくエイミーの悩みの種になっていた。

「……まったく、このような方が我が国の聖なる花嫁だなんて」

　あきれかえる言葉に、エイミーは赤面する。

　たしかに十四歳にもなる娘としてはたしなみに欠ける言動だったが、アベルに馬ば鹿かにされたことを思い出すと怒りが収まらない。

「それよりエイミー様、就しゆう寝しんの支し度たくをいたしますので、着替えをお願いします」

　ブレンダに手伝われ、着替えを済ませたエイミーは大人しく寝台に横たわった。

　緞どん子すが降ろされると、たちまち寝室は闇やみに閉ざされる。

　今日は驚きの連続で、現実を見極める余裕がなかった。アベルがディセルナティアの国王で、自分が聖なる花嫁だなんて今も信じられない。あげく花嫁に神より授さずけられた時空を渡る力で過去の世界に来ただなんて、現実離れしすぎだ。

　──どうしてこんなことになっちゃったの？　お父様とお母様の待つ家に帰りたい……。

　そして自分の身に降りかかったこの噓うそっぽい出来事を、今すぐ笑い飛ばしてほしかった。

　不安が胸に押し寄せるが、柔やわらかな寝台に横たわると、たちまち眠気が襲おそってきて、エイミーはすとんと眠りに落ちていく。

　翌朝、ブレンダの大声で目を覚ました。

「エイミー様、いつまで寝ているつもりですか！」

　乱らん暴ぼうに身体からだを揺すられて目をこすりながら起き上がると、ブレンダが腰に手をあて、不ふ愉ゆ快かいそうにまなじりを吊つり上げていた。

　どうやらまだ悪あく夢むに等しい現実は続いているらしく、エイミーは脱だつ力りよくした。

「おはようございます、ブレンダ巫み女こ長おさ」

「エイミー様、わたしのことはブレンダとお呼びください。また、仕つかえる立場の人間に敬けい語ごは不要です。さあ、お召めし替えを」

「わかりました、ブレンダ」

　用意された淡あわい青のドレスは、エイミーの空色の瞳ひとみが際きわ立だつような意い匠しようである。華か麗れいなドレープが幾いく重えにも重なっていて、袖そでが膨ふくらんでいた。

　豪ごう華かなドレスに袖を通すと、ブレンダが手慣れた様子でエイミーの服を整え、ふわふわの金髪の一部を結ゆい上げてリボンを結んでくれた。

「まあ、これなら黙っていれば、貴族の令嬢に見えないこともありませんね」

　鏡の前でエイミーが瞬まばたきをすると、向こうの少女も同じ仕草をした。

　未来のアベルが贈ってくれたドレスは、高価だが庶しよ民みんの娘に手が届く範囲のものだった。

　けれど王宮で用意されたドレスは、見慣れた衣い装しようより何倍も豪華で、気き後おくれしてしまう。

　朝ちよう餐さんを終えてすぐ、エイミーのもとにセドリックがやってきた。

「おはよう、エイミー。昨夜はよく眠れた？」

「はい。気にかけてくださりありがとうございます」

「エイミーが元気そうで安心したよ。実は父上がさっそく君に会いたいと言ってきているんだ。かまわないかな？」

「もちろんです」

　本音を言えば緊きん張ちようしたが、これから王宮で世話になる以上、国王との謁えつ見けんは避さけられない。

　セドリックに連れられて、謁見の間へと案内された。

　エイミーを待っていたのは、厳いかめしい顔をした国王と美しい黒髪の女性だ。

「この娘がお前の聖なる花嫁か」

　国王の言葉にエイミーははっとした。どうやらセドリックは、エイミーが本当はアベルの花嫁であることを打ち明けていないらしい。

「初めまして、エイミーと申します」

　ドレスをつまんで丁てい寧ねいに頭を下げた。神殿でブレンダから礼儀作法を習っていたので、最低限の礼れい節せつは保たもてたようだ。

「セドリックから話は聞いた。未来の世界から来たそうだね」

「……はい。簡単には信じていただけないかもしれませんが、十五年後の世界から来たようです。田舎いなか育ちの粗そ忽こつ者ものなので失礼があったらお許しください」

「そんなことは気にしなくていい。時を渡る能力があるなんて喜ばしいことだからね」

　そこでエイミーはようやく気がついた。

　エイミーが歴代の花嫁に共通する美女ではないのに国王が満足そうなのは、異い能のうを持つ花嫁とわかったからだ。

　アベルだけでなく、自分がそういう風に見られる存在だと知らされるのは憂ゆう鬱うつだった。

「エイミー、ところで君のご両親は何をしているんだね？」

「……父は王都から半日離れた街で大学教きよう授じゆをしていて、母は普通の主しゆ婦ふです」

「ふむ、そうか。聖なる花嫁の両親には、相そう応おうの地位が必要だ。今からでも王都に呼び寄せて、それなりの地位を与えれば、これから生まれるエイミーも未来の聖なる花嫁として恥じることのない教育を受けられる」

　その会話をセドリックがさえぎった。

「父上、エイミーが王都から離れて育ったのには、何か理由があるのだと思います。これもまた神しん意いではありませんか？」

　優しいもの言いだが、要するにエイミーが未来の王妃教育を受けられないことより、いたずらに過去を変えて異い能のうを授けられた花嫁となる歴史が狂くるってしまうことのほうが問題だと言いたいのだろう。

「なるほど、一いち理りあるな。とにかく異能を持つ花嫁がいればセドリックの治ち世せいは安あん泰たいだ。お前はわたしの期待通りに育ってくれて何よりだよ」

　嬉うれしそうな父王の言葉に、なぜかセドリックは唇くちびるを嚙かんで力なくうなだれる。

　国王の背後に控えていた艶あでやかな黒髪の女性が、優ゆう雅がに笑った。

「何より王太子殿下の花嫁は健康そうですから、末長く殿下に寄り添えるでしょうね」

「──恐おそれ入ります、王妃様」

　エイミーがぺこりと頭を下げると、女性が困ったように顔を曇くもらせる。

「殿下、宮きゆう廷ていの事情を教えてさしあげないと、大切な花嫁が恥はじをかきますよ」

「わかっています」

　謁見を終えた帰り道、人ひと気けのない廊ろう下かを歩きながらセドリックが静かに話を切り出した。

「先ほどの女性はアンナといって、アベルの母親で父の側そく室しつなんだよ」

「へ、側室？」

　そういえば神殿でアベルには母親違いの兄がいると聞いていた。エイミーは自分を恥じた。この国で王妃を名乗れるのは神しん託たくで選ばれた聖なる花嫁だけである。

「し、失礼しました」

「気にしないで。わたしの母、つまり先代の聖なる花嫁は、わたしを産んだときに亡なくなったんだよ。元々身体の弱い方だったらしいから」

「……それは、お寂さびしいですね」

「心配は無用だよ。母を覚えていないから、寂しいという感覚もないしね。わたしはアンナに育てられたようなものかな。出過ぎた真ま似ねをせず、父を支えてくれているから、むしろ彼女には感謝しているくらいだ」

　国王とアンナがエイミーの元気さを喜んでいたのには、複雑な理由があったせいらしい。

　そんな家庭の事情を屈くつ託たくのない笑顔で語るセドリックの器うつわも並なみ大たい抵ていではないと思った。

　──どうして殿でん下かが国王にならなかったのかしら？　アベルなんかよりよっぽどふさわしいのに。

「エイミー、困ったことがあったら、いつでも相談においで」

　こうして再び客室に戻ったエイミーだが、すぐに時間を持て余してしまう。

「それにしても、わたしがこの時代に来た目的ってなんなのかしら？」

　口うるさいブレンダが用事で出で払はらった隙すきに、エイミーは長なが椅い子すにだらしなく座り込み窓まど際ぎわに肘ひじをつく。ぼんやりしていると王宮の中庭を走る小こ柄がらな背中が見えた。

　アベルだった。

　足早に芝生しばふの生えた庭を抜け、どこかへ急いでいる。

　エイミーの知るアベルとは似ても似つかない元気な姿に、人知れずため息が漏もれた。

「まったく、本当にあれがアベルだなんて、信じられないわ」

　中庭の奥まで進んだ小さな背中が、人の輪の前で止まった。

　喧けん嘩か腰ごしの態度で誰かと諍いさかいを始めている。

　いったい何事かと窓から身を乗り出して、騒そう動どうの中央にいる女性を見た瞬間、ぎょっとした。

　──お母様!?

　侍じ女じよのお仕し着きせに身を包み栗色の髪を結い上げた母エセルが、躍やつ起きになるアベルを心配そうに見ている。

　母が若い頃、王宮で侍女として働いていたのは知っていたが、まさかこんな形で会えるなんて思ってもみなかった。

　エイミーは急いで立ち上がり、部屋から飛び出していく。

　階段を駆け下り庭に出ると、柱の陰かげに隠かくれて耳をそばだてた。

「お前ら、エセルに馴なれ馴なれしく声をかけるな！　さっさと消えろ！」

　子供だが王族の厳しい叱しつ責せきに、エセルを囲んでいた三人の男がたじろぐ。

　アベルが手を振ってしっしと追い払うと、男の一人がちっと舌した打うちする。

「出で来き損そこないの王子が偉そうに」

　この発言を聞き咎とがめたのはエセルだった。

「アベル様への暴ぼう言げんは許さないわよ！」

　男はバツが悪そうに廊下の向こうへと消え去った。だがアベルが気にする様子はない。

「アベル様、お勉強をさぼってこんなところに来てはいけませんわ」

　エセルは腰に手をあて、可か愛わいらしい顔でアベルをたしなめる。

「違うんだよ。お腹なかが空すいたから、エセルに簡単につまめる料理を頼みに来たんだよ」

「お食事なら、お勉強が終わってからになさらないと、眠くなってしまいますよ」

「堅かたいことを言わないで、頼むよ。お腹が空いて勉強に身が入らないんだ」

　エセルの手を引いてねだる姿は、昨日見せた生なま意い気きな態度がなりをひそめ、年と齢し相そう応おうの少年に見えた。

　母が王宮に勤つとめていた頃からアベルと知り合いだったなんて思いもよらなかった。

　アベルの甘えた声に、エセルはしかたがないとばかりにため息をつく。

「ではすぐにお持ちしますから、アベル様は勉強にお戻りください」

「東あずま屋やにいるから、頼むよ！」

　手を振って駆けだすアベルの背中を、エイミーはそっと追った。

　やがて見えてきた小さな東屋には、二は十た歳ちくらいの青年が立っている。眼鏡めがねをかけたその顔に、エイミーはさらにぎょっとした。

　──うそ！　お父様？

　目尻に皺しわのない若々しい姿だが、エイミーにそっくりな淡い金髪は父のキースに間違いなかった。キースは腕を組んで表情を険けわしくする。

「アベル様、しばらく自習するようにと申し上げたのに、どこへ行かれていたのですか？」

「お腹が空いたから、料理を頼んできたんだ。キース先生も一緒に食べようよ」

「わたしはけっこうです。朝餐を終えたばかりなのに、またお食事をなさるつもりですか？」

　エイミーにとっては驚くことばかりだ。まさかアベルが父の教え子だったなんて。

　目をぱちくりさせていると、銀ぎん盆ぼんに料理を載のせたエセルが東屋に近づいてくる。

「アベル様、お待たせしました」

　大人の態度でアベルに接していたキースが、エセルを見てはっとなる。するとエセルはすっと目をすがめ、攻こう撃げき的てきな眼差しになった。

「あら、キース先生もいらしたのね」

「まさか貴女あなたが来るとは」

「食事の支度はわたしの仕事ですから。別にあなたに会いに来たわけではありません」

　エセルが手早く料理を並べて去ろうとするのを、アベルが止めた。

「待ってよ。エセルも食べていけよ」

「ですが、わたしには仕事がありますし……」

「俺の命令が聞けないのか？」

　唇を尖とがらせるアベルに、エセルは戸と惑まどいながら頷うなずいた。

「……では、少しだけお付き合いします」

　エセルが遠えん慮りよがちに腰こし掛かけると、キースもむっつりとした顔で席につく。

　王族と庶民が同席する姿が信じられなくて、エイミーがじっと凝ぎよう視ししていると、場を盛もり上げるためにかはしゃいでいたアベルが、いきなり椅子から飛び下りる。

「キース先生に見てほしい資料があるんだ。取ってくるから待っていてよ」

　アベルが足早に東屋から姿を消す。残された二人はたちまち黙り込んだ。気のせいか、父のこめかみには冷や汗がつたっている。

　エセルがじろりとキースを睨にらみつけた。

「キース、またお洋服に皺が寄っているわ。仮にもアベル様の家庭教師なのだから、身だしなみには気を遣つかわないと！」

「そんなこと貴女に言われたくありません」

「ほらまた、ボタンも取れそうになって。縫ぬってあげるから脱いで」

「けっこうです。身内でもないのにおせっかいはやめてください！」

「何よ、意い気く地じなしのくせに！」

　その後も二人の言い争いが続くので、エイミーは呆ぼう然ぜんとした。

　たしかに母には父を尻に敷しいていると思えるほど気の強い一面があり、喧嘩をするたびに父が折れることが多かった。とはいえささいな諍いで、基本的に仲なか睦むつまじい両親を見慣れていたため、二人の険けん悪あくな様子に違い和わ感かんを覚える。
















　──どうなっているの？

　エイミーが疑問を抱いだいていると、突然硬かたいものが頭にあたった。エイミーは跳はねるようにその場に飛び上がる。

「のぞき見とはずいぶん趣味がいいな」

　振り向くとアベルが不ふ快かいそうに立っていた。どうやらその手に握にぎりしめている本の角でエイミーを殴なぐったらしい。

　抗こう議ぎしようとすると、アベルがエイミーの頭を押さえつけて茂みに身を隠した。小声でエイミーに命令する。

「声を出すな。二人に気づかれるだろうが」

「……あんたこそ、さっさと授業に戻りなさいよ！」

「俺は大人だから、気を利きかせてやってるだけだ」

「は？」

　正直意味がわからなかった。するとアベルが肩をすくめながら気楽な口調で言う。

「キース先生は、エセルが好きなんだよ。だから二人きりにしてやったんだ」

「……え？」

　遅まきながらエイミーは気づく。ここは過去の世界で、エイミーは生まれていないのだから、二人がまだ結婚していない可か能のう性せいもあるのだ。それどころか、喧嘩腰の態度から察さつするに、恋人ですらないらしい。二人は幼おさな馴な染じみで、昔からの愛を実らせて結婚したはずなのに、なぜこんなにも仲が悪いのだろうか。

　睨み合う二人に、ちっとアベルが舌打ちする。

「まったく、先生は不器用だな。こんなことだとエセルを他の男に奪うばわれるぞ」

「う、奪われるって、誰に？」

「エセルは可愛いから引く手あまたなんだよ。まあ愛あい嬌きようがあって料理上手じようずだから、言い寄られて当然だけどな」

　思わぬ母の過去を知り、エイミーは驚く。言われてみると、さっきも複数の男性に囲まれていた。たしかにエセルは、未来でも十四歳の娘がいるとは思えないくらいふんわりとして可愛らしい。派は手でな美人というわけではないが、心が安らぐような家庭的な雰ふん囲い気きの持ち主ぬしだ。男性に人気があっても不思議ではないが、仲が悪いのにどうしてキースと結婚したのか謎なぞである。

　ふと、エイミーは先ほど謁見したとき、国王がエイミーの両親のことを気にしていたのを思い出す。

　──もしかして、お父様とお母様は生まれる娘が聖なる花嫁になるから、無理やり結婚させられたの？

　いくらセドリックに歴史に干かん渉しようしないほうがいいと言われても、聖なる花嫁エイミーが生まれない事じ態たいになれば、国王も二人が結婚するように仕向けるに決まっている。

　ふいに以前、二人が結婚した理由を母親に尋たずねた記き憶おくが頭に浮かぶ。

　──たしか上じよう司しの命令で結婚したって言っていたわ。

　あのときは、母親がちょっと困った様子で語っていたので単純に上司の仲ちゆう介かいで結婚したのだと思っていた。そこでアベルが父キースの上司の息子だと言っていたことを思い出す。アベルはこの国の王子なのだから、父親は当然国王その人である。国王なんてこの国の究きゆう極きよくの上司ではないか。その命令を拒こばめる民はいない。

　そこでエイミーははっとした。

　──わたしがこの時代に来た目的って、自分の運命を変えることなの？　お父様とお母様の結婚を阻そ止しできれば、二人の間にわたしは生まれないし、アベルの聖なる花嫁に選ばれなくてすむじゃない！

　神殿の教義によれば、赤ん坊というのは、魂たましいの姿で天の御み園そのから地上を見下ろし、親を選んで生まれてくるという。つまり両親が結ばれなければ、エイミーは別の親を選んでその体内に宿ることになる。

　今の両親の間にエイミーが生まれない寂しさより、自分のせいで二人の将来が犠ぎ牲せいになることのほうが何倍も耐たえられなかった。

　エイミーはぐっと拳こぶしを握りしめた。

「……わたしは反対よ」

「何がだ？」

「絶対に二人の仲を認めないわ！」

　絶ぜつ叫きようしながら茂みから身体を突き出すと、エセルとキースがぎょっとしながらエイミーを振り返る。

「……最悪な女だな」

　アベルのうんざりした口調に、エイミーは感情を爆発させる。

「あんたにだけは言われたくないんだから！」
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　両親の仲をぶち壊こわすと決めたエイミーは、次の日からさっそく行動に出た。

　王宮で働くエセルに的を絞しぼり動行を調べ上げることにしたのだ。

　観察を始めてから三日が過ぎたが、アベルの言う通りエセルは男性にたいそう人気があった。

　ちょっとした用事で厨ちゆう房ぼうから離れるたびに、待ち構えていたように男が声をかけてくる。

　それでも真ま面じ目めなエセルは、誘いを丁寧に断り熱心に仕事に打ち込んでいた。

　朝から晩まで忙せわしく働くエセルの必死さが、余計に男たちの意識を惹ひくようだ。

「お母様には素敵な恋人を紹介して幸せになってもらうわ」

　自分のせいで両親が望まぬ結婚をさせられるなんて冗じよう談だんではなかった。二人が結婚させられる前に、別の恋を実らせればこの時代に来た目的は果たせるだろう。

　エイミーは思いきって、エセルに話しかけてみることにした。

「あの、エセル、さん。ちょっといいですか」

「まあ、あなたはこの間、アベル様と一緒にいたお嬢じよう様さまですね」

「エイミーといいます。実はお聞きしたいことがあるんです。エセルさんはどんな男性が好みですか？」

　唐とう突とつな質問にエセルが困こん惑わくするのが伝わってくる。

「なぜそのようなことを聞かれるのです？」

「……その、わたしには親のすすめる縁えん談だんがあって、恋愛の参考にと思って」

　苦しい言い訳だったが、エセルは急に難しい顔になる。

「わたしの好みは、強くて逞たくましくて頼りになる男性です。あと身だしなみがきちんとしていないと許せませんし、勉強しか取り柄のない人は絶対に嫌いやです」

「え？」

　絶ぜつ句くするエイミーに、エセルは丁寧に頭を下げると仕事に戻っていった。

　まさか母が、父とは正反対の男性が好きだったとは驚きだが、エイミーは納なつ得とくがいった。これで両親の結婚が意に染まぬものだったことがはっきりしたので、やる気が湧わく。

「強くて逞しくて頼りになる男性が好きってことは、つまり騎き士し団だんにいるような将来有ゆう望ぼうな人を紹介すればいいのね」

　エイミーはいそいそと騎士団の宿舎までやってきた。

　建物の陰からそっと覗のぞくと、騎士服に身を包んだ男たちが剣の稽けい古こに励はげんでいる。

　そのなかでひときわ目を惹いたのは、騎士見習いの相手をしている青年だった。

　快かい活かつそうな笑顔ときたえられた身体は、男らしさに溢あふれている。

「あの人が一番素敵だわ」

「お嬢さん、騎士団になにかご用ですか？」

　いきなり背後から声をかけられたのでエイミーはぎくりとした。

　振り返ると騎士服姿の男が立っている。エイミーはとっさに青年を指差した。

「……あの人は誰？」

「お嬢さんは、ダグラスに興味があるのですか？」

「そう、ダグラスって名前なの。ねえ、ダグラスさんは独どく身しん？　恋人はいないの？」

「さあ、今は特定の女性がいるなんて聞いてないけど。まああいつは変わり者だが、恋をしたら一いち途ずだし、お嬢さんが相手なら気に入るかもしれませんね」

　なぜダグラスがエイミーを気に入ると思ったのかはわからないが、真面目そうな外見から察するに母を不幸にするような浮ついた男性ではなさそうだ。

　──あの人に決めた！

　エイミーは心の中でガッツポーズをした。

「教えてくれてありがとう！」

　手を振って男の前から去ると、ダグラスとエセルをどうくっつけるべきか悩んだ。

「とりあえず、わたしがダグラスさんと仲良くならないとだめね」

　一晩かけて対たい策さくを練ったエイミーは、翌日、王宮と騎士団の宿舎をつなぐ廊下で彼を待ち伏せすることにした。

　まもなくすると運よくダグラスが一人で歩いてきたので、エイミーは足を押さえながら廊下に蹲うずくまった。気づいたダグラスが歩みを止める。

「どうかなさいましたか、お嬢さん」

「……実は、足をくじいてしまって」

「それはお気の毒に」

　エイミーが精一杯か弱いふりをすると、ダグラスが心配そうに足を診みようとし、間近でエイミーを見てはっと息を止める。エイミーはここぞとばかりに弱々しい声で訴うつたえた。

「……もしよかったら足を冷やしたいので、厨房まで連れていってもらえませんか？」

「わかりました」

　ダグラスの腕を借り、エイミーは厨房のそばにある水場へと向かうと、桶おけにためた水で野菜を洗うエセルがいた。幸さい先さきがいいと声をかけようとすると、先にエセルが顔を上げた。

「まあエイミー様、どうかなさったのですか？」

「実はわたし、足を怪け我がしちゃって、こちらのダグラスさんに助けてもらったの。とっても優しい方よ」

「それは大変。すぐに医者の手配をしますね」

　さっと立ち上がろうとするエセルをエイミーは慌あわてて引き止める。

「いいの。足を冷やせばすぐに治るわ」

　エセルが汲くみ立ての井戸水で布ふ巾きんを濡ぬらす。足を冷やしてもらいながら、エイミーは言った。

「あのねエセルさん、ダグラスさんにはお世話になったから、お礼がしたいんだけど」

「では、先ほど焼いたばかりのミートパイをお持ちしましょう」

　エセルが厨房に戻った隙に、ダグラスがにこりとエイミーに笑いかけてくる。

「貴女はとても愛らしい方ですね」

　社しや交こう辞じ令れいをエイミーはさらりと聞き流す。

「ありがとうございます。でも、わたしなんかよりエセルさんのほうが素敵じゃありませんか？　家庭的だし、きっといい奥さんになるわ」

「いいえ、わたしは貴女のほうが……。今度、よかったら芝しば居い見物にでも行きませんか？」

「そういう言葉は、エセルさんに言ってください。だって二人はお似合いだと思うし」

「わたしの理想は、無む垢くで可愛らしい貴女のような方なのです」

　──どうしてお母様みたいな大人の女性ではなく、わたしを誘うの？

　思いがけない展開に話が転がり、返答に困っていると、痛めたと噓をついた足にダグラスが触ふれてきた。

「もう一度布巾を水で冷やしましょう。なんなら、朝も昼も夜もずっとわたしが看かん病びようしますよ」

　優しさからの言葉なのに、なぜかエイミーの背せ筋すじがぞわっとなる。

　ダグラスがエイミーの手をひっしと握るので、今すぐ逃げたくなった。

「おい、そこで何をしている？」

　不愉快そうな声に振り向くと、アベルが立っていた。ダグラスがぱっと手を離す。

「これはアベル殿下」

「その娘は兄上の大切な客人だから、気安く触さわるな」

　アベルの不ふ遜そんな態度に怯ひるんだダグラスは、急いでその場から逃げていく。アベルはあきれた様子でエイミーを見た。

「お前は馬鹿か。騎士団のダグラスは、子供っぽい女が趣味で有名なんだよ。あいつに言い寄られたからって勘かん違ちがいするな」

「はああ!?　子供っぽくて悪かったわね！　あんたにだけは言われたくないわよ！　それに勘違いなんかしていないわ！　ただエセルさんが恋をするのにふさわしい相手を探していただけよ」

「お前、本気でキース先生の恋こい路じを邪じや魔まするつもりなのか？」

「当たり前よ！　それよりあんたは何しにきたの？」

「エセルに近寄る男を追い払いにきたに決まっている！」

「余計な真似はしないで！」

　二人が言い争っていると、厨房からパイを手にしたエセルが現れる。

「あら、ダグラス様はどちらに？」

「用事があるからって帰ったぞ」

「そうですか。それよりエイミー様、足の具合は大丈夫ですか？」

「……平気よ。パイが無む駄だになってごめんなさい」

「じゃあ、俺が食べてもいい？」

　気楽なアベルの口調に、エイミーはなんとも言えない顔でうなだれた。

　まさかダグラスに特殊な性せい癖へきがあるなんて、思いもよらなかった。

　翌日、気を取り直したエイミーは、次の候補者にふさわしい将来有望な男性を探した。

　けれど、そういった男性はたいてい既き婚こん者しやか婚約者がいるかで、候補者選びは難なん航こうした。

　厨房を見下ろせる廊下の窓から、忙しく働くエセルを眺ながめながらため息をついていると、背後から声をかけられた。

「どうしたの、エイミー？」

　セドリックが不思議そうに首を傾かしげている。

「あ、いえ、その、未来での知り合いを見つけたから、気になって……」

　エイミーの両親が王宮にいるなんてセドリックに知られるわけにはいかない。セドリックが何かを思し案あんする顔になったので、エイミーが過去を変えようとしていることを勘かんぐられたのかと焦あせる。だがセドリックは涼すずしい顔で笑った。

「エイミーの好きにするといいよ。この時代に来た目的を探すために王宮にいるんだしね。それより何か面白い話があったら今度聞かせてよ」

「も、もちろんです！」

　セドリックが何事もなく去ったのでほっとしていると、またも廊下でエセルに話しかける男性がいた。服装から王宮の官かん吏りだとわかる。

「……あれはたしか、お母様によく話しかけてくる、オーブリーとかいう人だわ」

　オーブリーの前では、エセルは不思議と丁寧に対応している。逃げようとしない様子から、オーブリーがエセルにとって特別な存在だと思えてきた。エセルの好む逞しい人とは程遠い瘦やせた体型なので除じよ外がいしていたが、もしかしたら憎にくからず思っているのかもしれない。

　何よりエセルに言い寄るくらいだから、オーブリーに妙みような趣味はないだろう。

「よし、次の恋人候補はあの人に決めた！」

　エイミーはだっと廊下を駆けて、一人で歩くオーブリーに追いつく。

「オーブリーさん、待って！」

　するとオーブリーが眼鏡のふちを指で押し上げながら、エイミーを見た。

「失礼ですが、どちら様ですか？」

「わたし、あなたの恋を応援しに来ました！」

「は？」

「わたしエセルさんとは仲がいいんです！　ずっとエセルさんを監かん視し、……じゃなくて見ていたら、オーブリーさんが誰に恋しているのかわかったの！」

　たちまちオーブリーの顔が赤くなる。その反応で、彼の気持ちがわかった。

「本当に、わたしの恋を応援してくれるのですか？」

「はい！　恋愛仲人なこうどのわたしが責任を持って二人の仲を取り持ちます！」

「……では、今から昼休みなので、さっそく相談に乗ってもらえますか？」

　そこで使われていない小部屋に入り、オーブリーの話を聞くことにした。

「ちなみにオーブリーさんの趣味は？」

「わたしの趣味なんて、なぜ知りたいのですか？」

「ほら、好きな人とお近づきになるためには、共通の趣味があったほうがいいでしょう？」

「休日は、友人と乗馬や球技を楽しんでいます。あと適てき度どに読書をしていますね」

　どうやらエセルが嫌きらいな『勉強だけが取り柄の男性』というわけではなさそうなので、合格点だった。何より紳しん士し的てきで誠せい実じつそうな印象が好ましい。

　──まあお父様のすらりとした立ち姿や知的な雰囲気にはかなわないけど、今は贅ぜい沢たくを言っているときじゃないわ。

「それで、彼女の趣味をご存知なのですか？」

「えーとね、お菓か子し作づくりや裁さい縫ほうが得意よ。あとお花を育ててポプリを作るのが好きなの。花びらを詰める袋まで自分で縫うくらい家庭的な趣味の持ち主よ」

　実の母の情報なのですらすらと言葉が出てくる。

「彼女はわたしの想像とは、……ちょっと違いますが可愛らしい女性なのですね」

「そうなの！　この恋はきっとうまくいくわ」

　ひとしきりエセルの話題を披ひ露ろうしてから、締めくくりにエイミーは言った。

「今日の仕事が終わったらデートに誘ってみたら？　早くしないと他の男性に取られちゃうわよ」

「！　それは困ります。では夕方にでも彼女を誘ってみますね」

　こうしてエイミーは仕事が終わる時刻に、再びオーブリーと落ち合った。

　二人そろって厨房まで行くと、エセルは同どう僚りようの侍女とおしゃべりに花を咲かせている。

「さあ、オーブリーさん、がんばって！」

　真剣な顔をしたオーブリーは、颯さつ爽そうとエセルに向かって歩き、開口一番こう言った。

「クラリッサ、もしよかったら、今度一緒に出かけませんか？」

「……は？」

　エイミーはぽかんとした。

　オーブリーはエセルではなく、隣の侍女だけを見ている。クラリッサと呼ばれた侍女は目をぱちくりさせると、赤くなった頰ほおを両手ではさんであたふたしだす。

「や、やだ、オーブリーはてっきりエセルが好きなのかと思っていたわ。だっていつもエセルに話しかけていたし……」

「それは、……その、エセルがクラリッサの一番の仲良しだからです。あなたのことを教えてもらいたくて……」

「本当にわたしでいいの？」

「以前、眼鏡をなくしたわたしのために、忙しい最中時間を割さいて一緒に捜さがしてくれましたよね？　そのあとあなたは仕事が遅れたことを上司に叱責されたのに、わたしのためだったとひと言も言わなかったとエセルに聞きました」

「だって、困っている人を助けるのは当然でしょう？」

「あれ以来、わたしはあなたを慕したっていました。どうか次の休みをわたしと一緒に過ごしてください」

「……わたし暇ひまさえあれば馬で遠出するほどお転てん婆ばだし、針はりを持つより弟たちのボール遊びに付き合うのが好きだし、花を見れば食べられるかなんて考えるほど色気より食い気が先の女よ。エセルみたいに女性らしい魅み力りよくはひとつもないけど、それでもいいの？」

「!!　ええ!!　ぜひ！　ありのままのクラリッサでいてください。どうやらわたしたちは趣味が合うようだ。ぜひ一緒に球技の試合を観かん戦せんに行きましょう！」

「嬉しいわ。わたしも初めて話した日から、眼鏡をはずしたオーブリーの素す顔がおにときめいて、ずっと気になっていたの。次の休みを楽しみにしています」

　初うい々ういしい空気に包まれた二人に遠慮して、エセルがそっとその場を去っていく。その表情は、親友の恋が実ったのを心から祝福していた。

　エイミーはげんなりした。

　──わたしは、関係ない二人の恋を取り持ったのね。馬鹿みたい……。

　脱力しながら廊下に立ち尽つくしていると、背後に人の立つ気配がした。

「また失敗か。残念だったな」

　仁に王おう立だちしたアベルが、勝ち誇ほこった顔でエイミーを見ている。

「な、何よ。たかが二回の失敗であきらめるものですか！　次こそエセルさんにふさわしい相手を探してみせるわ！」

　つんとエイミーが顎あごを反そらすと、アベルがむっとなる。

「わかったぞ。お前は俺が気に入らないから、嫌がらせをしたいんだな？」

「違うわよ！　あんたこそあんなに仲の悪い二人の恋を応援してなんになるっていうの！」

「エセルは誰に言い寄られてもなびかないんだ。あんな風に気安い口を利くのはキース先生に対してだけだ。つまり、エセルも先生が好きなんだ！」

「浅はかな思い込みね！　これだから子供は発はつ想そうが単純で困るのよ」

「まったく、こんな空気の読めない女の世話を押しつけられた兄上はお気の毒だな」

「なんですって！」

　いつの間にか、二人は大声で罵ののしり合っていた。

「またアベル殿下と例の女の子よ。可愛らしくてなんだかお似合いね」

　通りがかりの侍女たちの聞き捨てならない台詞せりふに、エイミーが反発しようとしたときである。

「エイミー様、こんなところで何をなさっているのですか！」

　ブレンダが厳めしい顔つきでエイミーを見み据すえていた。

「最近、よくお部屋を抜け出してどこにいらっしゃっているのかと思ったら！」

　ブレンダはエイミーの襟えりを引っつかみ、ずんずんと部屋まで戻っていく。アベルがざまあ見ろと言わんばかりに嘲あざ笑わらうので、怒りが爆発しそうだった。

　部屋に連れ戻されたエイミーは、すぐさまブレンダに抗議する。

「邪魔をしないで！　わたしの一生がかかっているの！」

「……エイミー様はなぜエセルとかいう侍女に関心がおありなのですか？　エイミー様がアベル殿下と一緒になって彼女の近くをうろついていると聞きましたよ」

「エセルさんは将来不幸な結婚をするのよ！　未来を知るわたしが助けてあげないと！」

「エイミー様は成すべきことがあって王宮に来たのです。くだらない真似はおやめください！」

「わたしは大真面目よ！　これこそがわたしが過去へ来た目的だと確信しているわ！」

　ブレンダは眉み間けんに皺を寄せ、ため息をつく。

「では、わたしも協力しましょう。あの侍女のことを調べたら、大人しくしてくださいますか？　それとも将来の伴はん侶りよとなるアベル殿下と仲良くしたいのですか？」

「そんなことは絶対にありえない！」

「……わたしの言うことに従えなければ、エイミー様の素そ行こうを大巫女様に報告します。歴史に介かい入にゆうするような行動はさすがの大巫女様も見過ごせないでしょう。エイミー様を神殿に連れ戻すことになるかもしれませんが、よろしいですか？」

　今神殿に連れ戻されたら、未来は変えられない。

　首根っこをつかまれた猫の気分で、たちまちエイミーはうなだれた。

「……大人しくします。だからエセルさんのことを調べてください」

「承しよう知ちしました」

　不満そうにむくれるエイミーに、ブレンダは嫌味っぽくため息をついた。
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「エイミーは、最近アベルと仲良くしているらしいね」

　執しつ務む机づくえで書き物を終えたセドリックがとんでもないことを口にしたので、エイミーは耳を疑った。

「わたしがあいつと仲がいいなんて誤解です！」

「でも、エイミーがアベルに、……つきまとっているって王宮で噂うわさになっているよ」

「違います！　ただわたしとあいつの行動範はん囲いが重なっているだけです！」

　──未来であいつにつきまとわれていたのは、わたしよ！　なんでわたしがつきまとっているなんて誤解されないといけないのよ！

　エイミーがふつふつと込み上げる怒りを抑おさえながら、目の前の苺いちごのケーキに鋭するどくフォークを突き立てた。書類の整理を終えたセドリックは、不思議そうな様子でエイミーの向かいの席に腰こし掛かける。

「もしかして、エイミーはアベルのことが好きなわけじゃないの？」

「大だい嫌きらいです！」

　叫さけんだ瞬間、エイミーははっと口を押さえた。弟を可か愛わいがっているセドリックの前で言う台詞せりふではなかった。セドリックは悲しそうに若草色の瞳ひとみを伏せた。

「アベルは、やんちゃだけど根は純じゆん粋すいな子だよ。たしかに礼れい儀ぎをわきまえていないところもあるけれど、子供のやることだと大目に見てあげてほしい」

　エイミーは何も言えずに黙り込んだ。

「未来のアベルはどんな男の子に成長しているの？」

　セドリックの穏おだやかな眼まな差ざしに逆らえなくて、ぽつぽつと語りだす。

「──優しいお兄さんという感じです。難しい勉強を教えてくれるし、いつも、『エイミーは、世界一可愛い女の子だ』って褒ほめてくれました」

　セドリックがぷっと笑った。

「勉強嫌いで硬こう派はなアベルがそんなことを言うようになるなんて、季節外れの雪でも降りそうだね」

　過去のアベルの性格を知った今、信じられないのはエイミーも同じだった。

　セドリックの笑顔を見ていると、エイミーの脳のう裏りに未来のアベルの記き憶おくが溢あふれてくる。

「わたしが友達と喧けん嘩かをしたときも慰なぐさめてくれて。でも友達が大切なら、わたしも歩み寄らないとだめだって諭さとしてくれました。わたしが初めてクッキーを作ったとき、砂糖とお塩を間違えて、お父様すら音ねを上げるほど塩しお辛からかったのに全部食べてくれて……」

　セドリックはなぜかひどく面めん食くらった顔になる。

「アベルがお菓か子しを食べたの？」

「？　はい。いつも美お味いしいって嬉うれしそうに食べてくれました。会いにくるたびに、手て土産みやげにケーキをくれて、一緒に食べていましたよ」

　たちまちセドリックはふんわりと笑った。

「アベルは将来ちゃんとエイミーを好きになるんだね。安心したよ」

「ち、違います！　アベルはわたしが……」

　聖なる花嫁だから相手にしてくれていた、エイミーを好きだったわけではないとは言えなかった。

　そして国王となったアベルが、氷ひよう雪せつの貴き公こう子しなんて呼ばれるほど冷たい青年に成長したことも。そんな話をしたら、きっとセドリックは心配するだろう。

　いつまでもアベルのことが頭から離れない自分が悔くやしくて、エイミーはその考えを振り払った。エセルとキースの結婚を阻そ止しすれば、もう自分には関係のない話になるのだから、悩むだけ無む駄だだ。

　エイミーは目の前のケーキを頰ほお張ばると、大好きな苺も口に押し込んだ。スポンジに塗ぬられたジャムは、生まれ育った家の味がする。エセルが焼いたケーキに違いない。

「エイミーは未来のアベルをよく知っているんだね」

「……わたしの両親と親交があったらしくて、ものごころついたときにはアベルがそばにいて、遊んでもらっていました」

「そう、微笑ほほえましい話だね」

　どこが微笑ましいのかエイミーにはわからない。ストーカーでキス魔まが結婚相手だなんて最悪なのに。

「ところで、エイミーがこの時代に来た目的はわかったの？」

　ぎくりとした。両親を仲なか違たがいさせることが目的だなんてもちろん話せない。

　答えに困ってあたふたしていると開け放たれた窓から風が吹き、部屋のカーテンが大きく揺れた。執務机の上に置かれていた紙束が風に散る。

「大変！　早く拾わないと！」

「大丈夫だ。エイミー、君は手を出さないで」

　いつもよりややきつい口調に、エイミーは立ち上がるのをやめた。どうやらよほど大切な書類らしい。だがまたも風が吹いて紙が吹き飛ばされる。

「やっぱりわたしも手伝います」

　急いで立ち上がったエイミーは、床に落ちた紙を拾い上げていく。

　セドリックは慌あわてながら、隠かくすように紙を集めた。

　流りゆう麗れいな文字に何気なく視線を這はわせたエイミーは、はっとして紙を凝ぎよう視しした。信じられない気持ちで、頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「ま、まさかこれって、オリス・ルートのデビュー作『わたしの可愛い淑しゆく女じよ』!?」

　セドリックが弾はじかれたように顔を上げた。

「どうして……その名を知っているの？」

「だってわたし、オリス・ルートの小説のファンですから」

「ファンって、……オリス・ルートの本を読んだことがあるの？」

「はい。本が発売されるたびに、父の知り合いが送ってくれるんです。ディセルナティアではオリス・ルートの作品は発売されていませんから」

　セドリックは視線を彷徨さまよわせると、困った様子で首を傾げた。

「そんな作家は、まだいないよ。この時代にはね」

「……もしかして、セドリック殿でん下かがオリス・ルートなんですか？」

「まさか。わたしに文ぶん才さいなどないよ。ただ友人に頼まれて作品に感想を寄せているんだ。オリス・ルートは彼のペンネームなんだけど……それにしても彼が将来作家になるなんて信じられないよ。だって文章は稚ち拙せつだし、構成も素人しろうと丸出しだからね」

「そんなことはありません！　とくにオリス・ルートのデビュー作『わたしの可愛い淑女』はユーモアがあってすばらしいんです。おしゃまな街娘ボニーが主しゆ役やくのお話で、避ひ暑しよにやってきた名門伯はく爵しやく家けの三兄きよう弟だいと恋をするんです。洗せん練れんされた貴族の暮らしが丁てい寧ねいに描びよう写しやされているところや、最後にボニーを見み初そめた優しい次じ兄けいが駆け落ちした長ちよう兄けいの代わりに爵しやく位いを継ついで、ボニーが本物の淑女の仲間入りをするラストは夢があって、神しん殿でんで巫み女こ仲間に見せたら、すっごく評判がよかったんですよ！」

　一番の愛あい読どく書しよで飽あきるほど読み返しているので、エイミーは一気にしゃべった。

「エイミーは、本当にオリス・ルートの作品が好きなんだね」

「はい。大好きです！」

　エイミーの元気な発言にセドリックがはにかむように笑った。

「ねえ、エイミー。よかったら今度オリス・ルートの原げん稿こうを読んで、感想を聞かせてくれない？　わたしよりエイミーのほうが的てき確かくな助言ができそうだ」

「喜んで！」

　セドリックは彼にしては珍しく興奮した様子で、エイミーに紙の束を手渡す。

　大好きな作家の直じき筆ひつの原稿を胸に抱きながら、エイミーは瞳をきらきらさせた。

「オリス・ルート……さんはどんな方なんですか？」

「なんというか、頑がん固こで気き難むずかしくて、社しや交こう性せいのないやつだよ。彼の友人はわたしくらいだ」

「えー、あんなに愛と夢がいっぱい詰まった物語を書けるのに信じられません。それに、間違いなく貴族の出身だって、みんなで噂していたんですよ」

「貴族の出身であることは間違いないよ。ただ彼は、極きよく度どの人見知りなんだ。それに跡取り息子むすこでもあるから、作家になるのは夢物語だってぼやいていたよ。当然、小説のように街娘と恋をして結婚なんて望める立場ではないんだ」

「……貴族の暮らしって、小説みたいに気ままにはいかないんですね」

「『わたしの可愛い淑女』のモデルは、きっとエイミーみたいな女の子なんだろうね」

「まさか。わたしは淑女とは程遠い、ただの田舎いなか娘むすめです」

「そんなことはないよ。エイミーは可愛いから、いつかきっと素敵な淑女になれるよ」

　お世せ辞じに聞こえない響きがあったので、顔を赤くしながらエイミーは話題を変える。

　そのまま好きな本について賑にぎやかに話し込んでいると、廊ろう下かをバタバタと駆ける足音が慌あわただしく響いた。

「兄上！」

　明るい笑顔で飛び込んできたのは、アベルだった。

「アベル、いったいどうしたの？」

　元気いっぱいのアベルが口を開きかけたとき、扉が丁寧に叩たたかれる音がした。アベルが慌てた様子でカーテンの陰かげに隠れるとアンナが姿を見せた。

「セドリック殿下、アベルを見ませんでしたか？」

　笑いをこらえながらセドリックは言った。

「いいえ、わたしは会っていません」

「……失礼しました。まったくあの子は、目を離したら勉強をさぼってすぐにどこかに行くんだから」

　アンナが去ると、カーテンからひょっこり顔を出したアベルは、決まり悪そうにぼやく。

「兄上、ありがとうございます。……まったく母上ときたら、口うるさいんだから」

「実の母を悪く言うなら、もうかばってあげないよ。それよりアベルは何をしに来たの？」

　たちまちアベルの顔がぱっと明るくなる。

「キース先生が、……来週遺い跡せきの発はつ掘くつ現場に連れて行ってくれるそうです。兄上も幻まぼろしの秘宝を一緒に見に行きませんか？」

「それは楽しそうだね。お弁当を持ってピクニックがてら遠出をしようか」

「やった！　兄上と外出できる！」

「エイミーも、たまには息抜きしたいだろう？」

　兄の言葉にたちまちアベルがげっとうめく。

「……その女も連れていく気ですか？」

「もちろんだ。神殿からお預かりした大切な令れい嬢じようなんだから」

「……せっかくキース先生と仲良くさせるために、エセルも誘ったのに」

　無視できない発言に、エイミーはすぐに反応した。

「セドリック殿下、わたしもご一緒します！」

「お前は呼んでない！」

「アベル、以後発言に気をつけないと、遺跡に付き合う話はなしにするよ」

　厳しい兄の声にアベルがうなだれる。

「申し訳ありません、兄上」

　謝りながらもうんざり顔のアベルの姿に、エイミーは勝ち誇ほこったように笑った。
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　真っ青な空の下、かぐわしい花が咲き乱れる華やかな森を馬車が駆け抜ける。

　車内にはセドリックとアベルとキース、向かい側には私服姿のエセルとエイミーが座っていた。

　エセルが馬車の窓を指差して朗ほがらかに笑った。

「まあ、あそこに可愛らしい小鳥がいますよ。ね、アベル様」

「エセルは目がいいうえに、感性も抜ばつ群ぐんだな。キース先生もそう思うだろう？」

「……さようでございますね」

　エセルの隣となりでは相変わらずキースが仏ぶつ頂ちよう面づらで座席に座っている。

　──この態度のどこをどう見たら、お父様がお母様を好きだって思えるわけ？　わたしが邪じや魔まする必要性を感じないくらいだわ。

　少しも進展する気配のない両親の関係にもほっとしつつも、エイミーはなんともいえない気持ちになる。

　やがて一行は遺跡の発掘現場にたどりついた。

　馬車を降りると地面には杭くいが打たれてロープでつながれ、立ち入り禁止の札が立っている。看板の前で、一人の若者が手を振った。

「お、キース、待ちくたびれたよ」

「チェスター、待たせて悪かったな。誘ってくれてありがとう」

「で、連れが家庭教師をしている家の子供か？　たしか男だん爵しやく家けだっけ？」

　アベルが口止めしたのか、どうやら王族を連れてきたことは伏せているらしい。遺跡の管理を任まかされているというチェスターが快かい活かつに笑う。キースも自然体で接していた。

「そうだ。あまり失礼な態度を取らないでくれよ。──皆さん、彼はわたしの大学時代からの友人でチェスターといいます」

　しかしチェスターの興味は、小こ花ばな模も様ようのドレスに身を包つつんだエセルに向けられた。

「そちらの愛らしい女性は、お前の彼女か？」

「馬ば鹿かなことを言うな！　ただの職場の同どう僚りようだ！」

　キースがかっと頰を赤くしながら否定すると、チェスターがからかうように言った。

「それにしてはずいぶん顔が真っ赤だぞ。素す直なおに認めろよ」

「からかうのはよせ。それより早く遺跡に案内してくれ」

　チェスターは豪ごう快かいに笑うと、ロープを跨またいで遺跡の入り口の鍵かぎを開けた。するとアベルが真っ先に内部に駆け込もうとする。

「一番乗りは俺だ！」

「ほお、貴族の生まれにしては、元気な坊ぼつちゃんだね。君が考こう古こ学がく者しやになりたがっている風変わりな教え子か」

「おう！　俺は未来の考古学者だ。将来は世界の果てにある未知の遺跡を発掘して歴史に名を残すんだ！」

　エイミーは驚いた。王族の夢が考古学者だなんて変わっている。

　幼おさないアベルと初めて会ったときもたしかに遺跡に夢中だったが、アベルがそんな大きな野や望ぼうを持っていたなんて知らなかった。

　──意外だったわ。ずっと一緒にいたのにどうしてアベルは教えてくれなかったんだろう？

　エイミーはみるみる気落ちした。

　──きっとわたしを信頼していなかった証しよう拠こね。国王の義ぎ務むで迎える花嫁にそんな個人的な話をする必要なんてないもの……。

「おい、ちんくしゃ女！　どっちが先に奥まで行くか競争しようぜ！」

「悪いけど、そんな子供っぽい遊びには付き合えないわ」

「どうせ足が遅いんだろう？　まあ見るからにとろそうだから当然か」

「とろくて結けつ構こうよ」

　アベルの顔を直ちよく視ししたくなくて、エイミーがつんとそっぽを向くと、アベルは人の悪い笑みを浮かべた。いきなりエイミーの頭から帽ぼう子しを奪うばい取り遺跡の奥へと走りだす。

「ちょっと待ちなさい！　返して！」

　エイミーはドレスの裾すそをからげ、アベルを追いかける。

「アベル、暗い遺跡の中をそんなに急いだら危ないよ！」

　慌てたセドリックも駆けだした。

「やれやれ、子供は元気だな」

　チェスターの苦笑は三人の耳には届かなかった。

　遺跡を駆け抜けたアベルとエイミーは、息切れしながら薄暗い最さい奥おうにたどりつく。

「……あんた、王宮育ちのくせに足が速いわね」

　最後まで追いつけなかったエイミーがぼやくと、額ひたいを流れる汗をぬぐいながらアベルが得とく意い気げに言った。

「当たり前だ。俺を舐なめるなよ。けどまあお前もそこそこ速かったのは認めてやる」

　アベルの上から目線の発言にむっとしながら、取り戻した帽子をかぶり直す。

　──やっぱり嫌いやなやつ！

　呼吸を整えたアベルは、背せ負おった荷物から小型のランタンを取り出すと、手早く火を灯ともし、遺跡内を明るく照らした。

「二人とも、体力がありすぎだよ」

　セドリックも全力で走ってきたのだろう。地面を向いて息を切らしていたが、落ちつくとようやく顔を上げた。

　エイミーたちの目の前には台座が置かれ、古びた剣が飾られている。金とエメラルドの装そう飾しよくが鈍にぶく光っていた。アベルは瞳を輝かせて、嬉き々きとして宝ほう剣けんを眺ながめている。

「これが、ヴィンセント国王が使用していたという宝剣か」

「ヴィンセント国王って？」

「神殿にいたくせに物知らずだな。ディセルナティアの初代国王の名だよ」

　そこでセドリックが生なま意い気きな弟をたしなめる。

「そういうアベルは、ヴィンセント王がどういう国王だったか知っているの？」

「う、それは……」

　やれやれとしかたなくセドリックが語りだす。

「ヴィンセント王は、神より遣つかわされた花嫁とともにこの国の礎いしずえを築いたディセルナティアの初代国王だ。外がい敵てきを打ち払い、国土を平へい定ていした武ぶ勲くんの誉ほまれ高い方でもある。国王に即そく位いしたあとは戦いくさを起こさず国を平和に治めた賢けん君くんとしても知られているんだ」

「さすが兄上は物知りですね！」

「アベル、考古学者になりたいなら、もっと勉強しないとだめだよ」

「わかっています。けど俺は読書が苦手だし、歴史の講こう義ぎなら兄上に聞いたほうが早いですからね。ねえ兄上、もっとヴィンセント国王について話を聞かせてくださいよ」

「しかたないな」

　わくわくとセドリックの説明に聞き入るアベルの瞳は、希望に溢れていた。

「……そんなに夢が大切なら、国王なんかにならずに、旅に出たらよかったのに」

　エイミーの小さな呟つぶやきは、アベルの耳には届かない。

　やがてキースとエセルが近づいてくる気配がした。通路に二人の声が反はん響きようする。

「足元が危ないから、気をつけて」

「キースに言われなくても平気よ。それよりアベル様たちが心配だわ……」

「そんなに過か保ほ護ごにならなくても、もう奥までたどりついていますよ」

「あら、過保護だなんてキースに言われたくないわ。だいたいあなたはいつも……！」

　またも口喧嘩をしている二人にエイミーがあきれていると、いきなりアベルに腕をつかまれた。

「……お前、ちょっとこっちに来い。兄上も隠れて」

　そのまま、エイミーはセドリックと一緒に台座の裏へと押し込まれる。抗こう議ぎしようとすると、アベルに手で口をふさがれた。アベルは素早くランタンの火を吹き消す。

　やがて灯あかりを手にしたキースがエセルを伴ともないやってきた。

「あら、アベル様たちがいないわ。行き止まりなのにおかしいわね」

「もしかしたら、さらにこの先に道があるのかもしれませんね」

　遺跡の奥へと歩きかけたエセルが、小さな石に躓つまずいてよろめく。

「きゃっ！」

「危ない！」

　キースが力強い手でエセルを抱きとめると、地面にランタンが転ころがった。

　狭せまい洞どう窟くつ内ないで二人は抱き合う格かつ好こうになる。二人はそのまま固まったように動けないでいた。息が止まりそうな緊きん張ちよう感かんが空気を通してエイミーたちにも伝わってくる。

　やがて我に返った二人は、ぱっとお互いから目を逸そらし、距離を置いた。

「あ、ありがとう。一応、お礼は言っておくわ」

「いえ、別に、礼などいりません」

　互いに背中を向け合う二人の間に沈ちん黙もくが降りるが、なんだか甘い雰ふん囲い気きを含んでいる気がする。エイミーは今すぐ二人の邪魔をしたくてもがいたが、アベルが解放してくれない。

　キースが気まずそうに咳払いすると、しばらく沈黙してからエセルがぽつんと言った。

「──わたしはいつまで待てばいい？」

　寂さびしげなエセルの声にキースがはっと息をのむ。

「……それは」

　エイミーは黙って耳を澄すましていた。

　──お母様は何を待っているの？　もしかして二人にはわたしの知らない秘密があるの？

　しかしキースはうつむいたまま口を開かないので、エセルがため息をつく。

「……アベル様たちは、入れ違いで出口に向かわれたのかもしれないわね」

「そうですね。一度、入り口に戻りましょう」

　二人の足音が遠ざかると、ようやくアベルはエイミーを解放した。

「ちょっと何するの！」

「お前が二人を邪魔するのを阻止しただけだ」

　アベルは最初からキースたちを二人きりにするつもりでエイミーを焚たきつけたのだ。

「今度ふざけた真ま似ねをしたら許さないから！」

「お前さあ、なんの恨うらみがあってキース先生の恋こい路じを妨ぼう害がいするんだ？　そのこだわりようは、単に俺が気にくわないだけじゃなさそうだな」

「あの二人が結婚したら、困るのよ！」

「なんでお前が困るんだよ？」

　かっとなるあまり、エイミーは感情のままに言い放つ。

「じゃあ、あんたはわたしと結婚したいわけ？」

「なんでキース先生とエセルの仲を取り持ったら、俺とお前が結婚するなんて発はつ想そうが生まれるんだ？」

「うっ！」

　これ以上の失言は避けたい。しかし、セドリックが目を丸くしながら、ぽつんと呟いた。

「……つまり、エイミーの両親って」

　小さな囁きは、エイミーの耳には届かなかった。アベルが威勢よくエイミーを鼻で笑い飛ばしたからである。

「安心しろ、お前みたいなちんくしゃ、死んでも好きにならない。好みじゃないし。それに俺は未来の考古学者だ。恋にうつつを抜かしている暇ひまなんかないね」

　横おう柄へいな口調に腹がたち、エイミーはわめいた。

「でもあんたは将来、興味のない女のために、甘い言葉で恋を囁ささやいて、高価な贈り物攻こう撃げきを十四年も続けたあげく、その女につきまとう変へん質しつ者しやまがいの真似をするのよ！」

「誰が変質者だ！　ふざけたことを言うな！　お前、頭おかしいんじゃないのか？」

「失礼ね！　わたしはいたって正常よ！」

「……二人とも落ちついて」

　セドリックをはさんで互いに一歩も引かない姿勢で睨にらみ合っていると、鋭い声が飛んだ。

「皆さん、こんなところにいらしたのですか。心配したんですよ！」

　ランタンを持ったキースの怒ど鳴なり声ごえが狭い遺跡内を突き抜けた。
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　小川のせせらぎが耳に響く。遺跡を出た一行は、風に散らされた淡あわい花びらが浮かぶ川辺で昼食を摂とることになった。

　エセルが用意した大型のバスケットを開くと、色いろ鮮あざやかなサンドイッチが姿を見せる。トマトとアスパラをはさんだものから、エビやサーモンを盛もり込んだものまで種々様々だ。

　エセルが小皿に料理を取り分け、セドリックとアベルから順番に手渡していく。エイミーには好みを聞いてから料理を選び、最後はキースのために食事を盛った。

　小皿に載のせられているのは父の好物の鳥料理が中心である。

「さすが、エセルはキース先生の好みをわかっているな」

「……い、いえ別に、そのようなことは」

　恥はじらうエセルはまるで恋する少女のようだった。先ほどの遺跡の一件で二人の距離は近づいたように感じられた。エイミーはすかさず横から水を差す。

「あらエセルさんは、キース先生に限らず王宮で働く人の好みを、たいてい把は握あくしているんですよね？」

　それはかつて父から聞かされた、侍じ女じよ時代の責任感の強い母の逸いつ話わだった。

「それがわたしの仕事ですから、当然です」

　やがてバスケットが空からになると、エセルは立ち上がった。

「デザートを用意してまいりますね」

「キース先生も手伝ってやれよ」

「……承しよう知ちしました」

　ぎこちない仕草でエセルに従うキースの背中もまた、恋人のご機き嫌げんを取ろうと焦あせる若者のようだ。このまま二人が仲良くなったら目もあてられない。

　──断だん固こ、阻止するまでよ！

　やがて、小さなバスケットを手にしたキースがエセルと言い合いながら戻ってくる。

「子供の頃のキースのほうが素直だったわ。いじめっ子に靴くつを奪われて屋根に放り投げられたとき、泣きべそをかいていた昔のほうが可愛かったのに」

「あのとき、自分に任せろと屋根によじ登って、転げ落ちそうになった貴女あなたがそれを言いますか？　正直とんでもないお転てん婆ばだとあきれましたよ」

「もう！　……でも結局わたしを助けてくれたのはキースだったわ。買ってもらったばかりの大切な靴に見向きもせずに来てくれた……」

「貴女が怪け我がでもしたら大変だと思ったんです。どれだけ跳はねっ返りでも、その……嫁入り前の大切な身体からだに傷きずでもついたら……」

「そ、そう？　ありがとう」

　エセルが頰を赤らめる横で、なぜかキースは困った顔で頭をかいている。

　だがもう二人のやり取りは、気ごころの知れた恋人同士の痴ち話わ喧げん嘩かにしか見えなかった。アベルがしてやったりという顔をするので、エイミーはむかっとした。

　再び草の上に座ったエセルがバスケットを開く。輪切りのオレンジを乗せたケーキを取り出すと、あたりに爽さわやかな柑かん橘きつ系けいの香りが漂ただよう。ふっくらと焼けたケーキを切り分けてナプキンで包み、それぞれに手渡していく。

　たちまち渋じゆう面めんになるアベルに、エセルが笑顔で言った。

「アベル様にはきちんと別のデザートをご用意してありますよ」

　エセルがバスケットの奥からカップケーキを取り上げて差し出す。

「いつも通り、お砂糖を少なめにして甘さを控ひかえています」

「さすがエセル！」

　エセルの説明に、エイミーはきょとんとした。カップケーキにかぶりつくアベルを見る。

「……あんた、ひょっとして甘いものが嫌いなの？」

「女じゃないんだから、甘ったるいお菓子なんかに興味はない」

　アベルは顔をしかめてはっきりと言った。

「……そうなんだ」

　またも知らされた事実にエイミーは力なく視線を落とす。

　──アベルが本当は甘いものが嫌いだなんて知らなかった。

　未来の世界でエイミーは母に習ってアベルのために何度もお菓子を作った。喜んでくれていると思ったのに、嫌いな物を押しつけていたのだと思うといたたまれなくなる。

　──嫌いなら嫌いって、言ってくれたらよかったのに。

　そこまで無理をするほど、聖なる花嫁が欲しかったのだろうか。

　ぺろりとカップケーキを食べ終え、のんきに草の上に寝そべるアベルを見たくなくて、エイミーはうつむいた。

「エイミー様のお口には合いませんでしたか？」

　エセルに他た人にん行ぎよう儀ぎに呼ばれたことで、ますますエイミーは寂しくなった。

　実の母なのに、見知らぬ誰かを見ている気分にさせられる。この世界で自分が一人ぼっちである現実を突きつけられた思いがした。

　涙で瞳をうるませながら、エイミーはケーキをぱくりと食べる。口いっぱいに広がるオレンジの酸さん味みと溶け合うクリームは、時代が違っても変わらない懐なつかしい母の味がした。たまらなくなったエイミーは草の上にケーキを置いた。

「わたし、向こうのお花畑に行ってくるわ」

　さっと立ち上がって逃げるように背中を向けて駆けだした。

「エイミー、一人で行っては危ないよ」

　セドリックの呼びかけを無視してエイミーはお花畑とは逆の林の奥へと逃げ込んだ。

　──アベルの噓うそつき！

　いつも寂しいとき、悲しいとき、自分はどうしていただろうか。




『エイミー、いつまでも泣いていたら幸福が逃げてしまうよ』




　それは母親と喧嘩して部屋に閉じこもるエイミーに、アベルがかけてくれた言葉だった。

　どうして自分の頭はいつもアベルでいっぱいなのだろうか。

　彼が見せてくれた優しさはすべて噓だったのに。

　林の奥まで走り、木に寄りかかって泣いていると、誰かが背後に近寄る気配がする。

　セドリックだろうかと泣き濡ぬれた顔で振り返ると、なんとアベルが立っていた。

　エイミーが泣いているので戸と惑まどっているようだ。

「ほーんと、女って面めん倒どうくさいよな。わけもなくめそめそするし」

　こんなときまでエイミーを怒らせるアベルの無む神しん経けいさに腹がたった。

「本当に最低なやつ！　こんなときくらい気を遣いなさいよ！」

「お前がいきなりいなくなるから、兄上が心配していたぞ」

「そんなこと、知らない！」

　ぷいっと顔をそむけ、泣きながら震ふるえていると、頰に柔やわらかなものが触ふれた。

　いい匂においのする手しゆ巾きんが涙をぬぐってくれる。
















　驚いて顔を上げるとアベルが背伸びをしながら、ごしごしとエイミーの涙を拭ふいてくれた。不器用な優しさを見せるアベルの前で、子供のように泣く自分が情けなくなり、つい憎にくまれ口ぐちを叩いてしまう。

「痛いわ！　もっと優しくしなさいよ！」

「だったら自分で拭け！」

　手巾を押しつけられ、ぐしゃぐしゃになった顔を隠そうと目め頭がしらに当てると優しい香りがした。

「これ、ラベンダーの匂いがする。お母様が好きなポプリと同じ香り」

　懐かしくなってしみじみと呟くと、アベルが決まり悪そうに言った。

「エセルが毎日用意してくれるんだよ。俺は暇さえあれば外で遊び回っているから、いつでも身ぎれいにできるように持ち歩けって」

　それは何事にもきちんとしている母らしい配はい慮りよだった。

　まるで懐かしい母と大人のアベルに囲まれているような錯さつ覚かくを覚え、エイミーは恥ずかしそうに聞いた。

「……もしかしてあんた、わたしを心配して捜さがしに来てくれたの？」

「お前は兄上の大切な客だからな。兄上に言われてしかたなく来ただけだ」

　自分が聖なる花嫁だから気き遣づかわれているという意味にしか取れなくて、未来の優しい思い出は一瞬で吹き飛んだ。

「最低！」

　エイミーは手巾をアベルの手に押し返すと、ぷいっと背を向けて来た道を戻りだす。

「お、おい……！」

　慌てて追いかけてくるアベルをエイミーはきっと睨みつける。

「ついて来ないで！」

「……帰る方向が同じなんだから、しかたないだろう」

　子供のアベルにまで世話を焼かれる自分がみじめになるが、これまでの失礼極まりない態度と、未来の世界で騙だまされ続けた十四年を思うと素直になどなれるはずもない。「ありがとう」なんて言うと思ったら大間違いだと、意地を張りながらそっぽを向くと、精一杯の厚こう意いを無視されたアベルもむっとした態度を隠そうともせずに口を閉ざす。

　そのまま無言で二人は歩き続けた。

　夕暮れが近づいて空気が冷え始める頃、ようやく川辺が見えてくる。

　すると林の出口でセドリックが待っていた。

「エイミー、無事でよかった。これをあげるよ」

　可か憐れんな菫すみれの花束をエイミーに差し出してくる。エイミーが涙ぐんでいたので、慰めるために摘つんでくれたのだろう。荒すさんだ心がたちまち和なごんだ。

「……きれい。ありがとうございます、セドリック殿下」

　小川のせせらぎを聞きながら歩いていると、キースとエセルの怒鳴り声が耳を貫つらぬいた。

　真っ赤な夕焼けが空を染める下、どうやらまたも言い争いをしているようだ。

「気安く触さわらないでちょうだい。わたしはキースの恋人でもなんでもないんだから！」

「とんだ勘かん違ちがいですね。わたしはただ紳しん士しの務つとめとして上着を貸そうとしただけなのに」

「勘違いで悪かったわね！　昔、いじめられっ子の弱虫だったくせに、何が紳士よ！」

「過去の話を持ち出されては不ふ愉ゆ快かいです。もうわたしは立りつ派ぱな大人ですから！」

「常識のある大人の男性なら、女性に対して礼儀知らずなことは言わないはずよ」

「貴女が言わせたんでしょう！　この調子だと、嫁とつぎ先が思いやられますね」

「そんな心配、キースにされたくないわ！　すでに縁えん談だんがありますから、ご心配なく！」

　一瞬、キースが言葉に詰まる。

「……貴女を妻に望むなんて、どこの物好きですか？」

　すっとエセルの表情が冷めていく。

「相手は貴族よ。あなたとでは一生望めない贅ぜい沢たくな暮らしができる、理想の相手よ！」

　残ざん酷こくなエセルの言葉に、キースは真顔で言い返す。

「……お幸せに」

　傷ついたキースの背中が寂しげで、エイミーは背後に立つアベルを振り返る勇気がなくなった。
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「エセル様は資し産さん家かのレフリス男爵家の次女です。婚約者はエーベルト子し爵しやく家けの令れい息そくで若手実じつ業ぎよう家かとして知られています。男爵令嬢がどうして下働きの侍女として王宮で働いているのかまではわかりませんでした」

「……そう」

　淡たん々たんとしたブレンダの報告を、エイミーは上うわの空そらで聞いていた。母は両親とは折り合いが悪く、疎そ遠えんになっているとしか知らされていなかった。まさか貴族の出身だなんて思いもよらなかったが、なぜ黙っていたのかさえもう興味はなかった。

「どうかなさったのですか？　あれほどエセル様にご執しゆう心しんだったのに」

　エイミーはぽつりと言った。

「エセルさんはね、わたしの未来のお母様なの」

「つまり、エイミー様も貴族のご令嬢なのですか？」

　ゆるゆると首を振った。エイミーのふわふわの金髪が、今は生せい彩さいを欠いている。

「わたしは小さな街で普通の家で育ったわ。──お父様はキース先生よ」

「アベル殿下の家庭教師ですね」

　エイミーはぱっと顔を上げた。

「どうしてお父様を知ってるの？　ブレンダだって王宮に来たばかりでしょう？」

「……エセル様のことを知りたがっていたのは、エイミー様ではありませんか」

「……そうだったわね。調べてくれてありがとう」

「正直申し上げて、一番見込みのないお相手だと思っていたので驚きました」

「お父様は貧びん乏ぼうだから当然ね」

「それもありますが、キース様はレフリス男爵家に仕つかえる庭にわ師しの息子です。奨しよう学がく金きんで王都の大学に入学し首しゆ席せきで卒業した優秀さを認められ、アベル殿下の家庭教師に選ばれた学者の卵ですが、本来なら主家の令嬢を娶めとれる立場ではありませんから」

　父の生せい家かが貧乏なのは知っていた。苦労の末、大学教きよう授じゆにまで登りつめた美び談だんを母から聞かされていたからだ。裕福な結婚を控えていた母が、貧まずしい父に嫁ぐ羽は目めになった理由は明めい白はくだった。

「やっぱりわたしのせいなんだわ。生まれる娘が聖なる花嫁になるってわかったから、お父様たちは無理やり結婚させられたのね」

「……エイミー様」

　動どう揺ようしたブレンダの表情から、エイミーと同じ結論にたどりついていたことがわかる。

「……もう何も信じられない」

　幼いアベルの夢が考古学者だったことも、甘い物が嫌いなのも知らなかった。娘のために望まぬ結婚を強しいられた母と自分の境きよう遇ぐうが重なってしまう。

「……過去なんて、知りたくなかった」

　泣きそうな顔で机に突つっ伏ぷすエイミーに、珍しくブレンダが困っている。

「……もしやエイミー様は、ご両親の仲を引ひき裂さこうとしていたのですか？」

「だってわたしが生まれなければ、聖なる花嫁に選ばれることもないでしょう？」

「それほど、アベル殿下との結婚がお嫌なのですか？」

　エイミーは乱らん暴ぼうに机を叩いた。

「当たり前じゃない！　あんな噓つきの花嫁になんてなりたくないわ！」

「……なぜアベル殿下が噓つきなのです？　とても素直な気き性しようの方に見えますが」

「でも未来では大噓つきになるの！　何も知らないくせにわかったようなことを言わないで！」

「──たしかにわたしには未来のことはわかりません。エイミー様が過去を知らないのと同じように」

「だって、誰も教えてくれなかったもの！　お父様もお母様も、アベルが王族だってことさえ隠していたわ！」

「ですが、エイミー様のご両親は平気であなたを騙すような方なのですか？」

「わたしを大切に育ててくれたのはたしかよ。でもそれだって、わたしが聖なる花嫁になると知っていたからだわ！」

「……エイミー様には語れない何かがあったのでしょう。エイミー様はそれを知るためにこの時代に来る必要があったのだと、わたしは思います。たとえどんな過去でも、この時代で事実と向き合うべきです」

「冗じよう談だんじゃないわ！　もうたくさんよ！」

　椅い子すを引っくり返して立ち上がったエイミーは、部屋から飛び出していく。

「お待ちください、エイミー様！」

　ブレンダの制止を振りきり、エイミーは階段を駆け下りて庭へと出た。

　暗い夜道を抜けると、噴ふん水すいが見えてくる。

　しかし二つの人影が見えたので、はっと息をのんで立ち止まった。

「エセルは相変わらず裁さい縫ほうが上手じようずだな」

「そんなお世辞より、あまり時間外の仕事を持ち込まないでくださいな」

　噴水に腰掛けて白いシャツをつくろうエセルの隣にアベルがいた。縫ぬい針ばりが月灯りに鈍く輝く。

「エセルは、なんでキース先生に心にもないことを言ったんだ？」

「……本心ですわ。わたしはアベル様が考えているような女ではありません。結婚するなら贅沢に暮らしたいのが本音です」

「だけど、エセルは言い寄る男たちから贈り物を受け取ったことはないじゃないか」

「婚約者がいる身で受け取れません」

「……この間まで婚約者がいるなんて言ってなかったのに」

　エセルは答えないまま、無言でシャツを縫い続ける。やがて裁さい縫ほう鋏ばさみでぷちんと糸を切ると丁寧に畳たたんでアベルに手渡した。

「さあ、もう夜も遅いのでお帰りください」

「ありがとう、エセル」

　アベルが大事そうにシャツを抱かかえて走りだす。思わずエイミーは後を追った。

　いくつもの廊下を曲がったアベルは、薄暗い王宮の一角にたどりつくと、断りもなく扉とびらを開けて中へと入っていく。

　足音を殺して近づいたエイミーが扉に耳を押しあてると、声が聞こえてきた。

「キース先生、シャツのほつれ、直してもらったよ」

「アベル様、ありがとうございます。ですが、今後このようなお気遣いは無用です」

　たしかに針仕事の仲ちゆう介かいなんて王族が請うけ負おうことではない。

「このままエセルが他のやつと結婚するのを見過ごすつもり？」

　キースが言葉に困る気配が伝わってくる。やがて穏おだやかにキースは言った。

「……そんなことより早く部屋に戻らないと、女によ官かんが心配しますよ」

「俺の心配をしてくれる女官なんていないって。素そ行こうの悪い王子で有名だからな」

「──アベル様が、兄君に遠えん慮りよなさるお気持ちはわかりますが、もっと自分が王族であることに誇りをお持ちください」

「別に遠慮なんかしていない。この窮きゆう屈くつな王宮を出て、外の世界で暮らすのが俺の夢だからな」

「……お話の続きは、また今度にしましょう。もうお戻りください」

　室内で人の動く気配がした。エイミーは慌てるが、長い廊下に隠れる場所はない。

　そうこうしているうちに、アベルが部屋から出てきて目ざとくエイミーを見つけると、渋面になる。

「こんなところで何をしているんだ？」

「……あんたこそ、まだ二人の仲を取り持とうとするなんて、あきらめが悪いわね」

「また立ち聞きをしていたのか。相変わらず恥はじを知らない女だな」

「わたしはあんたの神経を疑うわ！　エセルさんがあんなことを言ったあとで、まだ二人の橋渡しをするなんて！」

「──ちょっと話があるから来い」

　アベルに連れられ、エイミーは再び庭へと出る。

　低木をむしったアベルは、鞭むちのように枝を振り回しながら言った。

「キース先生とエセルは幼おさな馴な染じみなんだよ」

「そのくらい、知っているわ」

「主席で大学を卒業して王宮に来てから、先生は将来性があって人当たりがいいからもてたんだ。でも、誰も選ばなかった。理由を聞いたら、自分には心に決めた相手がいて、その人以外と一緒になる気はないってさ。きっとエセルが貴族だから、告白する勇気が持てないでいるんだよ。だから俺がなんとかしてやりたいと思ってる」

　アベルの銀の瞳がひどく大人びて見えた。エイミーはその堂々とした姿に負けじと張り合う。

「だけど、エセルさんは贅沢な暮らしがしたいって言ったじゃない」

「あんなの本心なわけがないだろう？　いつも質しつ素そな格好をしているエセルが贅沢が好きなように見えるか？」

　たしかにエイミーの知る母は、父とささいな喧嘩はするが結婚生活に対する不満を口にしたことはない。それでも自分の親のことなのにアベルが知った風な口を利きくので面おも白しろくなかった。言い負かしてやりたくて、エイミーはぞんざいに腕を組んでふんと鼻を鳴らす。

「そうやってあんたはいつでも偉そうなことを言うけど、わたしはあんたの秘密を握にぎっているんだからね！」

「秘密？」

「──あんた、おしりに三つ並んだほくろがあるでしょう？」

「……は？」

「七歳までウサギの縫いぐるみがないと眠れなかったそうね」

「な、それは……！」

「あと床の羽目板の裏に作った穴に、人に見られたくない物を隠しているでしょう？」

「なんでお前がそんなことを知っているんだ！」

　アベルは顔を真っ赤にしている。

　おしりのほくろは、一緒にお風ふ呂ろに入ったときに見たことがあった。ウサギの縫いぐるみの話は、アベルが幼い頃愛用していたものを譲ゆずってくれたときに聞いた。床の羽目板に物を隠す習しゆう慣かんは、エイミーが学校の帰りに買い食いしたのが見つかって叱しかられたとき、自分も幼い頃はたくさん秘密があって、隠し場所があったのだと教えてくれた。

　だが、そんなことは知るよしもないアベルが怖おじ気けづくので、エイミーは得意気に笑った。

「わたしはあんたのことなんてお見通しなのよ。額にある傷きず痕あとのことだって知っているわ」

　するとなぜかアベルはきょとんとなり、たちまち白しらけた顔になる。

「──額に傷痕なんてない」

「噓！」

　アベルが片手で前髪を押し上げてまっさらな皮ひ膚ふをさらしたので、エイミーは驚いてその首を引っ張って凝視した。未来のアベルの額にはたしかにあったのに。

　迷めい惑わくそうに、アベルがエイミーを突き放す。

「わかったぞ。さてはお前、俺のことを兄上に聞いたんだろう？　だから妙みようなことを知っているんだな」

「……そういうわけじゃ」

「まあいい。──とにかくもう二人の邪魔はするなよ」

「どうせもう二人が結ばれる見込みなんてないわ！　エセルさんは別の人と婚約しているんだから！」

「だったらそんな縁談、俺がぶち壊こわしてやる」

　人の悪い笑顔を浮かべると、アベルはエイミーの前から去っていった。

「なんであんなに自信たっぷりなの？」

　エイミーはすっかりあきれた。

　部屋に戻る気になれなくて、エイミーがとぼとぼ庭を歩いていると、先ほどの噴水の前に出た。

　春の朧おぼろ月づきを見上げたエセルが立っている。

　ぼんやりと月を眺めるその表情が、まるで報むくわれない恋でもしているかのように悲しげで近寄れないでいると、エセルが振り返った。

「まあ、エイミー様、このような遅くに出歩いては危険ですよ。部屋までお送りします」

「……いいの。しばらく帰りたくないから。エセルさん、付き合ってくれないかしら」

「わたしも同じですわ。では少しだけ」

　エイミーはおずおずと口を開いた。

「エセルさんはキース先生が嫌いなのよね？」

「ええ、意い気く地じなしは嫌いです。……でも、いつの間にか大人の頼もしい男性になって、アベル様にも慕したわれて、本当にあっという間に変わってしまいましたね……」

　エセルがキースのことを頼もしい大人の男性だと認にん識しきしている事実にエイミーは驚いた。

「じゃ、じゃあ、どうしてキース先生が意気地なしなの？」

　エセルは一瞬顔をうつむけると、静かに語りだす。

「……彼の大学入学が決まったとき、言われたんです。『卒業するまで待っていてほしい』って」

「え？」

　それは間違いなく恋の告白だった。いやプロポーズと呼べるかもしれない。

「でも、大学を卒業しても彼は何も言ってくれなかった」

「だからキース先生は意気地なしなのね」

「昔はいじめられっ子の弱虫で、何度わたしがかばったかわかりません。いじめっ子に破かれたシャツを縫うのはいつもわたしの役目でした。でも知らない間に肩幅もあんなに大きくなって……」

　持ち歩けるように小さくまとめた裁縫道具をエセルが愛いとおしげに指でなでるので、エイミーははっとした。

　──お母様はアベルが持ち込んだシャツがお父様のものだって気がついているんだわ。

　知っていながらつくろっている。その意味を考えると緊張した。

「わたしは、ずっとキースを守っているつもりでした。でもキースはただ暴ぼう力りよくが嫌いなだけで、いじめに屈くつしてなどいなかったんです。力は弱いけど精神面はとても強い人。キースは最初からわたしが守ってやるべき子供ではなかった。それがわかってから、わたしはどうやったらキースの役にたてるかばかり考えていて、気がついたらキースのことで頭がいっぱいで……」

　遺跡の中で両親の間に言葉にできない特別な空気が漂うのを感じた。あれはやはり勘違いではなかったのだ。

「エセルさんは、キース先生に待っていてほしいって言われてなんて答えたの？」

「待ってるわと答えました」

「ちょっと待って！　ならどうして縁談を受けたの？」

　エセルは憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。

「……去年、事情が変わりました。わたしの姉が身分違いの恋をして、駆け落ち同然で商家に嫁いだんです。そうしたら、父から姉の縁談を代わりに受けるように命めいじられました」

「そんな身勝手な命令、受ける義ぎ理りなんてないわ！」

「……父に懇こん願がんされたんです。二人の娘を失うしないたくない。わたしだけでも家に残って、孫まごの顔を見せてくれと」

「エセルさんはそれでいいの？」

「大切に育ててくれた両親を裏切れません。──だからわたしは条件を出したんです。結婚するまで王宮勤づとめをさせてくれたら、縁談を受けてもいいと」

「どうして王宮に？」

「キースが、アベル様の家庭教師になると聞いたので。結婚するまでは彼のそばにいたいと思ったからです」

　そこでエイミーは遺跡の中でエセルとキースが交わした会話を思い出していた。

「それなら、どうしてエセルさんはキース先生に『いつまで待てばいいの？』なんて言ったの？　縁談を受けるつもりなら、そんなこと聞く意味ないわよね？」

　エセルが驚きに目を瞬まばたく。

「聞いていらしたのですか？」

「……別に聞くつもりはなかったんだけど」

　エセルは苦笑した。

「わたしはきっと、姉が羨うらやましかったのでしょうね」

　まさかの返答にエイミーは空色の瞳を見張って息を止めた。

　──お姉さんが羨ましいって、つまりお母様は、駆け落ちしたお姉さんみたいに、お父様が連れ去ってくれるのを待っていたってこと？

「……でも、何も言ってくれないキースに苛いら立だって、顔を合わせるたびに喧嘩をするようになって、どんどん険けん悪あくになりました。まあ、わたしも意地っ張りな性格ですから、キースも心変わりしたのでしょうね。最初から素直に気持ちを聞いていたら、こんな風に傷つけ合うこともなかったのに。あんなに酷ひどいことを言ってしまった今、もうわたしに愛あい想そを尽つかしたでしょうね。今日のことで、キースのことはあきらめがつきましたわ」

　哀かなしげなエセルの言葉に困こん惑わくしながら、エイミーは最後の疑問を口にした。

「エセルさんは男爵令嬢なのに、女官じゃなくて、どうして下働きの侍女になったの？」

　目を伏せたまま、エセルがくすりと笑った。

「キースと一緒になれたら、使用人を雇やとう経済的余裕なんてないだろうと思いました。だから家事を学びたかったんです。馬鹿ですね、わたし……」

　たしかにエセルは未来の世界で完かん璧ぺきに主婦業をこなし、豊かではない家か計けいを切り盛りして、温かな家庭を築いていた。

　母の王宮での努力は父と寄り添うためのものだったと思うと、エイミーまで切なくなった。

　エセルが迷いを振りきるように嘆たん息そくする。

「つまらないお話を聞かせて申し訳ありません。さあ、お部屋へお送りしましょう」

　エセルに連れられて部屋に戻ったエイミーに、ブレンダは何も言わなかった。

　そのまま就しゆう寝しんの準備を終え、ベッドに入ったが眠れるはずもない。

　──アベルの言う通り、お父様とお母様は両想いなの……？

　昔からエセルの性格を知るキースが簡単に心変わりするとは思えなかった。

　エセルもまたすぐにキースを忘れることなどできるはずがない。

　なぜならエイミーは、互いを想い合う両親を見て育ってきたからだ。

　それなら大学を卒業したキースが、なぜすぐにエセルに求婚しないのかわからない。

　アベルが考えるように、キースが自分の出しゆつ自じを気に病やむくらいなら、『卒業するまで待っていてほしい』なんて最初から言わないはずだ。

　まだエイミーの知らない事情が隠されているのだろうか。

　気になってたまらないが、二人の仲を認めたらエイミーを待っているのはアベルとの結婚である。

　──このまま黙っていれば、わたしの未来は変えられる……。

　これ以上深入りするのが怖くて、現実から目をそむけるようにエイミーは瞼を閉じた。
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　薄い紫むらさきの花びらを一枚ずつ、そっと拾い上げていく。

　窓辺に近い風通しのよい場所で乾かん燥そうさせ、匂においを凝ぎよう縮しゆくさせた菫すみれの香りを楽しみながら、小さな瓶びんに詰めてコルクできゅっと栓せんをした。

　それは遺い跡せき見学に行ったとき、セドリックが摘つんでくれた花束から作ったものである。

「これで菫すみれのポプリが作れるわ」

　ポプリ作りは、母から教わった趣味である。

　子供のとき寝つきの悪かったエイミーを安眠させるために、母がよく作ってくれたのだ。その経験から、毎年菫が咲く季節になると、エイミーはアベルにもプレゼントしていた。

　未来のアベルのことを思い出し、エイミーはたちまち落ち込んでしまう。

　──今は何も考えたくない。

　過去に来た目的も両親の関係も、そしてアベルのことも思い出したくなかった。

　暗い気分を忘れるため、わざと陽よう気きに鼻歌をうたいながら瓶に詰めた花びらを眺ながめていると、ブレンダが部屋へと入ってくる。

「エイミー様、お茶にしましょう」

　かぐわしい茶の香りに誘われ、エイミーはぱっと顔を上げた。

「それなら菫の砂さ糖とう漬づけを用意するわ。ブレンダも食べない？　すっごく甘くて美お味いしいのよ」

「ではいただきます」

　ブレンダが優しく目を細めながら、花柄のティーカップをエイミーの前に置いた。

　きっとエイミーが元気を取り戻したので、安あん堵どしているのだろう。

　棚から取り出した菫の砂糖漬けをつまみながら、エイミーは言った。

「ねえ、ブレンダ。近々城下に外出したいのだけど無理かしら？」

「どういったご用がおありなのですか？」

「ポプリを入れる小さな袋が欲しいの。できたら口を縛しばるリボンも選びたいわ」

「では、午後から王都に出かけましょう。ちょうどエイミー様用の春しゆん華か祭さいのためのドレスを、洋品店であつらえるようにと国王陛へい下かに命めいじられたばかりですから」

「もう春華祭の季節なのね」

　春華祭は、春の花を愛めでるお祭りである。王宮の舞ぶ踏とう会かいや大だい聖せい堂どうのミサに参加するためのドレスを新調してもらえると聞き、エイミーの心は一気に華やいだ。

　昼ちゆう餐さんのあとブレンダに付き添そわれ、王都の洋品店に馬車で出かけた。

　エイミーの視界に、初めて見る賑にぎやかな王都の光景が映る。

「ねえブレンダ、ちょっとだけ街を歩いたらだめ？」

「だめでございます。エイミー様は遊びに来たわけではないのですよ」

「……つまんない」

　エイミーはむくれたが、ブレンダはすました顔で座席に腰こし掛かけている。

「そりゃブレンダはずっと王都の華はなやかな神しん殿でんに住んでいるんだから、興味がなくて当然でしょうけどね」

「生あい憎にくですが、わたしは王都に詳しくありません。元々貧しい農村の出身で、幼おさない弟てい妹まいを養やしなうために、神殿に奉ほう公こうに出た身ですから」

「そうなの？」

　苦労したからこそブレンダは大人びているのだと納なつ得とくした。

　将来は巫み女こ長おさの地位に登りつめるくらい、責任感も強いし仕事もできる。

　そんなブレンダからすれば、庶民育ちでも食べるに困ったことのないエイミーは気楽に見えるだろう。ブレンダが自由気ままなエイミーに厳しいのも無理はなかった。

　洋品店の前で馬車が停まると、店の前には色いろ鮮あざやかなドレスが飾られている。

「いらっしゃいませ、お嬢じよう様さま」

　若い女性の店員がにこやかに応対に現れると、ブレンダがすっと前に出た。

「今日は春華祭のためのドレスを、うちのお嬢様用にあつらえたいのです」

「ではすぐに生き地じを見立てましょう」

　女性が店の奥からいくつかの生地を取り出してエイミーの前に広げてみせた。

　たんぽぽを思わせる黄色と爽さわやかな青、クリーム色の生地などにたちまちエイミーの視線が釘くぎづけになる。やがて別の生地を目にして、エイミーは顔を輝かせた。

「この薔ば薇ら色いろの生地がいいわ」

「まあ、お客様はお目が高たこうございます。当店で一番人気の生地ですよ。こちらをお嬢様のお好みの意い匠しように仕立てますね」

　いくつかのデザイン画に目を通し、飾りのレースやリボンを選ぶ。最後に採さい寸すんを終え、ブレンダが支払いを済ませるまで、エイミーは店内のソファで待つことになった。

　背せ筋すじを伸ばして品よく座っていると、ガラス扉とびらの向こうを小柄な少年が走り抜けていく。

「え？　アベル!?」

　驚いたエイミーが凝ぎよう視ししていると、後から走ってきたキースが必死に叫さけんでいる。

「お待ちください。やみくもに走っては危険ですよ！」

　しかしアベルはまったく意に介かいさずに、すばしっこく走っている。

　気になったエイミーはそっと洋品店を抜け出し、すぐさま二人の後を追った。とはいえ、田舎いなか育ちのエイミーは人込みに慣れていない。キースの金髪を目印に、見み失うしなわないように追いかける。

　やがてアベルは雑ざつ貨か屋やの前で止まり、扉に手をかけた。

「キース先生、遅い！」

　荒い息を吐きながら、キースがアベルに追いつく。

「アベル様が速すぎるのです。そんなに急がなくても店は逃げませんよ」

「兄上の誕たん生じよう日びの贈り物なんだ。じっくり見極めたいから、時間が惜おしいんだよ！」

　エイミーは空色の瞳ひとみを瞬しばたたいた。

　──もうすぐ、セドリック殿下の誕生日だなんて知らなかった。

　王宮で春華祭以外の慶けい事じがあるなんて耳にしたこともない。普通王おう太たい子しの誕生日前ならもっと騒さわぐものではないだろうか。

　べったりと窓に張りついて店内の二人を覗のぞいていると、背後から声が聞こえてきた。

「お嬢さん、何かご入り用ですか？」

　中年の大柄な男性がエイミーに不審の目を向けている。どうやら店主らしい。

「ご、ごめんなさい……！」

　エイミーが焦あせっていると、店のガラス扉が開き、キースが顔を出した。

「……そのお嬢さんはわたしの連れです。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません」

　言われるままキースに促うながされ店内に入ると、アベルがげっとうめく。

「またお前か。こんなところで何をしている？」

「わたしは洋品店に用事があって来たの。それよりセドリック殿下のお誕生日が近いって本当？」

　するとアベルは仏ぶつ頂ちよう面づらになって、声を低くした。

「……誕生日のことは、王宮で話題にするなよ」

「なんでよ？」

「……兄上の誕生日は、王妃様の命めい日にちなんだよ。だから公おおやけに祝うことは禁きんじられている」

　そういえば母親は、出産のために命を落としたとセドリックも言っていたが、まさか誕生日その日が母親の命日だなんて思いもよらなかった。

「でも、あんたは祝おうとしているんでしょう？」

「ちょっとしたプレゼントを渡すだけだ。毎年誰も祝う人がいないなんて寂さびしいだろう？」

　本当にアベルの兄を慕したう気持ちはどこまでも真まっ直すぐだ。

　キースのことといい、エセルのことといい、誰かのために一生懸けん命めいなアベルを見るたび、あんなに嫌いやなやつだと思っていたのにどんどん憎にくめなくなってしまう。

「だったら、わたしもプレゼント選びを手伝ってあげる」

「そんな必要はない！」

　わめくアベルを無視して、エイミーは棚に陳ちん列れつされた商品を眺め、朗ほがらかに指差す。

「あ、このレターセット可か愛わいい！　あのくまの縫ぬいぐるみなんかもいいんじゃない？」

「お前の好みで選ぶな！」

　悪あく態たいをついていたアベルが、ふと何かに気がついたように、小こ瓶びんを手に取った。その薄いピンクの液えき体たいの詰まった瓶のラベルを、エイミーも横から覗き込む。

「『恋をかなえる妙みよう薬やく』？　まさかあんた、そんなものを買う気？」

「馬ば鹿かを言うな。こんなインチキ臭くさい商品を誰が信じるか」

　すると横から店員が口をはさむ。

「その妙薬を購こう入にゆうされたお客様は、百パーセント恋を成じよう就じゆされています。内ない緒しよのお話ですが、春華祭を過ごす恋人のために自分の気持ちに正直になる特別な成分が配合されているんですよ」

　エイミーがうろんな目をしていると、扉が開き、背後から声をかけてくる人物がいた。

「──まさかこんなところでお前に会うとはな」
















　振り返ると、紫し紺こんの瞳を冷たく凍こおらせた一人の青年が入り口に立っていた。肩の上で切りそろえた灰色の髪が印象的で、脇わきに薄い冊さつ子しを抱かかえている。どうやら隣となりの本屋で購入したようだ。

「……なぜ王都に？」

　アベルは呆ぼう然ぜんとなっている。

「春華祭のためにきまっている。味み噌そっ滓かすの分ぶん際ざいで、わたしに気安く声をかけるな」

　青年の傲ごう慢まんな口調に、エイミーはむっとした。

「自分から声をかけたんでしょうが！」

　たちまち青年が不ふ愉ゆ快かいそうにエイミーを睨にらむ。

「生なま意い気きな娘だな。お前の連れか？」

「……違います。王宮に滞たい在ざいしている客人です」

「小娘、口の利きき方に気をつけろ」

　そこでキースが険けん悪あくな空気をさえぎるため会話に割って入る。

「サミュエル様、気軽に街に下りられては、お身体からだに障さわりますよ」

「そんな心配、使用人風ふ情ぜいにされたくないね。不愉快な面つらをこれ以上見たくもないから、すぐに消えるさ」

「だったら、黙っていなくなればいいじゃない！」

　強気に言い返すエイミーにサミュエルが眉まゆを跳はねあげて鋭するどく見み据すえてくる。

「お前、名前は？」

「エイミーよ」

「……よく覚えておく」

　それだけ言うと、サミュエルと呼ばれた青年は立ち去っていった。

「何よ、嫌なやつ！」

　エイミーが腹をたてていると、アベルはいつもの憎たらしいほど元気な表情に影を落としている。今の青年の前で自分を押し殺すように黙っていたことを不思議に思っていると、雑貨屋の扉が乱らん暴ぼうに開かれた。

「エイミー様、こんなところにいらしたのですね！　さあ帰りますよ！」

「げっ、ブレンダ！」

　ブレンダが鬼おにのような形ぎよう相そうで、エイミーを無理やり店から連れ出し、待たせていた馬車へと押し込む。そのまま王宮までの帰り道、ブレンダの説教は続いた。

　ようやくブレンダが落ちついたのを見計らい、エイミーは先ほどの嫌味な青年について質問してみる。

「ねえブレンダ、サミュエルって人、知ってる？」

「無む論ろんです。ディセルナティアの第一王子ですから」

「え──!!　あの人王族だったの？　だからあんなに偉そうなのね」

　今しがた、生意気な態度を取ったばかりなので度ど肝ぎもを抜かれる。

「もしかして、サミュエル殿でん下かにお会いになられたのですか？」

「ええ。雑貨屋にいらしていたわ。でもサミュエル殿下が第一王子なら、どうして第二王子のセドリック殿下が王太子に選ばれたの？」

　するとブレンダは深々とため息をついた。

「サミュエル殿下は、お身体が弱いのです。幼いときからずっと療りよう養よう先さきで過ごされているため、セドリック殿下が王太子となられました」

「そうなの？　憎ったらしいくらい元気に見えたわ。あんな人が王子だなんてとてもじゃないけど信じられない。いくら自分がつらい思いをしているからって、人を見下していい理由にはならないでしょう？」

「ご病気の身なのでいろいろ抱えているものがおありなのでしょう。エイミー様、王宮でサミュエル殿下に会っても、くれぐれも無礼な真ま似ねはなさらないでくださいませ」

「言われなくても近づかないわ」

「ならけっこうです」

　そこで会話は途と切ぎれたが、サミュエルの前でアベルが見せた暗い表情が、エイミーは気になっていた。
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　春華祭は、朝のミサから始まった。

　エイミーはブレンダに伴ともなわれ、いつもより二時間早起きして大聖堂に向かった。

　ステンドグラスから斜ななめに陽が差し込み、神しん聖せいな祭さい壇だんを明るく照らしている。

　しばらくすると司し祭さい服ふくをまとった老ろう齢れいの聖職者が壇だん上じように現れ、厳おごそかに口を開いた。

　長い説せつ教きようについ居眠りしそうになっていたエイミーは、ブレンダに小こ突づかれてしまう。

「エイミー様、なんてはしたない！」

「だって、退たい屈くつなんだもの……」

　しょぼしょぼする目を擦こすっていると、横の入り口から誰かが聖堂に入ってきた。

　聖歌の伴ばん奏そう者しやらしい。灰色の髪の青年が黄金のパイプオルガンの前に座る。

　怜れい悧りな横顔を見た瞬間、エイミーは目を丸くした。

　──サミュエル殿下!?

　細い指を鍵けん盤ばんに優ゆう美びに滑すべらせて演奏する姿は、アベルに毒どくを吐いた姿からは想像もできないほど荘そう厳ごんな気配に満ちている。

　参列した貴族たちも、神聖な音ね色いろに聞き惚ほれながら、神へ捧ささげる聖歌を熱ねつ唱しようする。

　エイミーは歌うのも忘れ、ぽかんと演奏に耳を澄すましていた。

　歌が終わり、サミュエルがさっさとオルガンの前から姿を消すと、参列者たちがほうと感かん嘆たんの息を吐く。

「サミュエル殿下は本当にすばらしい演奏者ですね」

「さすがマーガレット王妃様の血を継つぐだけのことはありますな。あの方も音楽の才に恵まれていましたし、お亡なくなりになるまで、大規模なミサでの演奏は亡き王妃様の役目でしたからね。殿下が音楽祭に出場されたら、優勝は確実でしょうな」

　エイミーは、隣に座る紳しん士しの会話を聞いて、思わずブレンダに質問した。

「ねえ、音楽祭って？」

「春華祭の目玉のひとつです。将来有望な音楽家を集めて毎年開かれるもので、一般客の投票で一位を決めます。入賞者には音楽の都シェナブリアへの留学が認められるほどの名めい誉よある祭典です」

「もしかして、サミュエル殿下も音楽祭に参加しに来たの？」

「……殿下はお身体が弱いので参加なさらないでしょう。けれど母親譲ゆずりの才能をお持ちなので、春華祭のミサで毎年一曲だけ演奏を披ひ露ろうされています」

「人は見かけによらないものね」

　あの皮ひ肉にく屋やのサミュエルにも人を感動させる才能があることが意外だった。
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　ミサのあと、エイミーは仕立てたばかりの薔薇色のドレスに袖そでを通した。頭にもおそろいのリボンを巻き、嬉き々きとしてガーデンパーティーに加わる。

　この日のために庭師が徹てつ夜やで樹木を剪せん定ていし、花の手入れをしていた。

　春の可か憐れんな花々に心を弾はずませながら歩いていると、セドリックに声をかけられた。

「エイミー、そのドレス、とても似合っているよ」

「……ありがとうございます、殿下」

「それと、エイミーに読んでもらった原げん稿こうの感想をオリス・ルートに伝えたら、とても喜んでいたよ」

　こっそりと囁ささやかれ、エイミーは頰ほおを染めた。素人しろうとの意見を参考にしてもらうなんて申し訳ない限りなのに。するとそこにセドリックの後ろからひょっこりとアベルが顔を出した。

　エイミーを見て銀の瞳を見開き、人の悪い笑みを浮かべる。

「まあ、着飾れば見られない顔でもないな」

「あんたの感想なんて求めてないわよ！」

　さっと踵きびすを返してアベルの前から去ろうとすると、ふいに誰かとぶつかってしまう。

「きゃっ！」

　驚いて顔を上げた瞬間、あっとなった。

「この間のぶしつけな娘じゃないか」

　サミュエルが立っていた。手に小さなグラスを持ち、傲ごう然ぜんとエイミーを見ている。

「……失礼いたしました、サミュエル殿下」

「ようやくわたしの名を覚えたようだな。まあ一度きりの無礼だから許してやる」

　そのままサミュエルが不愉快そうにアベルに視線を向けた。

「お前は相変わらずセディにくっついているのか。どうせ勉強を怠なまけてくだらない遺跡遊びに夢中になっているんだろ？　いい身分だな」

　趣味を虚こ仮けにされ、さすがのアベルもむっとなる。

　そこでセドリックが優しい顔でサミュエルを気き遣づかった。

「兄上、一度挨あい拶さつに伺うかがったら、体調を崩くずされていると聞きました。王都までの長旅で疲れが出たのだろうと心配していたんです。もう大丈夫なのですか？」

「セディに心配されるほどわたしは弱くないさ」

　サミュエルがふんと鼻を鳴らしながら、弟を親しげに愛あい称しようで呼ぶ。どうやらアベルは嫌きらいなようだが、セドリックとの兄きよう弟だい仲はいいらしい。

「ところで、この生意気な娘はセディの知り合いか？」

「……とある家からお預かりしている令れい嬢じようです」

「貴族の令嬢にしては、知性や品性を欠片かけらも感じない顔をしているな」

　エイミーは言い返したいのを必死にこらえた。アベルの発言もたいがい失礼極まりないが、サミュエルのように人を見下したりしない。

　──あんな素敵な演奏ができる人と同一人物だなんて思えないわ！

　セドリックが若草色の瞳を和なごめて、サミュエルに話しかける。

「ミサでの兄上の演奏はすばらしかったですよ」

「それくらいしか特技がないからな。あのくらい誰でも弾ひけるさ」

「兄上なら音楽祭に出れば、きっと入賞できますよ」

　たちまちサミュエルが不ふ機き嫌げんな顔になる。

「低てい俗ぞくな庶しよ民みんと一緒に、くだらない祭りに出るつもりはない。王族のわたしが出向くような場所でもないだろうに」

　この発言に、庶民代表のエイミーの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「人の心を打つ演奏に王族も庶民も関係ないと思います」

「だからといって、音楽祭になんて興味はない！」

　険悪な空気でいがみ合っていると、騒ぎに気づいた貴族たちが近寄ってくる。

「サミュエル殿下、もしや音楽祭に出場なさるのですか？　今、音楽祭がどうとかおっしゃっているのが聞こえましたが」

「いや、わたしは……」

　多くの貴族に囲まれ、王族らしい紳士的な態度で、サミュエルが否定しようと手を振る。

「大聖堂ではあんなに堂々と演奏なさっていましたし、昔より体調もよろしいご様子。今年は音楽祭に参加できるのではありませんか？」

　すると別の紳士が話の輪に加わった。

「わたしも殿下の演奏をぜひ音楽祭で拝はい聴ちようしたいと思っている一人です」

　異国の訛なまりがある口調に、サミュエルが怪け訝げんな顔で問う。

「あなたは？」

「わたしは音楽祭の主しゆ催さい者しやの一人でローレンスと申します」

「名前は知っています。シェナブリアでその名を轟とどろかす作曲家でしょう？」

「ご存知とは光栄です。大聖堂での演奏を聞き、殿下に音楽祭の目玉として参加をお願いしようと思い、お声をかける機会を窺うかがっていました」

「……そうですか」

「殿下は、亡き王妃様も、音楽祭に出場されたことがあるのをご存知ですか？」

「もちろんです。優勝したけれど、両親に留学を反対されて神殿に入れられた。そこで父上の聖なる花嫁に選ばれたと聞いています」

「王妃様の夢を、殿下が代わりにかなえてさしあげてはどうでしょう？　皆さんも殿下に期待しているようですし、できればこの場で返事をお聞かせください」

　見守っていた貴族たちが期待と興奮に色めきたつ。もはや断れる雰ふん囲い気きではなかった。

　しばらく葛かつ藤とうしたあと、サミュエルは重々しく頷うなずく。

「では、今回だけ……」

「ありがとうございます!!　当日を心より楽しみにしています」

　ローレンスが去ると、貴族たちも朗ろう報ほうに沸わきたちながらそれぞれ散っていく。

　しかし当のサミュエルはひどく苛いら立だった様子で苦々しげに唇くちびるを嚙かんでいた。

「……兄上」

　セドリックがはらはらと心配そうに見守っていると、サミュエルがエイミーを睨んだ。

「お前が余計なことを言ったせいだ……！」

「え？」

　なぜサミュエルが怒るのかエイミーにはわからない。サミュエルは苛立ちを隠かくしきれない様子で手に持っていたグラスを高く掲かかげ、……そしていきなり逆さにした。

　たちまち黒っぽいワインがエイミーの薔薇色のドレスに染みを作っていく。

「何をするんですか！」

「手元が狂くるっただけだ。わたしは身体が弱いからな」

　──どう見ても、わざとじゃない！

　エイミーが勢いのままに言い返そうとするのを、セドリックが止める。

「兄上、彼女はわたしの客人です。謝っていただけませんか？」

「王太子殿下のご命令とあらば従いましょう」

「兄上……」

「もうけっこうです！」

　どこまでも傲慢なサミュエルの態度に我が慢まんできなくなり、エイミーはくるりと背を向けて走り出していた。

　涙をこらえて走っていると、王宮の回かい廊ろうに立つエセルの姿が見える。正せい装そうした男性に話しかけられているので、エイミーは思わず立ち止まって様子を窺った。

「仕事が終わったら、一緒に街に遊びに行こうよ。せっかくの春華祭なんだし」

「ですが、わたしは仕事がありますので……」

「もうすぐ結婚するんだから、いいかげん仕事を辞やめて、花嫁修業でもしてほしいよ」

　エイミーはどきりとした。どうやらあの青年がエセルの婚約者らしい。

「ごめんなさい、クリフ。あともう少しだけ働きたいんです」

「君の望みならしかたないけど」

　クリフはエセルから離れた。すると庭で待っていた彼の友人がやれやれと苦笑する。

「まったく、お前の婚約者は変わっているな。男だん爵しやく令嬢が、下働きだなんてな」

「控ひかえめなところは結婚相手としては理想的だけど、融ゆう通ずうの利かない性格は厄やつ介かいだな。あーあ、気の進まない縁えん談だんだ」

「わがまま言うなよ。子し爵しやく家けの四よん男なん坊ぼうが、格かく下したとはいえ裕福な男爵家の令嬢と結婚して跡を継げるなんて、どれだけ幸運か、わかっているくせに。不満なら俺が変わってやる」

「それだけはお断りだね。男爵家の財産がないと事業を拡かく大だいできないからな」

　二人はその後も軽かる口くちを叩たたきながら庭の向こうへと消えていく。

「何、あれ」

　母を侮ぶ辱じよくされてエイミーが拳こぶしを震ふるわせた。まさかエセルの婚約者があんな男だったなんて。

「あれがエセルの婚約者か。最悪なやつだな」

　背後でその光景を見ていたアベルの舌した打うちが聞こえてぎょっとした。

「ちょ!?　なんであんたがここにいるの？」

「兄上に頼まれて、お前を追いかけてきたんだよ。それより、そのドレス……」

　ワインをかけられたことを思い出し薔薇色のドレスを握にぎりしめてエイミーがうなだれていると、今度は客たちの食べ終えた皿を盆に載のせたエセルが通りかかった。

「まあ、エイミー様、どうなさったのですか？」

　エセルはすぐにエイミーのドレスの染みに気がつき、後ろを通り過ぎようとした同どう僚りようの侍じ女じよに声をかける。

「わたしは少し抜けるから、これ、お願いできないかしら？」

　同僚は一瞬嫌そうな顔をしたが、何も言わずに盆を受け取り廊ろう下かの向こうに消えていく。

「エイミー様、こちらにいらしてください」

　招かれるまま水場へとついていく。手しゆ巾きんを水で濡ぬらしたエセルがドレスの染みをトントンと叩くと汚れが薄くなっていった。

「もう少し乾かせば、パーティーに戻れますよ」

「……忙しいのに、迷惑をかけてごめんなさい」

「エイミー様はお優しいですね。わたしの心配をしてくださるなんて」

　エセルの愛らしい笑顔に、憂ゆう鬱うつだったエイミーの心も温かくなる。

　所しよ在ざいなげにその様子を見守っていたアベルが、何かを思いついたように手を叩いた。

「そういえば、エセルに頼みがあったんだ。リボンが余っていたら、譲ってほしい。兄上への贈り物に飾りたいんだ。雑貨屋の包ほう装そうは安っぽくてさ」

「……申し訳ありません。王太子殿下にお見せできるようなリボンは持っていませんわ」

　あてがはずれて落ち込むアベルに、エイミーは口をはさんだ。

「この間ドレスを新調したときに、たくさんリボンを買ったの。国王様の厚こう意いで買っていただいた品だし、好きなのがあれば持っていきなさいよ」

　もう二度とサミュエルと顔を合わせたくないし、パーティーに戻る気になれなかったので、ちょうどいい気分転てん換かんだった。

「……いいのか？」

「不満？」

　アベルが照れ隠しのように短く答える。

「……助かる」

　エセルに染み抜きの礼を言って別れたエイミーは、自分が使っている部屋へとアベルを案内した。

　ブレンダは不在だったため、自分で化け粧しよう台だいの抽ひき斗だしを開け、数種類のリボンを取り出す。

「どんなのがいいの？」

　チュールからサテンのリボンまでたくさん見せると、アベルが思案する顔になる。

「……全然わからない」

「うーん、殿下への贈り物ってどういう包装なの？　色の組み合わせも大切でしょう？」

「普通の薄い茶色の包み紙だよ。白っぽいような、クリーム色がかったような……」

　アベルの返答が要よう領りようを得ないので、エイミーは肩をすくめた。

「じゃあ、実物を見てから決めましょう」

　エイミーは白っぽい包み紙に映えそうなリボンをいくつか手に取り、アベルに先せん導どうされて部屋を移動した。

　初めて訪れるアベルの部屋は、これが王子の部屋かというくらいカビ臭いにおいが漂ただよっていた。木の棚の上には、遺跡から発はつ掘くつしたのか壺つぼの欠片や、古びた短剣、女神像などが飾られている。

　──本当に遺跡が好きなのね。

　エイミーがもの珍しげに眺めていると、アベルは机の上に置いていた小さな包つつみを手にして戻ってくる。

「殿下に何をプレゼントする気？」

「……ペーパーウェイトだよ。実用品のほうが長く使ってもらえると思ったから」

　照れくさそうなアベルがなんだか可愛らしくて、エイミーは微笑ほほえましくなる。

「わたしが結んであげるわ。あんたよりはうまくできる自信があるの」

　抗こう議ぎの声をあげようとするアベルを無視して、エイミーは包みを取り上げると丁てい寧ねいにリボンを結んでいく。セドリックの瞳にそっくりな若草色のリボンを巻きつけた。

　未来の世界でエイミーはアベルの誕生日がくるたびに、包装用紙からリボンの色まで自分で決めていたので、お手のものだった。

「お前、けっこう器用なんだな」

　初めて褒ほめられ、エイミーはちょっと誇ほこらしい気分になる。

　完成品をアベルに手渡したとき、机の上に置かれている小瓶に気がついた。ピンク色の液体には見覚えがある。

「やだ、これあのインチキ臭い恋の妙薬じゃない。本気で買ったの？」

「お前には関係ない！　プレゼントを置いたらもう帰れ！」

「はいはい、わかったわよ。せっかく手伝ってあげたのに可愛くないんだから」

　やれやれと息を吐くエイミーに、アベルが真ま面じ目めな顔で聞いた。

「……エセルの婚約者があんな男だと知った今でも、まだキース先生との恋を応援する気にならないのか？」

　考えることを拒否していた話題を振られ、エイミーの胸はずきりと痛んだ。

　裕福ではないキースに嫁とつぐ日を夢見て下働きを続けてきたエセルが、いまさらあんな男に惹ひかれるはずがないことはわかっていた。

「わたしだって、エセルさんには幸せになってほしいけど……」

　言葉の続きを口にすることができなくて、声は途切れてしまう。けれど、エイミーの素直な返答にアベルは満足そうに笑った。

「ならいい。あとは俺がなんとかするから任まかせろ」

「あんたのその自信、どこから出てくるの？」

「それより用事は終わったんだから、お前はとっとと部屋に戻れ」

　エイミーがさっさと退たい散さんしようとすると、背後からぼそりと声が聞こえてきた。

「──一応、礼は言っておく」

　照れくさそうなアベルの態度に心が和み、エイミーはいつの間にかサミュエルのことをきれいさっぱり忘れていた。
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　春華祭二日目の夜、ようやく仕事を終えたエセルは疲れはてていた。親友のクラリッサに、付き合い始めたばかりの恋人との逢おう瀬せの時間が欲しいと頼まれたのだ。仕事を代わってあげたのだが、思いのほか終えるのに時間がかかってしまった。ひと段落ついてエプロンをはずしながら使用人の棟へと歩いていると、通路でアベルが待っていた。

「エセル、今夜ちょっと時間をくれない？」

「なんのご用ですか、アベル様」

「いいから付き合ってよ」

「？　……かしこまりました」

　アベルは言い出したらきかない性格なので、しかたなく頷く。

　手を引かれ連れていかれたのは、なんとキースの部屋だった。彼のほうも驚いた顔でエセルとアベルを交互に見ている。

「これは、どういうことでしょうか？」

「アベル様、わたしに話があると言っていたのに、なぜ彼女を……？」

「堅かたいこと言うなよ。せっかくの春華祭なんだから、一杯飲んだら？」

　アベルは戸と惑まどう二人をなだめ、持参したワインボトルの栓を開けようとする。エセルは急いで立ち上がって止めた。

「アベル様、わたしが支し度たくをしますわ」

「いいから、エセルは座っていろよ」

　有う無むを言わせぬ口調に、エセルはしぶしぶキースの向かいに座る。

　──アベル様ったら、またわたしとキースの仲を取り持とうとしているのね。

　キースとまともに顔を合わせるのは、遺跡見物で気まずくなって以来なので緊きん張ちようした。

　けれどキースも視線さえ合わせようとしないので、エセルもふんとそっぽを向いた。

　しばらくすると、アベルは真っ赤なワインで満たされたグラスを二人の前に置く。

　もちろん子供のアベルはジュースである。

「春華祭、おめでとう！」

　アベルがグラスを合わせると、エセルはやけになってひと息にグラスを飲み干した。

　仕事で疲れていたせいだろう、酒の回りが早い。キースも仏頂面でワインを口にしている。

　と、そこでアベルの奇き妙みような視線を感じエセルは首を傾かしげた。

「どうかなさいましたか、アベル様」

「……いや、気分はどうかな、と思って」

「……そういえば、身体がぽかぽかするような」

　いやぽかぽかどころか、身体の芯しんが熱くなっていく。

　瞳をとろんとさせると、キースのほうも熱ねつ心しんにエセルを見つめている。

「二人とももっと飲めよ」

　アベルに急せかされ、エセルはすすめられるままもう一杯あおった。

　すると身体の内側がざわつく。

　──なんだか、変な気分だわ。

「アベル様、申し訳ありませんが、わたしはもう部屋に帰らせてもらいます」

　足元をふらつかせながらエセルが立ち上がると、急いでアベルが言った。

「キース先生、エセルを部屋まで送ってやれよ」

「……わかりました」

　キースに伴われ、エセルは部屋へと戻っていった。

　しかし、使用人部屋へとたどりつく寸前、エセルの記き憶おくは途切れる。




　翌朝、いつもの時間に目を覚ましたエセルは、ひどい頭ず痛つうに襲おそわれた。

　昨夜飲みすぎたせいだろうが、春華祭で忙しい時期に仕事に遅れるわけにもいかない。

　頭を押さえながら起き上がると、自分が一いつ糸しまとわぬ姿であることに気がついた。

「え？」

　ぎょっとした瞬間、隣で誰かが寝返りを打つ。

　朝の光にぼんやりと浮かび上がるのはキースの寝顔だった。

「きゃああ！」

　エセルの悲鳴を聞いてキースも目を覚まし、裸はだかのエセルを見てたちまち赤面する。

「ここは……？」

「わたしの部屋よ！　キースこそ、どうして……？」

　たちまちキースが我を取り戻す。

「どうしてって、昨夜わたしを誘ったのは貴女あなたでしょう」

「はあ？　わたしがそんなことをするわけないでしょう！」

「甘い声で、今夜は一人になりたくないから一緒にいてくれと言ったじゃないですか！」

　エセルのほうも記憶がわずかに甦よみがえり、みるみる顔を赤くする。そういえばそんなことを口にした覚えがある。しかし恥はずかしい行動を取ったのはエセルだけではない。

「キ、キースだって、わたしのこと可愛いとか、唇が可憐だとかさんざん言って、何度もキスしてきたじゃない！　それから……」

「そんな恥知らずな真似はしていません！」

　そのとき扉が丁寧に叩かれる音がする。同僚のクラリッサが声をかけてきた。

「エセル、騒がしいけど、どうしたの？」

「な、なんでもないわ！　すぐに支度をするから先に行ってちょうだい」

「？　わかった」

　クラリッサが去ると、エセルは急いで床に脱ぎ捨てられた侍女の服を身につける。

「これは、その……」

　言葉に困るキースにエセルは激しく苛立つ。金こん輪りん際ざい、キースとは縁えんを切ってやると心に誓ちかった。

「お互い大人だから、このことは忘れましょう。さっさと出ていってちょうだい！」

　エセルは真っ赤な顔で、着替えもそこそこにキースを部屋から追い出した。

　──最悪だわ！

　何がどうなっているのか、わけがわからなかった。
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　音楽祭は、春華祭最終日に行われた。セドリックに誘われ、エイミーは音楽堂に向かう。もちろんアベルも一緒である。

「俺に音楽の良し悪しなんてわからないんだけどな」

　始し終じゆうアベルはぶつくさ言っていたが、セドリックは別のことを気にかけていた。

「サミュエル兄上は大丈夫かな？」

　会場内のボックス席に案内されたエイミーたちが椅い子すに座ると、セドリックが音楽祭の流れを説明してくれる。

「最初は課題曲が演奏されるそうだ。そのあと、それぞれ得意な自由曲を披露するんだけど、そこでサミュエル兄上が何を弾くのか楽しみだよ」

　幾人かの参加者が演奏を終え、最ト後リを飾るサミュエルの番が回ってきた。

　紫紺の瞳は、遠目にも緊張している。エイミーも期待に胸をどきどきさせた。

　やがて鍵けん盤ばんに指を置いたサミュエルはひと息吐くと、流れるような動きで弾き始めた。音楽に詳しくないエイミーでも、サミュエルの演奏が他の参加者とは格かく段だんに技術が違うのがわかる。

　課題曲を終えて、自由曲に入る。

　サミュエルが選んだ「早春の湖」という曲は、ひとつの物語だった。

　優美な雌めすの白鳥が森の奥に隠された湖に舞い降りて身体を休めていると、若い一羽の雄おすが現れて二羽は恋をする。けれど互いに恥ずかしくて目さえ合わせられない。その夜、雌の白鳥が恋しい相手を想って湖を眺めていると、油ゆ断だんした隙すきをつかれ、猟りよう師しに狙ねらわれる。そこへ雄が飛び込みかばって傷きずを負おう。雌は雄のために食事を運び、毎日甲か斐い甲が斐いしく世話をして互いに想いを深めていく。そうして怪け我がから回復した雄は、雌を連れて湖の上から飛び立っていく。

　白鳥が恋に落ちた瞬間の柔やわらかな音色、恋しい相手を想うシーン、銃じゆうで撃うたれた瞬間の痛みさえ激しく再さい現げんする。そして想いが通じ合った二羽が飛び立つ姿を表現した胸に沁しみ入るような穏おだやかな春の旋せん律りつに入る。

　音楽堂を圧あつ倒とうするサミュエルの演奏に、エイミーは次第にのまれていった。──だが。

　異変は演奏の終しゆう盤ばんに起きた。

　鍵盤を滑るサミュエルの指の動きが乱れ、肩で荒い息をつき始めている。

　流りゆう麗れいな演奏を引き裂さくように、ピアノが荒々しく鳴った。

　観客たちが何事かと騒ぐ目の前で、鍵盤に寄りかかるようにして身体を曲げると、サミュエルは床に崩れ落ちた。

　セドリックがさっと立ち上がり席から飛び出すので、エイミーとアベルも後を追った。

　楽屋裏に運ばれたサミュエルのそばには、一人の青年が寄り添っていた。

　手早く小瓶から薬を取り出して、サミュエルに飲ませている。

　荒々しい呼吸を繰り返していたサミュエルは次第に落ちつきを取り戻し、やがてうっすらと目を開いた。

「コンラッド、すまない」

　サミュエルに付き添っているのは、彼の主しゆ治じ医いだとセドリックが教えてくれた。暗い声でコンラッドに詫わびたサミュエルの視線がセドリックに移る。

「……かっこ悪いところを見せてしまったな」

「そんなことはありません。兄上の演奏は誰よりもすばらしかったです」

　いつも強気なサミュエルの弱々しい姿に、エイミーは衝しよう撃げきを受けた。サミュエルの身体が弱いというのは真実だったのだ。人前で二曲続けて演奏できるほどの体力すらないのだ。

　サミュエルは最初からこうなる予感がしていたから、出演を渋しぶっていたのだろう。

　うつろだったサミュエルの瞳がアベルを捉とらえた瞬間、かっと見開かれる。

「なぜお前まで一緒にいる？　目め障ざわりだから、さっさと出て行け！」

「サミュエル様、お身体に障さわります。どうか落ちついて」

　仇きゆう敵てきを見つけたように興奮してまたも息を乱すサミュエルをなだめるため、コンラッドが目でアベルに退席を促うながす。

　顔をうつむけたアベルが無言で従したがうと、エイミーは急いで後を追った。

「サミュエル殿下は、感情的になってあんな言い方をしたのよ。気にすることないわ」

「別に。気にしてなんかいない。嫌われているのはいつものことだからな」

　気楽な口調だったが、アベルは目に見えて落ち込んでいた。実の兄に敵てき意いを向けられて、平気なはずがない。

「ねえ、どうしてサミュエル殿下とあんたはこんなに仲が悪いの？」

　しばらくためらったあと、アベルはぽつりと言った。

「……俺が側そく室しつの子供だからだ」

「でも、王妃様はお亡くなりになっているんだから、国王陛下が他の女性を迎えてもおかしいことじゃないわ」

　アベルが沈ちん黙もくを貫つらぬくので、エイミーはそれ以上何も聞けなくなってしまった。
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　春華祭の翌日、セドリックは誕生日を迎える。

　エイミーは手作りのポプリをプレゼントすることにした。

　仕立屋で購入した生地で小袋を作り、菫の花びらをせっせと詰める。

　セドリックにもらった花をプレゼントするのも妙みような話だが、王宮で厄介になっているエイミーに他にできることはない。

　空色のリボンをきゅっと結んで、夕方、セドリックの部屋を訪れたが、サミュエルに会いにピアノのある部屋に向かったと言われた。待っている時間が惜しくて、セドリックを捜さがしに行くと目的の部屋の扉の横にはアベルがいた。若草色のリボンを結んだ包みを手にしたまま、壁に寄りかかっている。きっとサミュエルのいる部屋には入れないが、早くプレゼントを渡したくて、出てくるのを待っているのだろう。

「セドリック殿下に会いに来たんでしょう？　わたしが呼んであげようか？」

「……俺は後でいい。お前も兄上に会いたいなら、今度にしろ」

「嫌よ。セドリック殿下のお誕生日をわたしだって祝いたいんだから」

　エイミーが扉に手をかけようとすると、室内から低い声が響いた。

「……サミュエル、身体はもう大丈夫なのか？」

「いつもの発ほつ作さが起きただけです。死ぬような病気でないことは父上もご存知でしょう？」

　どうやら国王その人が、サミュエルに会いに来ているらしい。しかし、セドリックの誕生日とは思えないほど、剣けん吞のんとした空気が漂っている。

「ならいい。それにしても、わたしが国こく賓ひんの接待で忙しくしている間に、ずいぶん勝手な真ま似ねをしてくれたものだな。音楽祭に出ることを誰が許可した？」

　父王の叱しつ責せきにサミュエルは何も言い返せずにいるようだ。するとセドリックが懸命に兄をかばおうとする。

「父上、……大聖堂での演奏は許可しているのですから、音楽祭の参加も、大目に見てくださってもいいではありませんか」

「ミサでの演奏はわたしがサミュエルに与えた唯ゆい一いつの王族の義ぎ務むだ。病弱で満足に務つとめも果たせない身で、ふざけた祭りに参加するなど言ごん語ご道どう断だん。王家の恥はじさらしが！」

「父上は兄上に何をお望みなのです？　王族の地位に縛りつけてどうなさりたいのですか？　兄上には才能があるのに、音楽の道に進むのはそんなにいけないことですか？」

　まるで我が事のようにセドリックは怒っている。

　日頃従じゆう順じゆんな息子の反はん撃げきに、国王がますます声を荒らげた。

「お前はわたしに説教するつもりか？　芸術など、どれも暇ひま人じんの道どう楽らくだろうが！」

「セディ、もういい。父上の言うことはもっともだから」

　静かな声にエイミーはサミュエルが気の毒になる。どれだけ性格が悪くても、身体が弱いのは本人のせいではないのに。

「……ねえ、国王陛下はどうして音楽祭に出たくらいで、あんなに殿下を責せめるの？」

　エイミーがひそひそと尋ねると、暗い声でアベルは言った。

「父上は、音楽そのものが好きじゃないんだよ。きっと、亡き王妃様を思い出すからつらいんだろうな」

「そんなの変よ。わたしなら、好きな人が大切にしていたものは、同じように大事にしたいと思うわ」

「誰もがお前のように考えられたら、苦労はしない」

　アベルの言葉にさすがのエイミーも一度部屋に戻って出直そうと、踵を返しかけた。

　だがタイミング悪く、国王が荒々しく扉を開けて部屋から出てくる。その憎々しげな表情から、心底音楽を嫌っているのが伝わってきた。好きな人が大切だったものを憎むなんて、エイミーの常識ではありえないことなので戸惑った。

　──国王陛下は王妃様がお好きじゃなかったのかしら？

　国王は、エイミーたちの姿を見ても顔色ひとつ変えずに去っていく。残されたサミュエルはピアノの前に座ってうつむき、その隣にはセドリックが立っている。エイミーとアベルが扉の外にいるのに気がついていないようだ。

「サミュエル兄上、今回の件は出場を後押ししたわたしにも責任があります。申し訳ありませんでした」

「セディのせいじゃない。出ると決めたのは結局自分だからな。それに音楽祭を無事にやり遂とげれば、少しは自分に自信が持てると思ったんだ……」

　思わぬ本音を知り、エイミーは驚いた。

　嫌いや味みな態度を崩さないサミュエルが、そんな弱音を吐くとは思いもよらなかった。

「そういえば兄上、今日はわたしのためにピアノを弾いてくださるんですよね？」

　どうやらサミュエルは、セドリックの誕生日を祝おうとしていたらしい。

　邪魔をしないようにエイミーがそっと扉から離れようとすると、兄を慰なぐさめるように明るく顔を上げたセドリックに気づかれてしまう。

「……エイミー？」

　鍵盤に視線を落としていたサミュエルも弾はじかれたように顔を上げ、きっと睨んでくる。

「お前、そこで何をしている？」

　その気き迫はくに気け圧おされながら、エイミーはおずおずと言った。

「セドリック殿下の誕生日を祝いたくて……」

「……ピアノの演奏はまた今度にする。セディ、悪いな」

　ため息をついたサミュエルが椅子から立ち上がる。このままではセドリックの誕生日が台無しになると思い、エイミーは勇気を出して顔を上げた。

「あの、わたしもサミュエル殿下の演奏を聞きたいです。みんなで一緒にセドリック殿下の誕生日を祝いませんか？」

「そんな茶番に、誰が付き合うか」

　吐き捨てるようにサミュエルが言うと、セドリックも慌てて口を開く。

「サミュエル兄上、わたしからもお願いします。兄上の演奏を聞かせてください」

　弟の願いは無む下げにできないらしく、サミュエルが不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子でピアノの前に座る。

　エイミーはほっとしながら、扉の横に隠れていたアベルにも声をかけた。

「ほら、あんたも入りなさいよ」

　アベルがエイミーに手を引かれて部屋に入ってくると、サミュエルの顔色が変わった。

「……お前もいたのか。お前にセディの誕生日を祝う資格があると思っているのか？」

　幼いアベルに敵意を剝むき出しにするサミュエルに、エイミーは腹がたった。

「兄弟なのにどうして仲良くできないんですか？　お母様のことでアベルを恨うらむのは筋すじ違ちがいだわ！」

「笑わせてくれる。侍女の分ぶん際ざいで母上から父上の寵ちよう愛あいを奪うばった女の子供を兄弟だなんて思えるか！」

　この言葉に、これまで黙っていたアベルが反応した。

「母上を悪く言わないでください。母上はそんなことをなさる方ではありません！」

「事実だ！　この国の尊とうとい聖なる花嫁の母上は音楽を愛する物静かな方だった。そんな母は、信頼していた侍女に威い厳げんを傷つけられ、死ぬまで苦しみ続けたんだ。わたしが、お前たち親子を恨うらむのは当然だろう！」

　エイミーは驚きのあまり言葉を失うしなった。アベルは言い返すこともできずにうなだれる。おそらくこうやって何度も非ひ難なんされてきたのだろう。

　声を荒らげて興奮したサミュエルが、胸を苦しげに押さえて床に膝ひざをつく。呼吸が荒くなるのを見て、エイミーはあたふたした。どうやらまた発作のようだ。

　エイミーが駆け寄って背中をさすろうとすると、サミュエルに振り払われてしまう。

「わたしに触さわるな、田舎娘！」

　よろけて床に倒れたエイミーを支えながら、セドリックが早口に言う。

「アベル、早く兄上に薬を飲ませるんだ！」

　プレゼントの包みをポケットに押し込んで部屋の奥まで走ったアベルは、急いで窓まど際ぎわに置かれた小瓶から丸がん薬やくを取り出し、サミュエルに近寄った。アベルの手を振り払おうとするサミュエルだが苦しさのあまり抵抗できないようだ。薬を口に押し込まれ次第に発作が治まるも、サミュエルの形相は次第に怒りに満みちていく。

「お前なんかに助けられて、感謝すると思うな……！」

　サミュエルが渾こん身しんの力をこめ、アベルを突き離す。小さな身体は、壁に叩きつけられた。丸い包みが上着のポケットから飛び出し、ベランダにまで転がっていく。息をのむエイミーの前でアベルは痛みに顔をしかめながらもなんとか立ち上がる。しょんぼりした様子でベランダに下りたアベルが包みを手にしようとした瞬間、古びた木の手すりがきしんだ。はっとしたアベルの指に弾かれた包みが、勢いよく空中へと飛び出す。焦って手を伸ばそうとしたアベルの身体も、壊こわれた手すりと一緒に投げ出された。
















「アベル！」

　エイミーは一直線に走り寄り、ベランダの端にぶらさがるアベルの手を引っ張り上げようとした。けれど少女一人の力では助けられない。

　王宮の四階にある部屋から見下ろす地面は果てしなく遠い。

「アベル、手を離すな！」

　セドリックも急いで駆けつけ、さっと膝を折ると、エイミーの隣からアベルを救い上げようとする。

　だがアベルを引き上げようと身を乗り出したエイミーの身体がぐらりと傾いた。

「きゃっ！」

　手すりの壊れたベランダから落ちそうになったエイミーを、セドリックが決けつ死しの表情で部屋へと突き飛ばす。弾みでベランダから落ちるセドリックの身体をエイミーは悪あく夢むのように眺めていた。

　恐おそる恐おそる下を覗くとセドリックが、弟を大切そうにその腕に包んだまま、地面に倒れていた。

「……うそ」

　庭に人が集まるのを見て我に返ったエイミーは、顔色をなくすサミュエルを置いて部屋から飛び出した。





[image: ]






　サミュエルの主治医コンラッドが、寝室に運ばれたアベルとセドリックに応急処置をほどこす。

「アベル殿下のお命は無事ですが、セドリック殿下は背中を強く打ったご様子で、なんとも言えません……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちのコンラッドの説明に、エイミーの顔から血の気が引いた。騒ぎを聞いて駆けつけた国王が厳げん然ぜんと命令する。

「なんとしてもセドリックを助けるんだ！」

　セドリックは面めん会かい謝しや絶ぜつの状態が続き、エイミーは幾日も眠れない夜を過ごした。

　一方、アベルの怪我は命にかかわるものではなかったが、身体に包ほう帯たいが巻かれ、数日間の安あん静せいが言い渡された。だが自分のせいで尊そん敬けいする兄が怪我を負おい、衝撃のあまりアベルは食事も喉のどを通らない様子だ。

　そして事故から六日後、コンラッドの危き惧ぐした事態が起きた。目を覚ましたセドリックは、一いち命めいを取り留めたものの、重い障しよう害がいが残ったのだ。下半身が動かなくなり、一人で立つこともままならなくなって、寝たきりの生活を余よ儀ぎなくされることになった。

　さらに一週間後、セドリックはコンラッドの提案で長期的に療養することが決まった。

　これからはサミュエルが静養していた城で暮らすことになる。

　その夜、エイミーは国王の御ご前ぜんに呼ばれた。

「エイミー、正直に答えてほしい。未来の世界で国王となるのはサミュエルなのか？」

「……え？」

「明日の朝ちよう議ぎでセドリックに代わる新たな王太子を選出することになった。立場が不安定な息子むすこ二人のどちらを王太子に選んでも、貴族たちはもめるだろう。この国のためを思うなら、未来を教えてほしい。君は、未来の世界でサミュエルの聖なる花嫁になるのか？」

「……わたし、は……」

　あまりの重じゆう圧あつに怖くなったエイミーは言葉がうまく出てこない。その怯おびえる姿にエイミーが何かを隠していると悟さとった国王が、なおも言い募つのる。

「次期国王は、サミュエルではないのか？」

「…………」

　王家の未来を左右することなので答えられないでいると、国王が息をのんだ。噓うそのつけないエイミーの態度で察さつしたらしい。

「まさか、アベル……？」

「わたしにはわかりません！」

　エイミーは恐きよう怖ふに顔を引きつらせたまま国王の前から逃げ出した。

　目前に迫ったディセルナティア主しゆ催さいの五ヵ国会議のために、新たな王太子の決定が急がれた。国王の予測通り翌日の朝議は荒れる。

「サミュエル殿下こそ、次期国王になられるお方だ」

「だが、殿下はお身体が弱い。この間、音楽祭で倒れた姿を目もく撃げきした者も多いから、国民も不安に思うぞ。とても国王の義務など果たせないだろう」

「しかし、アベル殿下を王太子に据すえるわけにもいかないだろう？　なんの教育も受けてない上に、側室の子供なのだから」

「元々王位を継ぐ立場にあるのは第一王子のサミュエル殿下だ。順当だろう。無理をなさらなければ、最低限の役割は果たせるはずだ」

　この国で王太子に選ばれる第一の条件は、聖なる花嫁である王妃の血を継ぐことである。話し合いの結果、結局サミュエルが王太子になることが決まった。

　しかし、肝かん心じんの国際会議の挨拶の場で、サミュエルはまたも発作を起こして倒れてしまう。初日の会議を終えた夜、国王本人が沈痛な面おも持もちで末息子の部屋を訪れた。なぜかエイミーも呼ばれたが、緊張のあまり血の気が引く思いだった。

「アベル、お前に大切な話がある」

「……兄上の怪我は俺のせいです。どんな処しよ罰ばつも覚かく悟ごしています」

　険けわしい目でアベルを見据えると、国王は話を切り出した。

「緊急の朝議でお前を仮の王太子に据えることが決まった。あくまで一時的な措そ置ちだが、お前にはこれから王太子教育を受けてもらう」

「なぜ俺なんです？　サミュエル兄上がいるのに……」

　突然の宣言に、アベルが不思議そうに瞳を瞬く。怪我で療養中だったアベルは、サミュエルが会議で倒れたことを知らされていない。

「サミュエルでは王太子の激げき務むに耐たえられないからだ。先ほど、わたしは神しん意いを知りたくて神殿に足を運び、大巫女からすべてを知るのはエイミーしかいないと告げられた。──エイミー、アベルが未来の国王で間違いないね？」

　エイミーはまたも答えられないまま、唇を震わせる。だが沈黙が雄ゆう弁べんな回答となり、国王はあきらめのため息をついた。

　しかし父の言葉にアベルが怪訝な顔になる。

「未来……？」

「アベル、この娘は未来から来たお前の聖なる花嫁だ」

「……は？　こんなときに何をおっしゃっているのですか？」

「聖なる花嫁の意思は神意と同じだ。明日からお前が王太子だ」

　父王が去ったあと、アベルは呆然とした顔でエイミーを見た。

「……お前が未来から来たなんて、冗じよう談だんだろう？　しかも、聖なる花嫁って……」

「わたし、知らない！」

　いっそすべてが冗談だったらどれほど救われただろうか。エイミーはくるりと踵を返すとアベルの前から逃げ出した。




　その日は、朝から雨が降っていた。

　アベルの王太子としての最初の仕事は、ディセルナティア五ヵ国会議の閉へい幕まく式しきだった。各国の重じゆう鎮ちんにたどたどしく挨拶するアベルを、エイミーは大広間の端から静かに見守っていた。

　──本当にこんな形でアベルが国王になるの？

　王族の自覚に乏とぼしく考こう古こ学がく者しやを夢見てきたアベルが、いきなり王太子だなんて受け入れられるはずもない。本人も場の空気に怖おじ気けづいた様子で、父王の命じるままに動くだけだ。

　凍りついた顔で式に臨りん席せきするアベルのそばで、聞こえよがしに貴族たちが囁きを交わす。

「セドリック殿下ほど王太子にふさわしい方はいなかったのに、なぜこんなことに……」

「アベル殿下は、ろくに礼れい儀ぎ作さ法ほうも身についていないじゃないか。あの調子で王太子など務まるものか。アベル殿下の年齢のときのセドリック殿下の優秀さには遠く及ばない」

「アンナ様の差し金じゃないのか？　息子が将来国王になれば、立場は安あん泰たいだからな。まあ侍女の息子の才能などたかが知れている。比べるのは酷こくだ」

　嘲ちよう笑しよう交じりの貴族の会話にアベルは反論ひとつせず、急ごしらえの丈たけの大きな青い衣装に身を包んでいる。サミュエルに母を批判されたときはかばっていたのに、痛みに耐えるようにうなだれていた。その顔にいつもの元気な笑顔が戻ることは一度もない。

　放っておけなくなったエイミーは、昼餐のために退席したアベルの背中を追いかけた。けれどアベルの足が、昼餐の間ではなく一人になれる場所を探しているように見えたので、おずおずと声をかける。

「……ねえ、大丈夫？」

　すると、奇妙な間を開けて振り返ったアベルは、エイミーを見るなりぎゅっと拳を握り、次の瞬間、敵意をみなぎらせた瞳で睨んでくる。

「お前……！」

　なぜかアベルは激しく怒っていた。いつもエイミーを邪じや険けんにする態度とは別べつ種しゆの鋭い視線に怯ひるんでいると、アベルを呼びにアンナがやってくる。

「アベル、早く昼餐を終えなさい。夕方まで予定が控えていますよ」

　貴族たちの批判の矢や面おもてに立たされているアンナの表情には、疲労の色が滲にじみでていた。母親らしい毅き然ぜんとした態度を取りながらも、慣れない生活に心を閉ざしたように沈み込む息子の扱あつかいを持て余しているのがわかる。

　再び瞳を曇くもらせたアベルが無言で母に従うのを見届けたエイミーは、小こ雨さめの降るなか、とぼとぼと部屋へと帰ろうとした。だが物悲しいピアノの音色が聞こえてきて引き寄せられるように階段を上ると、ピアノの音が響く部屋を覗いた。サミュエルが悲ひ哀あいの漂う表情で、鍵盤に指を走らせている。

　会議の場で倒れたあと、熱を出して寝込んでいると聞いていたが、もう大丈夫のようだ。

　だが暗い音色は、エイミーの心に重く響いた。エイミーの視線に気づいたサミュエルが、指の動きを止める。

「何をしている？」

「いえ、その寂しいけれど美しい音色だったので……」

「田舎娘に音楽の良よし悪あしがわかるのか？」

「わかりませんけど、殿下の演奏は人を惹きつける力があります」

　エイミーの賛さん辞じにサミュエルが憂鬱そうに顔をうつむける。

「寝てばかりだと、何もすることがないからな」

　短いやり取りだが、サミュエルとまともに会話できたのは、これが初めてだった。

　──そうか、アベルがそばにいないから大人しいのね。

　ためらいながらエイミーは尋たずねた。

「……サミュエル殿下は、これからどうなさるおつもりですか？」

「さあな。わたしは王家の庇ひ護ごがないと暮らしていくこともままならない身だ。長男なのに王太子にもなれない役立たずだし、音楽という道楽に生きるしかないだろうな」

　自じ虐ぎやく的てきに笑うサミュエルの目は暗く淀よどんでいた。

　そのままサミュエルは、気分を変えるように軽快な曲を弾き始める。

　子犬がじゃれあうような可愛いメロディが、エイミーの心に染みていく。

「……この曲は、セディが好きだったから」

　暗い表情から、サミュエルもセドリックの怪我に責任を感じているのがわかる。

「サミュエル殿下は、セドリック殿下が好きなのね」

「血を分けた弟を嫌えるはずもないだろう？」

　アベルは違うのだとその口調が言っている。

　──アベルの味方は一人もいないのね。

　落ち込んだまま部屋を後にするエイミーを、引き止める人物がいた。

「エイミー様、お会いできてよかった」

　エセルだった。そのいつもの変わらない優しい笑顔を見て泣きたくなる。ほんの数日前まで、エセルとキースのことでアベルと張り合っていた時間が噓のように懐なつかしかった。

「エセルさん、どうしたの？」

　エイミーが無理に笑うと、エプロンのポケットからエセルは丸い何かを取り出した。ぼろぼろになった包み紙には上等な若草色のリボンが結ばれている。

「……事故の現場に落ちていたので、アベル様のではないかと思いまして。よかったら、エイミー様から渡していただけませんか？」

「……わかったわ」

　エイミーは包みを受け取り解ほどけかけたリボンをはずした。包装をはがすと美しい水すい晶しようのペーパーウェイトが姿を見せる。濁にごりのない輝きは、無む邪じや気きにセドリックを慕したっていた元気な頃のアベルの心と同じように透き通っていて、エイミーは悲しいほど切なくなる。

　どうしたら、以前のような笑顔がアベルに戻るだろうかと必死に考えた。

　ふいに昔、学校で失敗をして落ち込むエイミーに、アベルが言った言葉を思い出す。




『エイミー、悲しいときに美味しいお菓か子しを食べると元気が出るんだよ』




　だがアベルは甘いものが嫌いなのだから、どうしようもない。

　──だけど……そういえば、お母様の作ったお菓子は食べていたっけ。

　他に、自分にできそうなことが思いつかなかった。

　エイミーは別れたばかりのエセルを追って声をかけた。

「エセルさん、お願いがあるの。アベルが好きそうなお菓子の作り方を教えてくれない？」

　たちまちエセルの顔が綻ほころんだ。

「はい、喜んで」

　昼下がり、厨ちゆう房ぼうで働く使用人たちが休きゆう憩けいに入っている間に、エイミーはエセルにアベルの好みのお菓子の作り方を習うことになった。

「エイミー様は、お菓子作りに慣れていらっしゃるのですね。手て際ぎわがいいですわ」

「……わたしのお母様が、上手じようずだったから、教えてもらったの」

　材料を器用にかき混ぜながら、エイミーは答える。

　混ぜ合わせた生地を鉄板の上に絞しぼり出して砕くだいたアーモンドを載せ、オーブンに入れる。

　しばらくすると香ばしい匂いが厨房に広がった。アベルのために考えたというシュークリームの生地が、キツネ色に焼けていく。

　生地に切り込みを入れ、砂糖を控えたカスタードクリームを詰めた。

「よし、できた！」

「アベル様に喜んでいただけるといいですね」

「べ、別にそういうつもりじゃ……。それよりエセルさんこそ、キース先生とはどうなったの？」

　するとなぜか、エセルはかっとなる。

「あ、あんな人、知りません！」

　どうやらエイミーの知らない間に二人には決定的な溝みぞが生まれてしまったようだ。

　自分の望んだ未来に向かっているのに、少しも嬉うれしくない。迷いを振り切るように礼を告げ、エセルが用意した白い小さな箱にお菓子を入れるとアベルのもとへと急ぐ。

　雨の中、式典を終えて会場から出てきたアベルに声をかけた。

「待って！」

　エイミーの呼び声にアベルは裏庭で立ち止まる。エイミーを振り返った瞬間、銀の瞳にはまたも激げき情じようが渦うず巻まく。十歳の少年とは思えない冷ややかな視線は昼間以上に苛か烈れつで、エイミーはなぜアベルが自分にこんなにも敵意を向けるのかがわからなかった。

　アベルは、心底不愉快そうに目を細めた。

「お前、何をしにきた？」

「……その、エセルさんに頼まれたの。これを渡してほしいって」

　エイミーがおずおずとペーパーウェイトを差し出すと、事故の衝撃が甦ったようにアベルの肩が震えた。

「こんなもの、見たくもない！」

　アベルはエイミーの手から乱暴にペーパーウェイトを払はらい飛ばす。水晶のペーパーウェイトが地面を転ころがるのを見向きもせずにアベルは激しい目で、エイミーを見据えた。

「──お前が未来から来たって話、本当だったんだな」

「なんで今そんなことを……？」

　するとアベルは片手で前髪をかき分け、額ひたいをエイミーにさらした。前に見たときはまっさらだった肌に生々しい傷があり、エイミーははっとなる。それは未来で見慣れたアベルの傷きず痕あとと同じ場所にあった。

「以前、お前は言ったよな。俺の額には傷痕があるはずだと。今け朝さ包帯が取れてこの傷を見てすべてわかったんだ。お前、未来の俺に会ったことがあるんだな」

「……ええ。わたしの知るアベルはとうに二は十た歳ちを過ぎた立派な大人よ。そうお話ししたら、セドリック殿下はたいそう驚かれていたわ」

　アベルはこぼれんばかりに銀の瞳を見開いた。

「ちょっと待て。じゃあ、俺が未来の国王だと兄上に教えたのはお前なのか？」

「……黙っていて、ごめんなさい」

　たちまちアベルはかっとなる。

「本当に最悪な女だ。よくも兄上にそんな残ざん酷こくな話ができたな！」

「え？」

「俺が将来国王になるってことは、兄上の身に不ふ測そくの事じ態たいが起きて国を継げなくなるってことだ。最悪、死ぬ運命にあると告つげたのも同じじゃないか！」

「……あ」

　アベルに指摘され、エイミーは自分の考えの浅さを痛つう感かんする。たしかに、セドリックが国王になれない事情があるとしたら、真っ先に浮かぶのは死である。

「俺がこんな傷の残るような怪我を負うって知っていたくせに、どうして事故を防げなかったんだ？　俺をかばわなければ、兄上は無事だったはずなのに！」

「待って。ち、違うの、未来から来たといっても、わたしは本当に何も知らないの。王宮の噂うわさも届かない小さな街で育ったし、アベルが国王になったこと以外、王家のことなんて知らなかったの！」

「兄上の命がかかった瀬せ戸と際ぎわで、知らないですまされるか！」

　ようやくアベルが怒っている理由が明らかになり、エイミーは言い返すことができずにうなだれた。

「……ごめんなさい」

「謝ってすむ問題じゃない！　元気な兄上を返せ！　返せよ！」

　エイミーの胸むな倉ぐらをつかんでアベルは絶ぜつ叫きようする。エイミーは成なす術すべもなくされるがままになっていた。

　やがてアベルは蔑さげすむような視線でエイミーを突き放し、吐き捨てるように言った。

「──俺は、お前を一生許さない」

　アベルはさっと踵を返して立ち去っていく。

　エイミーはうつむきながら、ペーパーウェイトを拾い上げて胸に抱くと、渡しそびれた白い箱を手にさげ、とぼとぼと自室への道を歩いた。

　部屋に戻ると、ブレンダが待っていた。霧きり雨さめでしっとりと濡れたエイミーが居間の中央でわっと泣き崩れたのでひどく驚く。

「どうかなさったのですか？」

「わたし、アベルに嫌われちゃった」

「……エイミー様？」

「わたし、本当に役立たずだわ。──アベルのこと、何も知らなかった！」

　あんなに憎まれていたとも知らずに、十四年間もアベルに甘えていた鈍どん感かんな自分がひたすら恥ずかしい。そして今すぐアベルの前から消えたくなった。
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　日が暮れてすぐ、エイミーは手荷物を簡単にまとめた。書き置きを残し、ブレンダがいなくなった隙を狙って部屋を出た。

　自分はもうアベルに合わせる顔がない。

　けれど何よりエイミーを苦しめたのは……。

　──わたしが過去に来た目的って、セドリック殿下を救うことだったんだわ。

　エイミーが現実から逃げなければ、アベルの言う通りセドリックの身に何かが起きることくらい予見できたはずだ。ブレンダに過去と向き合えと言われた時点で考えていれば、セドリックは無事だったはずだし、幼いアベルが残酷な現実を背せ負おうこともなかった。

　目的を果たせなかった以上、自分はもう元の時代には帰れないだろう。行くあてなどなかったが、いつアベルと顔を合わせるかわからない王宮で暮らし続けることなどできない。

　自分の犯おかした罪つみから目をそむけるように廊下を急ぐと、王宮に荷物を運ぶのに使われる馬車が目に入った。

　あの荷馬車に乗れば、外に出られるだろう。周囲に人がいないのを見計らい、馬車によじのぼって大おお樽だるの陰に身を隠した。

　しばらくすると人の戻ってくる気配がして馬車が動きだす。

　王宮の通用門をくぐった馬車は、夜の王都を駆け抜ける。やがてじゃり道を馬車が走りだすと、荷台は大きく揺れた。

「うっ」

　不気味な声は、突然エイミーの耳に飛び込んできた。

　車輪が跳ねるたび、「ぐっ」、「げっ」と潰つぶれた蛙かえるの鳴き声に似たうめきが聞こえてくる。

　どこから聞こえてくるのかと見渡し、立ち上がって大樽を覗き込んだエイミーは、ぎょっとした。

「アベル！」

　樽の底に埋うもれるようにして、アベルがいた。

「あんた、何をやっているの？」

　あれほど合わせる顔がないと嘆なげいていたのに、いきなり再会するとは思わなかった。驚きすぎて、気がつくといつもの調子に戻っていた。

　だがエイミーが助け起こそうと手を伸ばしても、振り払われてしまう。

「意地を張っている場合じゃないでしょう！」

　エイミーが怒ど鳴なると、アベルはしぶしぶ手を差し出してくる。樽の底から這はい出たアベルは、ぶつけた頭をさすりながら決まり悪そうな顔をしていた。

「あんたまさか家出するつもりだったの？」

「お前には関係ない」

「でも、あんたがいなくなったらみんなが心配するでしょう？」

「俺のことを本気で心配してくれる人なんて誰もいない！　兄上だけが味方だったのに」

「もしかして、セドリック殿下に会いに行くつもりなの？」

「お前なんかに、誰が教えるか！　お前の顔なんて見たくもない！」

　アベルに凄すごまれたエイミーがうつむく。すると急に馬車が止まった。

「このいたずらっ子が！　勝手に人の馬車に乗り込むとは、どこの子供だ？　警備の兵士に突き出してやる！」

　御ぎよ者しやがすごい剣けん幕まくで叫ぶ。エイミーとアベルは慌てて馬車から飛び降り、月明かりのない夜道をがむしゃらに突っ走った。

　笛の音ねのような低いふくろうの鳴き声が響く林に駆け込み、二人は荒い息をつく。

「お前が騒ぐから見つかったんだぞ！　黙っていたら遠くに行けたのに！」

「……それより、ここどこ？」

「知るか！」

　アベルはぶつくさ言いながら、背負っていた鞄かばんから小型のランタンを取り出すと火を灯ともし、地面に座り込んで携けい帯たい食しよくを口にし始める。どうやら長旅になることを想定して、しっかりと準備をしていたようだ。考えなしのエイミーとは大違いである。食べ物を頰ほお張ばるアベルを見たエイミーのお腹なかがぐうと情けなく鳴った。

　アベルはずっと無む視ししていたが、何度も音が響くのでため息をついた。

「……食え」

「ありがとう」

　エイミーはなんとも情けない気持ちで、携帯食を受け取った。

　食べ終えると、気まずい沈黙が流れる。

「ねえ、家出するほど王太子になるのは、嫌なの？」

「俺がいなければ、腹違いの弟に王太子の地位を奪われたなんて、兄上たちに不名誉な噂が流れることもないだろう？」

「じゃあ、考古学者になって世界を冒険する夢をかなえるの？」

「……その夢はもう終わりだ」

「どうして？」

「兄上から自由を奪ったのに、俺だけ好きな道を選べるか！」

　エイミーは、ますます落ち込んだ。

　──わたしはアベルから尊敬するお兄さんだけでなく、夢まで奪ってしまったのね。

　アベルは無言で用意していた夜具にさっさとくるまり、背中を向けて眠る体勢に入る。その王子らしからぬ手際の良さから野宿が初めてではないとわかった。きっと冒険に備えて、練習したのだろう。自分はどうしようかと思案していると、急に虫の声がやんだ。

　草木をかき分けて何かが近づいてくる。

　低いうなり声が聞こえた瞬間、アベルは跳ね起き、エイミーは身をすくませた。

　低木の間から二頭のオオカミが姿を見せる。

「ひっ！」

　怯えるエイミーの横で素早く短たん刀とうから鞘さやを払ったアベルが、刃やいばをかまえながら叫んだ。

「お前は下がっていろ」

　けれど恐怖のあまり足が震えて思うように動けない。牙きばをむき出しにした一匹がアベルに襲いかかってくるが、短剣で脇わき腹ばらを切り裂さかれて倒れる。

　もう一匹がエイミーに狙いを定めたとき、銃じゆう声せいが耳を貫いた。

「お嬢さん、離れて！」

　猟りよう銃じゆうをかまえた男が発はつ砲ぽうすると、弾たまが頭とう部ぶを貫通し、オオカミはその場で息いき絶たえた。

「エイミー様！」

　悲鳴のように名前を呼ばれて振り返ると、取り乱したブレンダがドレスをたくしあげながら急いで駆け寄ってくる。

「エイミー様、お怪我はございませんか？」

「アベルが守ってくれたから平気よ。それよりブレンダはどうしてここに？」

「姿を消したエイミー様を捜していたら、出入りの商人がこの辺で子供二人に逃げられたと知らせにきたのです。ご無事でよかった！」

「……ごめんなさい」

　ブレンダの視線が、短剣の刃先をぬぐっていたアベルへと向く。

「アベル殿下もご無事で何よりです」

「……言っておくが、俺は王宮に戻るつもりはないからな」

　むっつりと口を閉ざし、てこでも動こうとしないアベルに、ブレンダがため息をつく。

「では、今夜は別の場所にお連れします。そこで今後のことを改めてお考えください」

「俺をどこに連れていく気だ？」

「──神殿です。お二人は大巫女様にお会いすべきです」
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　夜の来らい訪ほうにもかかわらず、神殿はアベルとエイミーを温かく迎えてくれた。

　ブレンダの取り計らいで、大巫女の住まう奥の棟へと案内される。

「王太子殿下、よくぞ参られました」

　大巫女の言葉に、アベルが殺さつ気き立つ。きっと王太子と呼ばれることが嫌なのだろう。

「兄上を見殺しにしようとした神殿の関係者が俺になんの話だ？」

「殿下は勘かん違ちがいをなさっています。セドリック殿下の運命は、生まれたときから定められていたことなのです」

「じゃあ、兄上はなんのために生まれてきたんだ？」

「……殿下もまた、果たすべき使命を背負っておられたのです」

「兄上の使命って、捨て身で俺を救うってことか？」

「殿下が国を継がれる運命ではないのなら、そういうことになるかもしれません」

「兄上に何かが起きるってわかっていながら黙っていたんだから、お前たちも同どう罪ざいだ！」

　すると大巫女は神しん秘ぴ的てきな瞳をすっと細めた。

「──セドリック殿下は、すべてを承しよう知ちの上で、ご自分の運命を受け入れましたよ」

「え？」

「殿下は、アベル殿下には王太子の地位は重すぎる、未来を変えられないのかとお尋ねになりました。──ですが、未来とはこの世界が生まれたときから、定まっているもの。経過に違いが生しようじても、結果は同じです。だから、運命を変えることなどできないとお答えしました」

「未来を変えられないから、兄上は俺に何も教えてくれなかったのか？」

「聖なる花嫁であるエイミーが、十四年もの間何も知らされずに過ごしてきたのは、事実を知る周りの人間の配はい慮りよによるものでしょう。未来を変えることなどできないのに、教えるのは酷こくですから」

「……お父様もお母様も、わたしのために黙っていてくれたのね」

　哀かなしげなエイミーの呟つぶやきに、いたたまれなくなったアベルは、その場から逃げ出した。

　慌てて後を追いかけようとするエイミーをブレンダが引き止める。

「放してちょうだい、ブレンダ。わたしアベルと話がしたいの！」

「わかっています。ですから、これをお持ちになってください」

　ブレンダが差し出したのは、王宮に置いてきたはずの白い箱と重みのある包みだった。

　ずっしりとした感触に、エイミーはそれが何だかわかる。

「ありがとう、ブレンダ」

　エイミーは箱を手にさげて包みを胸に抱きながら、アベルを捜した。

　暗い神殿を奥へと急ぐ足取りに迷いがないのは、アベルがどこにいるか見当がついているからだ。やはりと言うべきか、古い遺跡の前にアベルは立っていた。

　夜空にいつの間にか三日月が浮かんでいる。

　崩れかかった球形の遺跡の前でうつむくアベルに、エイミーは恐る恐る声をかけた。

「……アベル」

「俺を罵ののしりに来たのか？」

「なぜ、わたしがそんなことをすると思うの？」

「だって、兄上が事故に遭あったのは俺のせいなのに、無関係なお前を責めた。ただの八つ当たりだって、本当はわかってた……」

「でも、最初にわたしがセドリック殿下に未来のことを教えたのは事実だもの。殿下を苦しめてしまったわ」

　たちまちアベルは拳をぎゅっと握った。

「責めてくれたほうが楽なのに！　どうして俺をなじらないんだよ！」

「……わたしに誰かを責める資格があるなんて思ってないわ」

　自分だって卑ひ怯きようにもアベルを傷つけた現実から逃げようとしたのだから。

　エイミーの言葉にますますアベルは打ちのめされる。

「兄上は、いつも自分のことは二の次で、真面目にディセルナティアの将来を憂うれいていた。立りつ派ぱな方だったのに、どうして俺なんかの身代わりになったんだよ！」

「あれは不幸な事故だったのよ……」

「そんなのきれいごとだ！」

　エイミーは白い箱を持ち上げて、微び笑しようしながら揺すった。

「わたしが作ったお菓子よ。一緒に食べましょう」

「俺は甘い物が嫌いだって知っているだろう！」

「エセルさんに教えてもらったの。甘さを控えてあるから、あんたも食べられると思うわ。──ねえアベル、悲しいときに甘い物を食べると、元気が出るのよ」

　アベルは黙ったまま、遺跡の台座に腰掛けた。

　隣に座ったエイミーは、箱を開いてシュークリームを取り出す。

　ふんわりと膨ふくらんだシュー生地には香ばしく焼けたアーモンドが練り込まれ、切り口から苺いちごと生クリーム、そしてカスタードがはみ出している。アベルに差し出すと無言で受け取ってくれた。

　ひと口食べたアベルは、シュークリームを飲み込むとぽつりと呟いた。

「……美味しい」

　言葉にした瞬間、アベルの瞳に涙が浮かんだ。ぽろぽろと真しん珠じゆのような涙が銀の瞳から溢あふれ出す。またひと口食べると、彼の涙は止まらなくなった。

　エイミーは、アベルが泣くのを初めて見た。

　アベルは泣くことさえできないほど、兄の事故に負い目を感じていたのだ。

　シュークリームを食べながら、エイミーの目にもじんわりと涙が浮かぶ。

「……なんでお前が泣くんだよ」

「な、泣いてないわ。泣いているのはアベルのほうでしょう？」

　強気になればなるほど、エイミーの頰も涙で濡れた。

　ふいに、未来で一度だけ、今にも泣きそうな顔をしたアベルを見たのを思い出す。

　たしか国王の死が公にされる直前だったので、父が亡くなって国を背負うことになった時だったのだろう。

　ひどく苦しげなアベルに、エイミーは必死になって、なんとか励はげまそうとした。

　アベルの生おい立たちを知っていれば、もっとふさわしい言葉を言えたのに。

　エイミーは過去に幾度か、アベルの生い立ちや王都でどんな仕事をしているか尋ねたことがある。




『エイミーが、大人になったら教えてあげるよ』




　どこか憂いのある笑顔を向けられ、エイミーはそれ以上怖くて聞けなかった。でも今は違う。

　──もう後こう悔かいはしたくない。わたしはアベルのことを知りたい。

　幼いエイミーの作った下へ手たなお菓子を美味しいと食べてくれたのも、友達と喧けん嘩かしたとき、根気強く相談に乗ってくれたのも、学校で失敗をしたとき慰めてくれたのもアベルだった。

　そしてさっきも、アベルは憎んでいるはずのエイミーをオオカミから守ってくれた。

　アベルの真っ直ぐな本質は、きっと大人になっても変わっていない。

　十四年の間、自分がどれだけアベルに守られてきたのかを実感する。

　アベルがエイミーに向けてくれた優しさが噓だなんて、どうして疑ったりしたのだろう。

　エイミーに自分の素す性じようや過去を隠していたのは、傷つけたくないのもあったのだろうが、王族の地位を抜きにしてアベル個人を見てほしかったからではないだろうか。

　そう考えるのは、今エイミーが未来の花嫁としてではなく、ありのままの自分をアベルに知ってほしいと思い始めているからだ。

　無言でアベルが手を突き出したので、エイミーは微笑しながらもうひとつのシュークリームをその手の上に載せる。無心で食べながらアベルは言った。

「……甘じょっぱいなんて、不思議な味だな」

「お塩が入っているの。あんたが食べられるように工夫したって、エセルさんが言っていたわ」

　たっぷりと詰め込んだクリームがアベルの頰についたので、エイミーは可お笑かしくなる。

「まるで子供みたいね」

　指でクリームをぬぐうと、アベルはきょとんとしてから、たちまち頰をかっと赤くした。

「子供扱いするな！」

「そういう態度を子供っていうのよ」

「年上ぶるな！」

　アベルはそっぽを向き、黙もく々もくとシュークリームを頰張りながら耳まで赤くしている。

　エイミーの態度がよほど気にくわなかったのだろう。

　鼻をすすりながらシュークリームを食べるアベルのそばで、エイミーは微笑み続けた。

　ふいにブレンダに手渡された包みを差し出す。

「これは、返しておくわね。あんたが用意したセドリック殿下の誕生日プレゼントよ。今度きちんとお見舞いに行って、直接渡しなさいよ」

　無言でアベルが手を伸ばしたとき、背後から新たな手が包みをさらう。




「──では遠えん慮りよなく受け取るよ」




　澄んだ声に驚いて振り返ると、一人の青年が立っていた。若草の瞳を生き生きと輝かせ、目ま深ぶかにかぶっていたハンチング帽をさっと脱ぐ。首の横でくくられた蜂はち蜜みつ色いろの金髪が月明かりに輝いていた。

「セドリック殿下！」

「兄上!?」

　わけがわからず口をぱくぱくさせる二人に、セドリックはいたずらっぽく笑った。

「驚かせてごめんね」

「て、え？　殿下は……歩けないのでは？」

「残念だけどわたしは、健康そのものだよ。ちょっと打だ撲ぼくが酷ひどかったから動けるようになるまでにはたしかに時間がかかったけど」

「……つまり、身体が不自由になったというのは噓なの？」

「悲しませてごめんね」

　ようやく我を取り戻したエイミーが、疑問を口にした。

「……どうして殿下がここに？」

「二人がここにいることを、とある人物が教えてくれて、ブレンダという巫女と連絡を取ってくれたんだ。どうしてもエイミーに直接渡したいものがあったしね」

　気楽な口調でセドリックが差し出した一冊の本にエイミーは目を丸くした。

「これ、オリス・ルートのデビュー作だわ」

　アベルが怪訝な顔をした。

「……誰だ、それ？」

「未来で売れっ子作家になる人よ」

「なぜわざわざこの本をわたしに？」

「王太子セドリックが、生まれ変わったことを伝えたかったんだ」

「生まれ変わるも何も、兄上は無事じゃないですか！」

「いいや、わたしはあの事故で一度死んで生まれ変わったんだ。本を見てくれたらわかると思うよ」

　あっけにとられながら本の表紙をめくったエイミーは、次の瞬間目を見張った。




　──親愛なるわたしの最初の読者エイミーに、処しよ女じよ作さくを捧げる。セドリックことオリス・ルートより、愛をこめて。




「やっぱり殿下がオリス・ルートだったんですね！」

　直じき筆ひつのサイン入りの本を見て、エイミーは叫んだ。

「黙っていてごめん。エイミーにわたしが将来作家になると言われても、信じられなかった。でもアベルが未来の国王ならば、わたしには別の人生が用意されているかもしれないと考えてね。だから自分の運命を試してみたくて、出版社に原稿を送ったんだ。そうしたら書しよ籍せき化かが決まった」

　喜びに満ちたセドリックの瞳は、未来への希望に溢れていた。

「──皆を騙だます真似をして王宮を出しゆつ奔ぽんした本当の理由は、作家としての人生を選びたかったからなんだ。さすがに事故が起きるなんて予想外だったけど、芸術を毛嫌いする父上を説得するのは不可能だし、王太子を退しりぞくなら今しかないと思った。ただわたしの代わりに重じゆう責せきを背負わされるアベルには、自分の口から真実を知らせるべきだと思って会いに来たんだ。アベル、ごめんね」

「……俺まで騙すなんて、いくらなんでもあんまりです！」

　さすがのアベルも怒り心しん頭とうだった。エイミーはセドリックの無事を知ってほっとするとともに、本に興味を惹かれ最初の文章に目を通して、ぎょっとする。

「ちょっと待ってください。どうしてヒロインの名前がエイミーなんですか？　わたしが未来で読んだこの作品のヒロインはボニーだったし、読ませていただいた原稿も同じだったのに！」

「わたしに新しい人生をくれたエイミーに敬けい意いを表して名をもらった。ありがとう、エイミー。しばらくサミュエル兄上の城にいるから、何かあったらいつでも会いにおいで」

「……まさか、すべてはサミュエル殿下が仕組んだことなの？　ということは、わたしたちが神殿にいると教えたのも殿下？」

　そういえば、セドリックの世話を引き受けたのは、サミュエルの主治医だった。

「わたしが小説を書いていることはサミュエル兄上も知っていたから、この機会に異国に渡って作家になれとすすめてくれた。生しよう涯がいにただ一度の我わが儘ままを許してほしい。もちろんすべてが落ちつくまでは、ディセルナティアに滞在するつもりだ。そんなわけだから、よろしくね」

　おどけた口調で言われ、エイミーは感情を一気に爆発させた。

「わたしの涙を返してよ！」

　エイミーの絶叫がディセルナティアの神殿に響き渡る。
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　神しん殿でんで一晩を過ごし、王宮に戻ったアベルは黙もく々もくと勉強に励はげむようになった。

　しかし、真ま面じ目めな姿とは裏うら腹はらに実は混乱していた。

　──なんであの女のことばっかり思い出すんだ！

　あの夜以来、気がつくとエイミーのことを考えてしまう。

　エイミーがアベルの頰ほおについたクリームをぬぐって笑った瞬間、胸に未知の感情が芽生えた。

　あれからエイミーは、毎日のようにアベルにお菓か子しを届けてくれる。

　アベルのために手を加えたお菓子は、すべてが甘さ控ひかえめで、勉強の休きゆう憩けい時間を見計らってやってきては、邪じや魔まをしないようにさっさと帰る。

　そんな気配りができる少女であったことが驚きだった。

　いつもよりたくさんお菓子を作ってくれた日、何気なくアベルは言った。

「お前も食べていけば？」

「いいの？　ありがとう」

　嬉うれしそうにエイミーが笑うので、ますますどきりとした。

　空色の瞳ひとみは暖かな春の空のようにきらきらと輝き、ふわふわの金髪はお人形のように愛らしい。

　何より、あの跳はねっ返りの少女が自分のためにお菓子を作ってくれることが純じゆん粋すいに嬉しかった。

　未来の自分がどんな大人に成長するのか、エイミーの目にどう映っているのか気になる一方で、とてもではないが怖くて聞けない自分がいる。

　そんな風に考えれば考えるほど、ますますエイミーのことが頭から離れない。

「ありえない、ありえない、ありえない！」

　頭を抱かかえながら身み悶もだえするアベルに、教科書を手にしたキースが怪け訝げんな顔になる。これまでアベルの勉強はほとんどキース一人で見ていたが、仮の王おう太たい子しに選ばれたあとは、彼の専門分野である数学の担当教きよう師しとなった。

「アベル様、質問があればなんなりとお尋たずねください」

　誰かにこの気持ちを否定してほしくて、アベルはさっと顔を上げた。

「キース先生、質問」

「なんですか、アベル様」

「先生は、エセルのどこが好きなの？」

　たちまちキースが羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にする。

「勉強と無関係な質問はご遠えん慮りよください」

「……質問があればなんでも聞けって言ったの、先生だろう」

　気まずそうに視線を逸そらすキースに、アベルは落らく胆たんした。

　春しゆん華か祭さいで二人に恋の妙みよう薬やく入りの酒を振る舞ったが、どうやら効果はなかったようだ。

　あれ以来、二人は前以上にお互いを避さけるようになった。まあ、最初からあんなインチキ商品に期待はしていなかったからしょうがない。エセルの結婚を阻そ止しするため、次に打つべき手をアベルが思案していると、キースがごほんと咳せき払ばらいして、ぼそぼそ言った。

「まあ、男おとこ勝まさりなところとか、おせっかいなところが可か愛わいいと思いますが」

「それ褒ほめ言葉じゃないし、好きになる要よう素そでもない気がするけど？」

「とにかく！　くだらない質問をしている暇ひまがあったら勉強をしてください！」

　ぴしゃりと言われたアベルは、しぶしぶ勉強に戻った。憂ゆう鬱うつそうに数学の問題を解きながら、またもエイミーのことを考える。

　あの怒った顔も、愛らしい声も、澄すんだ青空のような笑顔もすべてがまぶしいなんて。

「ありえない！」

　アベルが羽ペンを強く握にぎりながら絶ぜつ叫きようすると、キースが胸元から懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「いつになく身が入らないようですね。仕方ありません。もうすぐエイミー様がいらっしゃる時刻ですから休憩にしましょう」

　自分を惑まどわす少女の名前を聞き、ますますアベルは落ちつきを失うしなった。
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　ここ数日で、アベルはぐっと大人びた。

　王太子教育の大変さを知ったエイミーは、未来でアベルが自分に会うために時間を作るのがどれだけ大変なことだったのかを、思い知らされていた。

　──忙しいのに、毎日のように会いにきてくれてたんだ。

　その日もエセルの指し導どうのもと、バターケーキを焼いたエイミーは、いそいそとアベルの部屋へと向かう。

　最近、アベルは前よりも打うち解とけて話してくれるようになり、ケーキも毎回残さず食べてくれる。

　また一歩アベルとの距離が近づいたような気がして、エイミーの心は弾はずんだ。

「もうエイミー様には、わたしの指導は必要ありませんね。お一人で大丈夫ですよ」

　認められて喜ぶエイミーに、別わかれ際ぎわエセルがひどく寂さびしげに笑いながら言った。

「──エイミー様は、わたしのように後こう悔かいすることがないことを祈いのっています」

　その表情を見て、やはりエセルはまだキースのことが忘れられないのだと確信した。素直になれないまま、キースを傷きずつけたことを後悔しているのだ。

　歴史は変わらないと言われたが、もしかしてエイミーが余計なことをしたせいで、運命が狂ったのかもしれない。

　神殿でアベルと向き合うと決めたとき、もう現実から逃げないと自分に誓った。

　両親が互いを想い合っているのなら、幸せになってほしかった。

　──とにかく、アベルに相談してみよう。

　アベルならキースが告白を渋しぶる理由をうまく聞き出せるはずだ。

　よし、と決意して、アベルの部屋の扉とびらを叩たたくとキースが現れたので挨あい拶さつをする。

「こんにちは、キース先生。今日はバターケーキをお持ちしました。先生も一緒にどうぞ」

「エイミー様、いつもありがとうございます」

　部屋に入ったエイミーは手慣れた様子でナイフを取り出し、ケーキを小皿に切り分けるとアベルとキースの前に置き、自分の分も用意した。

　アベルはフォークを手に取り、無言でケーキを食べていく。その様子は心なしか機き嫌げんが悪そうに見えたが、食べる手を止めないので、今日の味も合格点のようだ。

　先に食べ終えたキースが、席を立ちながら告げる。

「休憩が終わるまで、二人でごゆっくりなさってください」

「！」

　なぜか慌あわてるアベルを置いて、キースは颯さつ爽そうと出て行った。

　アベルは気まずそうな表情のまま、バターケーキを口に押し込んでいく。

「……無理に食べなくていいのよ？　今日のは美お味いしくないんじゃない？」

　エイミーがしゅんとなってうなだれると、アベルが銀の瞳をぱちくりさせた。

「……食べられない味じゃない。小こ腹ばらが空すいていたから、ちょうどいい」

「ならいいけど。それよりアベルは逃げ出したいくらい王太子になるのが嫌だったんじゃないの？　その……未来は変わらないかもしれないけど、このままでいいの？」

　すると視線を落としたアベルは、フォークを置きながら言った。

「ずっと昔、兄上に読んでもらった本があるんだ。王族の地位を捨て、船に乗って異国を渡り歩く自由な生活を選んだ王女が主役だった。俺はその物語に憧あこがれて、いつか世界の果てまで旅してみたいと夢見るようになったんだ。考古学者になればその主人公と同じ暮らしができると思い込んでいたっていうか。物語のような人生を歩めるわけがないのに、馬ば鹿かだよな。それに気がついたのは、セドリック兄上が王族の地位を捨てる決けつ断だんをしたときだ。兄上は作家になる夢をかなえて、自分で人生を切り開いたから王宮を去る決意ができた。でも、特別な才能のない中ちゆう途と半はん端ぱな俺が外の世界で一人で生きていくなんてできるわけがない。だからといって王太子になりたいかと聞かれても正直答えられない。今は成すべきことが見つからないから、せめて兄上が創そう作さくに専せん念ねんできるように手助けできたらって思ってる」

「……やりたいことが、見つかるといいわね」

　いつでもアベルは他人のために動いている。この時代ではエイミーのほうが年上なのに、アベルのほうがずっと大人だった。エイミーはここでもアベルに置いてけぼりをくらった気分になった。

　──わたしも、アベルのために何かできることはないのかしら？

　とりあえず両親のことを相談しようと顔を上げると、ケーキを食べ終えたアベルが難しい顔で数学の教科書を開く。正面から中身を覗のぞき込んだエイミーは、肩をすくめた。

「どれがわからないの？」

「お前に解とける問題じゃない」

「これでも、わたしは街の学校で成績優ゆう秀しゆうだったのよ」

「田舎いなか街まちの勉強と王太子教育を一緒にするな」

　しかし、エイミーは幼おさない頃からアベルに勉強を教わっていた。おかげで王都の進学校の問題も理解できる。

「わたしに任まかせて」

　エイミーはアベルの隣となりに立つと、すらすらと問題を解といた。

「ほら、こうやって解けばいいのよ。ね、簡単でしょう？」

　親切のつもりだったのに、アベルが顔をしかめる。

「……田舎育ちの割に、ずいぶん高度な教育を受けているんだな」

「えーと、親切な家庭教師のお兄さんが教えてくれたのよ」

　たちまちアベルの機嫌が悪くなる。

　ふとエイミーは、アベルの頰にバタークリームがくっついているのが見えた。

「汚よごれているわよ」

　エイミーがテーブルに置かれたナプキンを手にして、アベルの頰をぬぐおうとする。

「自分でできる。お前に世話を焼かれたくない！」

　エイミーの手を振り払い、アベルが手の甲こうで顔をぬぐうが、クリームは落ちない。

「違うわ、ここよ」

　エイミーは、アベルの頰に手を伸ばした。すると、むっとしたアベルにいきなり手をつかまれる。勢いよく引き寄せられた瞬間、唇くちびるが重なった。
















「!!」

　アベルのほうも銀の瞳を丸くしてはっとすると、エイミーを勢いきおいよく突き飛ばす。

「何するんだ！」

「は？　何って、あんたが引っぱったんでしょう!?」

　我に返ったエイミーが、耳まで赤くして叫ぶ。

「お前のせいだ！」

「どうしてわたしのせいなのよ！」

　アベルのほうも、夕焼けより真っ赤な顔でエイミーを怒ど鳴なる。

「二度と俺に顔を近づけるな！　ずん胴ちんくしゃ女！」

「最、低！　これだからお子様は嫌きらいなのよ！　……まったく、初めてじゃないのが不幸中の幸いだわ」

「なっ！　初めてじゃないって……、誰と？」

　ひどく動どう揺ようするアベルに、エイミーはふんと腕を組んで言った。

「あんたなんかと違って、優しくて親切で頼りがいのある大人の男性よ！」

「未来のアベルが相手よ！」だなんて、もちろん言えるはずもない。

　たちまちアベルがかっとなる。

「わかった。さっき言った家庭教師だろう？」

「あんたには関係ないでしょう！」

「恥知らずな女だな！　婚約者がいる身で！」

「こ、婚約者って、あんたはわたしと結婚するつもりなんてないんでしょうが！」

「ああ、ないね！　お前と結婚なんて冗じよう談だんじゃない！　こんな最悪な女は願い下げだ！」

　エイミーはふるふると拳こぶしを震ふるわせ、怒りのままに残っていたバターケーキを皿ごとアベルの顔に叩きつけた。

「信じられない！　あんたなんか、もう知らない！」

　踵きびすを返したエイミーは、アベルの部屋から飛び出した。廊ろう下かを走りながら自分を呪のろう。

　──やっぱりアベルはキス魔まだったんだ。しかもこんな子供のときから悪あく癖へきがあったなんて！　あいつを知りたいなんて思ったわたしが馬鹿だったわ！

　今の衝撃で、アベルへの相談事は頭から吹き飛んでいた。

　そういえば、幼い頃アベルに勉強を教えてもらっているときに交わした会話を思い出す。

「アベルはどうしてこんなにすらすらと難しい問題が解けるの？」




『可愛いお姉さんに、教えてもらったことがあるからだよ。お姉さんに認めてもらいたくてがんばったんだ』




　もちろん王太子教育を任される教師は一人ではないだろう。そのなかに魅み力りよく的てきな大人の女性がいてもおかしくない。

　──だからってどうしてこんなに腹がたつの!!

　そのまま王宮の外れまでくると、エイミーは窓枠に手をついて大声で叫んだ。

「アベルのばかぁっ！」

　ぜいぜいと肩で息を弾ませていると、髪に飾っていたリボンが緩ゆるんではらりと落ちた。拾い上げようとすると背後から乾いた足音が近づいてくる。

「──そんなにアベルが嫌いやなら、わたしと一緒に来るといい」

「え？」

　振り返ると、サミュエルが立っていた。
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「くっそー、悔くやしい！　腹がたつ！」

　アベルはむしゃくしゃしながら、机にかじりつき、夜まで勉強に励んだ。

「あんな女に勉強で負けるなんて！　いつか見返してやる！」

　人が変わったようにがんばるアベルに、キースは困こん惑わくしていた。

　いったい何がアベルを駆りたてているのか、わからないようである。

　今日を振り返ると、明らかに自分はおかしかった。あんな色気のない女に血迷ってキスするなんてどうかしている。

　──初めてのキスの相手があんなふしだらな女だなんて、最悪だ！

　あまりに子供扱あつかいされたのでかっとなったせいもある。

　ただちょっと顔が近づいてきて、思いのほか可か憐れんな唇に惹ひかれてしまい、ついくっつけてしまっただけだ。

　ただの出来心でやましい気持ちからではないので、自分は悪くない。

　けれどバターケーキの名残なごりだろう、しっとりとした唇はレモンの味がした。

　思い出すだけで顔がかっと赤くなり、そんな自分がみじめになる。

　エイミーは近くで見れば見るほど、可愛い顔だちをしている。

　美人というわけではないが愛あい嬌きようがあるから、他に目をつける男がいてもおかしくない。

　だがいくらエイミーが童どう顔がんでも、十歳のアベルにとって、四歳の年の差は大きかった。

「て、俺は何を真剣に悩んでいるんだ！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！」

　エイミーを好きになるなんてアベルの人生にはありえない選択である。

　あげくエイミーが発した『初めてじゃない』『不幸中の幸い』という単語が胸にぐさぐさと突き刺さる。いくら不本意とはいえ、あの状況でそんな無む神しん経けいなことが言える人間がいるなんて知らなかった。他にいたら、顔を拝おがんでみたい。

　一人で煩はん悶もんしていると、慌あわただしく扉を叩く音がした。

「誰だ？」

　呼びかけると扉が開き、厳いかめしい顔をした女性が入ってくる。たしかエイミーに付き添そっているブレンダとかいう世話係だ。

「アベル殿下、エイミー様をご存知ありませんか？」

「……昼過ぎに会ったきりだけど」

「ではいったいどこに行かれたのかしら？　まさか、また家出？」

「へ？」

　アベルは一瞬言葉を失った。

　まさかアベルが勝手にキスしたことに怒って王宮を飛び出したのだろうか。

　ショックを受けていると、ブレンダのもとに侍じ女じよがやってくる。

「王宮の西の廊下にこれが落ちていて……」

　侍女が差し出したのは、エイミーの瞳と同じ空色のリボンだった。

「まあ、エイミー様が身につけていたものだわ」

　アベルは急いで椅い子すから立ち上がった。

「エセルのところにいないか捜さがしてくる！」

「いいえ、必要ありません。先ほど同どう僚りようの侍女に確認しましたから」

「確認って……、エセルには会わなかったのか？」

　するとブレンダがため息をつく。

「……エセル様は、本日をもって仕事をお辞めになったそうです」
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　澄んだピアノの音ね色いろが耳に響く。

　春の喜びに満ちた、優しくて軽快な音楽が聞こえてきて、エイミーは目を覚ました。

　寝かされていた長椅子から起き上がると、銀で細さい工くされた大きなピアノの前に、サミュエルが座っていた。鍵けん盤ばんの上を踊る指先は、妖よう精せいが戯たわむれているようだ。

　じっと聞き惚ほれていると、ピアノを演奏する指が止まった。

　思わず手をぱちぱちと叩くと、サミュエルが振り向いた。

「やっと起きたのか」

「殿でん下かの素敵な演奏で目が覚めました」

　鍵盤の蓋ふたを閉じるサミュエルの顔は、少しだけ照れているようにも見える。

「馬車での移動途中に眠ってしまうとは、図ず太ぶとい娘だ」

　言われてようやくはっとなる。

「ここはどこ？」

「わたしの持ち城だ。お前にはしばらくここにいてもらう」

「……どうして、わたしを連れてきたんですか？」

「父上から、お前がアベルの聖なる花嫁だと聞かされたからだ」

「わたしとアベルを引き離してなんになるの？」

「聖なる花嫁に逃げられた王太子が国王になれるはずがないからな。……それがわたしにできるセディへの償つぐないだと思っている」

「アベルを王太子の地位から引きずりおろすことが、どうしてセドリック殿下への償いになるんですか？」

「……わたしが健康なら次男のセディは王太子になることもなく、作家の夢を堂々とかなえることができた。……わたしが病弱になって発ほつ作さを起こすようになったのは、母の死が引き金だ。だから余計に、セディは出産で母を死なせた責任を感じて、真面目に王太子の責せき務むを全まつとうしようとしていたんだ。今もせっかく自由を得たのに国を離れられないでいる。わたしが形だけでも王太子になって王族としての居場所を得られたら、セディは安心して創作に没ぼつ頭とうできるはずだ」

「……つまり、すべてはセドリック殿下のためなのね」

「お前に選ばれたら、わたしが王太子になることを反対する者はいなくなる。せめて後あと継つぎができるまでのつなぎになれるだろう。安心しろ、お前がその気になるまで気長に待ってやる」

「わたしのことが好きでもないのに……。殿下は、本当にそんな生き方がしたいんですか？」

「他に、わたしに何ができる？」

　自分の未来に欠片かけらの期待もしていないサミュエルに、エイミーは悲しくなる。

　──サミュエル殿下もアベルも、セドリック殿下を想う気持ちは同じなのに、どうしてわかり合えないのかしら？

　セドリックがいつまでも自由になれないとしたら、それは母を死なせたことに責任を感じているというより、心を病やんだ兄が心配だからに違いない。

　と、エイミーのお腹なかがぐうと鳴った。すでに外は真っ暗で、かなりの時間が過ぎているようだ。

「すぐに食事を用意させるから何か食べてから寝ろ」

　上から目線のもの言いだが、どうやら気を遣つかってくれたようだ。

　まもなく部屋に一人分の食事が運ばれてくる。

　エイミーは椅子に座って湯気のたつほうれん草のキッシュを頰ほお張ばりながら、胡桃くるみ入りのパンをちぎった。

　そこでふいに違い和わ感かんを覚える。なぜか自分の手が淡あわい光に包まれているのだ。

　それは時を渡ったときに見た燐りん光こうに似ていたが、すぐに光は消えてしまった。

「どうした。食欲がないのか？」

「い、いいえ、大丈夫です」

　きっといろいろありすぎて、幻まぼろしでも見たのだろう。

　サミュエルは部屋の端にある書棚の前で次に弾く楽がく譜ふを選び始めた。

　その背中を見ながら、エイミーはため息をつく。

　アベルが国王になる未来は変わらないと説得しても、サミュエルは自分の考えを曲げないだろう。

　ピアノの前に座ったサミュエルは再び演奏を始めた。それは音楽祭で演奏した自由曲だった。春らしい暖かな音色である。

「その曲、アベルも聞き入っていましたよ」

　するとサミュエルは空気を切り裂さくように鍵盤に指を突き立てる。

「あんなやつ、知るか！　あいつら親子のせいで母上は『弱い自分を許してほしい』と、子供のわたしに謝るほど苦しみ続けたのに！」

　興奮したサミュエルが苦しげに胸を押さえてうめきだす。どうやらまた発作のようだ。エイミーは慌てて駆け寄った。

「サミュエル殿下、しっかりして！」

　エイミーはピアノの上に置かれていた小こ瓶びんを見つけると薬を取り出し、サミュエルの口に含ませ、水差しの水を飲ませる。しばらくすると、サミュエルは疲れた顔で目を閉じた。

「殿下、大丈夫ですか？」

　騒さわぎを聞きつけたコンラッドが部屋へと入ってくる。

　エイミーの膝ひざの上で青ざめた表情で浅く呼吸するサミュエルを抱き上げ、寝室まで運ぼうとするコンラッドにエイミーは聞いた。

「サミュエル殿下のお身体からだはそんなに悪いんですか？」

「……いえ、もう普通の人と変わらないほどにお身体自体は健康になっているのですが、発作の原因はよくわからないのです」

「じゃあ、殿下はこのまま一生苦しみ続けないといけないの？」

　サミュエルの身の上がたまらなく不ふ憫びんになったが、きっと彼はエイミーに同情されても喜ばないだろう。
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　客間まで案内されながらエイミーは、一人で考え込んでいた。

「わたしは、どうしたらいいの？」

　本当に未来は変えられないのだろうか。

　そもそもこの時代にエイミーが来た目的がいまだにわからない。

　歴史が変わらないのなら、未来を知るエイミーが過去に来た意味があるのだろうか。

　黙々と歩いていると、廊下の向こう側から声をかけてくる人物がいた。蜂はち蜜みつ色いろの金髪の青年にエイミーは驚く。

「セドリック殿下！」

「サミュエル兄上から、エイミーが城に来ていると聞いたから捜していたんだ。わたしの部屋で話をしないかい？」

　案内の使用人を断って、招かれるまま、エイミーはセドリックについて行った。

　室内はたくさんの本で溢あふれている。執しつ務む机づくえの上には書きかけの原げん稿こうが置かれ、その上には、アベルが贈った水すい晶しようのペーパーウェイトが鎮ちん座ざしていた。

「次回作を執しつ筆ぴつしているんだ」

「殿下もがんばっていらっしゃるのですね。作品、楽しみにしています」

「それより、アベルは元気にしてる？」

「あんなキス魔、知りません！」

　つんと顎あごを反そらすエイミーに、セドリックが妙な顔になる。

「……つまり、アベルがエイミーにキスしたの？」

　たちまちエイミーは顔を赤くする。

「それは、その……」

「図ず星ぼしなんだ。へえ、アベルはもうエイミーを好きになったのか」

「違います！　あいつは誰にでもしてるんです！　未来でも勝手に人の初めてのキスを奪うばった、最低なやつなんです！」

　ぷっとセドリックが吹き出した。

「アベルのやつ、意外と手が早いんだね」

「そこは笑うところじゃありません！　しかもわたしにキスしたあと、アベルはなんて言ったと思います？　自分は初めてじゃないけどね、って笑ったんですよ！」

「……それはたしかにアベルが悪いね」

「無神経にもほどがあります！」

　ふいにセドリックが真面目な顔になる。

「ねえ、エイミーにとって未来のアベルはどういう存在？　前に優しいお兄さんだって言っていたけど、特別な感情はないの？」

「……生まれたときから、家族みたいに付き合ってきたから……」

「もしかして、エイミーはこの先もずっとアベルと一緒にいられると思っていたんじゃないの？」

　言われてみるとアベルとの関係は、永遠に続いていくのだと思い込んでいた。

「……アベルが国王になる人だなんて、全然知らなかったし……」

　いきなりキスを奪われたあと、アベルとはもう会えなくなると聞かされ、エイミーは親に見離された子供の気分になった。

「アベルが王位を継つがなかったとしても、どのみち、二人はいつまでも一緒にいることはできなかっただろうね」

「ど、どうしてですか？」

「だって、アベルは他人だよ。エイミーも聖なる花嫁じゃなければ、いずれは誰かと結婚する。本物の家族なら嫁とついでも会えるけど、身内でもない男の人と結婚後も会うなんて不自然でしょう？」

　たしかにセドリックの言う通りだった。どれだけ親しく付き合ってきたとしても、アベルは赤の他人だ。

「エイミーは十四年間もアベルと一緒にいたのだから、本当はアベルが気軽に女性にキスするような性格ではないとわかっているはずだ」

　もちろんわかっていた。いや、わかっているつもりだった。だから突然キスをされたとき、信じられなかったのだ。そしてアベルが他の女性とキスをしていた事実に傷ついた。だってアベルがエイミーの知らない女性と恋した過去を突きつけられたも同然だから。

「だとしたら、アベルはどういうつもりでわたしに……」

「エイミーはどういう答えが得られたら満足するの？」

　答えられなくてエイミーが口を閉ざすと、セドリックは困った顔で苦笑する。

「エイミーが、そういうことを考えるのはまだ早いか。とりあえず、気持ちが落ちつくまで、アベルとは距離を置いたほうがいいだろうね。心に余裕ができたら、自分と向き合ってみるといい」

　正直言って、恋愛のことは子供のエイミーにはわからない。

　ただ、どうしたらこの先もアベルと一緒にいられるのか。その答えだけは単純なほど明快に出ていたが、エイミーは自分がどうしたらいいのかわからなくて最後まで無言を貫つらぬいた。
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　翌日の朝ちよう餐さんの席では、サミュエルと二人きりになってしまった。セドリックは夜に執筆しているので、昼にならないと起きてこないらしい。ベーコンが入ったとろとろのチーズオムレツを食べていると、先に食事を済ませたサミュエルがエイミーに言った。

「わたしは部屋に戻るから、お前は好きに過ごすといい。その代わり城から出て行くのは許さない」

　厳げん然ぜんとした命令に落ち込みながら冷めていくオムレツを食べていると、再びピアノの音が聞こえてきてフォークを動かす手が止まった。

　──素敵な音色。サミュエル殿下は想像よりずっと純粋な人なのね。

　こんな素晴らしい演奏ができる人に、誰かを憎にくみ続ける人生なんて似合わないと思った。

　美しい音色を聞きながら、サミュエルとアベルを仲良くさせることはできないかと考えた。せめてわだかまりを解消して、普通の兄弟らしく打ち解けてほしい。

「!!」

　エイミーは目が覚める思いがした。

　──もしかして、過去に来た理由ってこれ？

　食事を終えたエイミーは、さっそくサミュエルの部屋を訪れた。

　そっと扉を開くと、感情を吐き出すように鍵盤と向き合っていたサミュエルが指を止め、無言でエイミーを見るので、ゆっくりと笑った。

「今のは有名な曲ですよね。たしか著ちよ名めいな音楽家が最愛の奥さんに捧ささげた曲だと聞いたことがあります」

「馬鹿なことを。これはわたしが作曲したものだ。有名なわけがないだろう？」

　エイミーは不思議そうに瞬まばたきした。

「でも街のミサで繰り返し聞いた曲なのに……」

「そこまで言うなら覚えているだろう？　弾いてみろ」

「……はい」

　ピアノに近寄ると、エイミーは片手でぎこちなく旋せん律りつをなぞった。指をもつれさせながら最後まで弾き終えると、サミュエルが驚いている。

「どうしてお前がこの曲を知っているんだ？　わたしが作った曲と多少違うところもあるが、お前が知ってる曲のほうがよくなっている。田舎街にわたしと似たような曲を作った音楽家がいるのかもしれないな」

　もしかしてサミュエルもセドリックと同じように、未来で有名になるのだろうかとエイミーは考えたが、すぐに頭かぶりを振った。

　──まさかね。そんなできすぎた話があるわけないわ。

　エイミーはサミュエルに、ふと思いついたことを口にした。

「あの、わたしにピアノを教えてくれませんか？」

　サミュエルは不ふ可か解かいそうな顔をしたあと、ふっと表情を緩めた。

「下へ手たの横好きか。まあいい。──それにわたしも幼い頃、母上にピアノを習ったものだ」
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　夕方、アベルはサミュエルの居きよ城じようをこっそり訪れていた。

　たどたどしいピアノの音色が聞こえる部屋で、セドリックと向かい合うように座っている。

「エイミーを迎えに来たんだね」

「……あいつ、いきなり城を飛び出したから、付き添いの巫み女こが心配していて。そうしたらサミュエル兄上と城を出るのを見たって侍女がいたから……」

「たぶんエイミーは帰りたいと思っていないよ。理由はアベルが一番わかっているだろう？」

　どうやらセドリックは、アベルがエイミーにキスしたことを知っているらしい。なんておしゃべりな娘だろうかと耳まで赤くしながら、アベルはうつむいた。

「ものごとには順序というものがあるんだ。いくらエイミーが好きだからって、いきなり無茶な真似をしたらだめだよ」

「俺があいつを好きだなんてありえません！　あれは、単なる気の迷いで……」

「……あきれたね。好きでもないのにキスしたなんて、ますます許せないよ。それにエイミーから聞いたけど、アベルはもう他の女の子と経験したんだってね」

「なっ、なんの話ですか！　俺はずっと恋愛ごとに興味なんてなかったし……」

「だけど、アベルにキスされたあとに、自分は初めてじゃないと言われたってエイミーが……」

　この台詞せりふにアベルはかちんときた。

「それはあいつが言った台詞です！　『初めてじゃないのが不幸中の幸いだわ』って！　俺じゃありません！」

　セドリックはわけがわからないという顔になる。だが、思案の末、ぽつりと呟つぶやいた。

「……つまり、こういうことか。未来でのアベルとのキスがエイミーにとっては初めてだった。だから、過去のアベルにされたキスは、初めてじゃなかった。エイミーのキスの相手は、どっちもアベルなんだね。アベルも過去の世界で経験したから、未来では初めてじゃなかったというわけか。──複雑だけど面おも白しろいネタだ。創そう作さく意い欲よくが湧わくよ。ディセルナティアにとどまったのは正解だったな」

　一人で納なつ得とくしたセドリックは、くすっと笑った。

「エイミーはしばらくこの城に滞たい在ざいすることになったんだ。付き添いの巫女にもわたしが責任を持つから心配しないでと伝えておいてくれ」

「ですが！」

「それに、彼女は今兄上に手取り足取りピアノを教わっているから、しばらく城から離れられないと思う」

「なっ！　まさかあいつの相手は、サミュエル兄上……？」

「そんなこと、お前が知る必要はない。しばらく一人で反省してなさい」

「……はい」

　しかし、アベルがいつまでも帰ろうとしないので、セドリックが首を傾かしげた。

「まだ何か用があるの？」

「……実は、エセルとキース先生のことで話があるんです」

「わかった。あの二人、結婚するんだろう？　エイミーの年齢を考えると、そろそろだと思っていたんだ。宴会の余よ興きようの相談？」

　謎なぞの発言をする兄に、アベルが怪訝な顔でため息をつく。

「その逆です。エセルが婚約者と結婚するために仕事を辞やめてしまって、俺だけの力でキース先生との仲を取り持つのもさすがに限界で、兄上に知恵を借りたくて……」

「!?　……歴史は、変わらないんじゃなかったのか？」

　しばらく考えこんでから、セドリックはおもむろに話を切り出す。

「……アベル、わたしもあの二人には結婚してほしいと思っている。もし、何か動きがあったら、必ずわたしに相談にくるんだ。いいね？」

「さすが兄上、頼りにしてます！」
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　翌日はミサのために、エイミーは強引にサミュエルを聖堂へと連れ出した。

　セドリックも誘ったのだが、彼はまたも夜通し執筆に費ついやしたようで死んだように眠っている。

　歩いて古い聖堂にたどりつくと、二人のもとに司祭がやってきた。

「申し訳ありません。本日はオルガンの弾き手が急病で休んでおりますので、ミサを中止にさせていただきます」

　エイミーはぽんと手を叩いた。

「それならこの方に頼めばいいわ。とっても上手じようずなのよ！」

「おい、お前、余計なことを言うな！」

　たちまち司祭の表情が喜びに変わった。どうやら療りよう養よう生活の長い王子の顔を知らないらしい。

「でしたらぜひお願いします。実は今日の昼過ぎに、さる名家に生まれたご子し息そくの洗せん礼れいを予定しているのです。多額の寄付をいただいている立場上、穴を開けたくないのです！」

「だからって、なぜわたしが田舎街の聖堂なんかで……」

「お礼は弾みますから」

「金などいるか！」

　エイミーは急いでサミュエルの腕を引いた。

「いいじゃないですか、それくらい引き受けてあげましょう。それにわたしもまた聖堂で演奏する姿を見たいです」

　エイミーにねだられ、しぶしぶサミュエルは頷うなずく。

「まあ、別にかまわないが……」

　こうしてオルガンを演奏することになったサミュエルが指ゆび馴ならしのために弾き始めると、いつの間にかミサに来た人が立ち止まって聞き入っている。

「やはり田舎街のオルガンは、大聖堂と違って手入れが悪いな」

　サミュエルの小さなぼやきは、会場に集まった人々の拍はく手しゆでかき消された。

「すごいぞ、お兄ちゃん。よかったぞ！」

　街の人に気安く声をかけられ、サミュエルはぎょっとしている。

　田舎街でもあるし、めったに外出しない病弱の引きこもりのサミュエルを王子と結びつける人はいないようだ。

　サミュエルがかっとなって文もん句くを言いかけるので、慌ててエイミーがその口をふさぐ。

「この方は恥はずかしがりやなんです。ごめんなさいね」

　けれど拍手は大きくなる一方だった。

「もっと聞かせてくれ！」

「『小川の調べ』って曲を弾いてちょうだい。思い出の曲なの！」

　サミュエルは鳴りやまない歓かん声せいに瞠どう目もくすると、困った様子でエイミーに視線を向けてくる。エイミーが励ますように笑うと、大たい儀ぎそうにひとつ息ついて、再び鍵盤に指を踊らせた。

　それは心が澄み渡るような音色だった。

　一曲弾き終わるたびに、集まった人々はミサに来たことを忘れて曲をねだった。サミュエルの演奏は大おお勢ぜいの心をひとつにした。まさかこんな騒ぎになるとは思っていなかったので、エイミーはいつまたサミュエルが発作を起こすかとひやひやしながら見守った。

　ところが不思議なことにこの日、お昼の鐘かねが鳴るまで、何事もなくサミュエルの演奏は続いた。最後のほうは、人前で演奏するのが楽しいのか、唇の端に笑みを浮かべる余裕さえあった。

　帰宅する人込みの流れに逆らうようにして、ひと組の恋人がサミュエルの前にやってくる。

「三日後にこの聖堂でわたしたちの結婚式があるんです。できたらその日も弾いてもらえませんか？」

「……は？」

　なぜ自分がそんなことをしなければならないのかと、不機嫌そのものの顔が物語っている。サミュエルが失礼な発言をする前に、エイミーは嬉しそうに言った。

「一生に一度の大切な日に演奏を依頼されるなんて素敵じゃないですか！」

　エイミーの後押しと恋人たちの期待に満ちた眼まな差ざしに逆らえなかったのか、サミュエルはぶっきらぼうに答えた。

「……どうせ暇だからな。引き受けてやってもいい」

「本当ですか!?　ありがとうございます」

　幸せそうな恋人たちが何度もお礼を言いながら去ると、サミュエルはまんざらでもなさそうな顔をする。そのまま二人は司祭の差し入れで軽く昼食を摂とることになった。

「サミュエル殿下、身体は大丈夫ですか？」

「──問題ない」

　まるで当たり前のように事もなげに答えるサミュエルに、エイミーはほっとした。やがて食事を終えるといよいよ洗礼の儀ぎ式しきが始まった。

　若い夫妻は、弱々しい泣き声をあげる赤あか子ごを愛いとおしそうに抱いていた。司祭が白いおくるみに包まれた赤子の額ひたいに聖水をかけて神に祈りを捧げる。

　赤子を抱いた妻は、だが悲痛な顔で司祭に訴うつたえた。

「実はこの子は、予定より早く産まれてしまって身体が弱いのです。司祭様、どうか健康な子に育つように、よい名をお贈りください」

「では、『聖堂の音楽家』として有名なディセルナティアの第一王子サミュエル殿下と同じ名を贈りましょう。きっと殿下のように聡そう明めいで才能溢れる子供に成長するでしょう」

「まあ、ピアノの詩人として名高い殿下の名をいただけるなんて光栄です！　きっとこの子も殿下のように立りつ派ぱな大人になれますわ」

　サミュエルは目を丸くしている。自分の名めい声せいがこんなにも民の間に浸しん透とうしていることを知らなかったようだ。

　驚きながらも自分の名を贈られたことに対する文句は言わなかった。きっとか弱く生まれた子供と自分の境きよう遇ぐうが重なって見えたのだろう。

　洗礼が終わると、司祭はサミュエルの手に数枚の銀貨を渡した。

「本日はどうもありがとうございます。わずかばかりのお礼で申し訳ありませんが……」

　そそくさと立ち去る司祭に、誇ほこり高いサミュエルが銀貨を突き返そうとするのをエイミーは止めた。

「いいじゃないですか、もらっておきましょうよ。殿下の演奏はお金を出してまで聞く価値があるということです。それに、初めて自分で稼かせいだお金でしょう？」

　エイミーの説得にサミュエルは手の上に載のせた銀貨をじっと見つめた。

「自分で稼いだ金、か。──わたしが健康なら、音楽で生きるという道もあるのだな」

　これまで病弱ではあっても王族として何不自由なく暮らしてきたサミュエルは、自分で働いて稼ぐという発はつ想そうがなかったようだ。

「殿下は立派なピアニストになれます。今日だって、みんなの前で発作を起こすことなくずっと演奏できたじゃありませんか」

「……あれは興奮したり緊きん張ちようするような場面ではなかったし、それに……」

　サミュエルの視線がエイミーに向けられるが、すぐにぱっと逸らしてしまう。

　首を傾げながらエイミーがサミュエルと聖堂を出ると、そこに一人の紳しん士しが待っていた。

「お久しぶりです、サミュエル殿下」

「あなたは……たしか春しゆん華か祭さいで会った、ローレンス殿？」

「突然の訪問をお許しください。少しお時間をいただいてもよろしいですか？　殿下にとっても、いいお話だと思います」

　そのままサミュエルの居城まで戻り、応接間に通されたローレンスは話を切り出す。

「殿下が街のミサに参加されているとは驚きました。おまけに請こわれるままに惜おしげもなく演奏を披ひ露ろうなさるその親しみやすいお人柄にも、感かん銘めいを受けました」

　どうやら聖堂での様子を都合よく誤解してくれたらしい。本当は親切とは程遠い性格をしているのに。

「ローレンス殿はなぜ聖堂にいらしたのですか？」

「殿下の居城を訪問する前に、祈りを捧げようと立ち寄ったところ、たまたまお見かけしました。殿下が信心深い方なのは、音を通して伝わってきましたよ」

「……はあ」

「ところで殿下は、先日の音楽祭の結果をご存知ですか？」

「途中で棄き権けんしたのに、知るわけがないでしょう？」

　機嫌を悪くするサミュエルに、ローレンスはにこやかに告げた。

「実は、今年の入賞者は一人もいないのです。観客のほぼ全員がサミュエル殿下に投票しました。しかし、棄権した殿下に受賞の資格がないため、今年は一位なしの二位以下が選ばれたというわけです」

　思いがけない展開に、サミュエルは息を止めた。

「今、シェナブリア国立音楽大学の学長がディセルナティアに来ていて、殿下のお話をしたら、ぜひ演奏を聞きたいと熱ねつ望ぼうしています。殿下の演奏をもう一度聞いてから改めてお話ししようと思っていましたが、先ほどの聖堂の演奏で、心が決まりました」

「その、話とは？」

「学長は殿下に、音楽大学への入学をすすめたいと言っています。どうでしょう、学長にピアノを聞かせてもらえませんか？」

「しかし、わたしは病弱だし……」

「ですが、先ほどはしっかり演奏されていた。音楽家とは繊せん細さいなものなのです。心の不調で突とつ発ぱつ的てきに耳が聞こえなくなったり、指が動かなくなったりする例は実は多いのです。音楽祭のときの緊張したお姿と先ほど民の前で自然体で演奏するご様子を見て思ったのですが、殿下のご病気は精神的なものが原因なのではありませんか？」

「たしかにわたしの発作は、死ぬような類たぐいのものではないと医者には言われています」

「やはり……。いかがでしょう、我が国にお越しいただければ、音楽の勉強をしながら病やまいの治ち療りようを受けることも可能です」

　しかしサミュエルが喜ぶ気配はない。

「……残念ですが、留学なんて父が許さないでしょう。芸術など暇ひま人じんの道どう楽らくだと思っている方ですから。我々王族の暮らしは民の税金で成り立っています。音楽大学への学費などという無む駄だな出費など認めてくれません」

「殿下、お忘れですか。音楽祭での入賞者は学費免めん除じよで留学ができることを。王宮のように贅ぜい沢たくには暮らせませんが、生活は保ほ障しようします。殿下の実力なら、特例になれるかもしれませんよ」

「わたしが、音楽大学に……」

　言葉をなくすサミュエルの横からエイミーは会話に加わった。

「すごいわ、殿下。ぜひ学長に会いましょう！　この話を聞いたら一番喜ぶのはセドリック殿下ですよ！」

　セドリックの名を出すと、サミュエルの顔つきが真剣になる。自分の力で将来を切り開くことが、セドリックを自由にできる近道だと気づいたようだ。

　それでも自信がないのだろう、少しだけ迷うとエイミーに視線を向けた。

「……お前がついてくるなら、考えてやってもいい。お前がいると妙みように落ちつくから」

「もちろんです！　だって殿下の演奏を誰よりも間近で聞きたいもの！」

「……では、行きます」

「よい返事が聞けて安あん堵どしました。それでは明日、王都の音楽事務所でお待ちしています」

　ローレンスが帰ると、サミュエルはどこか頼りなげな顔をする。

「すごい好こう機きじゃないですか！　殿下、もっと喜びましょうよ！」

「いや、なんだか信じられなくて……」

「わたし、殿下の演奏はもっともっとたくさんの人に聞いてもらうべきだと思います」

　素直にはしゃぐエイミーに、サミュエルはふっと表情を和なごませた。

「お前と一緒にいると、なぜだか幸運が舞い込んでくる気がする」

　彼らしくもなく頰を染め、意味深なことを呟いた。




　翌朝、エイミーは身体の不調で目を覚ます。

　なんだか全身が水を吸ったように重い。

　──どうして……？

　それでも今日は寝込むわけにはいかない。サミュエルの将来がかかっているのだ。

　エイミーはのろのろと起き出して着替えを済ませ、朝餐の間まへと向かった。けれど食欲がまるでない。

「どうした？」

　サミュエルが心配そうに顔を覗き込んでくるので、安心させようとエイミーは急いで笑った。

「なんでもありません」

　見送りにはセドリックが現れた。本当は彼も兄の雄ゆう姿しをそばで応援したいようだが、世間を騙してる以上昼間の王都に姿を見せるわけにもいかない。

「サミュエル兄上、がんばってください。エイミー、兄上をよろしく」

「お任せください、セドリック殿下」

　こうして二人は馬車で音楽事務所へと向かった。しかし、馬車を降りてすぐに身体から力が抜け落ちたエイミーは地面に倒れ込む。

　慌ててエイミーの身体を抱えたサミュエルが、はっとなった。

「お前、顔が真っ青じゃないか！」

　起き上がれないほど体調を崩くずしたことなど、子供のとき以来である。サミュエルが急いで付き添ってきたコンラッドに言った。

「こいつを連れて王宮へ行け。ここからなら王宮のほうが近い！」

「しかし、殿下をお一人にするわけには……」

「わたしのことはいいから！」

　だが二人の会話をエイミーがさえぎる。

「そんなのだめです！　だってせっかく殿下の演奏を聞きに来たのに……」

「お前は馬鹿か！　自分の身体を大切にしろ！　病気を甘く見るな！」

　エイミーを厳しく叱しつ責せきしながら、サミュエルは唇を震わせていた。強がりを言っても、きっと留学がかかった演奏を前にして緊張しているのだろう。そのとき、エイミーはふいに未来でアベルに言われたことを思い出した。




『菫すみれの花には、心を落ちつける効果があるんだって』




　それは手作りの菫のポプリをプレゼントしたとき、怒りっぽいエイミーを心配したアベルがそう言って、エイミーにも持つようにすすめてくれたものだ。

　エイミーは、手て提さげから小さな袋を取り出し、サミュエルに差し出す。

「わたしの代わりにこれを持っていってください。必ず殿下の役にたちます。菫の花びらが詰まっていて、心を落ちつける効果があるんですよ」

「……お前はこんなときでも、わたしの心配をしてくれるんだな」

　サミュエルは菫のポプリを受け取ると、毅き然ぜんと立ち上がる。

「必ず結果を出してみせる」
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　エイミーが王宮に運ばれたと知らせを受けたアベルは、急いで寝室に向かった。しかし、その姿を見て驚く。

「お前、どうしたんだ？」

　エイミーの指先が不思議な光に包つつまれている。真っ先に駆けつけたブレンダが不安そうに付き添っていた。

　エイミーを診しん察さつしたコンラッドが難しい顔になる。

「流は行やり病やまいではなさそうですし、風か邪ぜでもありません。異常がどこにもないのです」

「それなら、どうしてこんなことになっているんだ？」

「残念ながら、原因が特定できません。こんな症しよう状じよう、見たこともありませんので」

　すると神しん妙みような顔でブレンダが口を開いた。

「もしや、大巫女様が危き惧ぐしていた事態が起きたのかもしれません」

「どういうことだ？」

「時を渡った花嫁にとって最大の禁きん忌きが起きたのかもしれません。このままでは、エイミー様の存在する歴史が消える恐れがあります」

　アベルが理解できないという表情になる。

「歴史は変わらないんじゃなかったのか？」

「基本的にはそうですが、ひとつだけ念を押されていることがあります。おそらくエイミー様のご両親に、問題が生しようじたのです」

「あいつの両親が誰かも知らないのに、どうしろっていうんだ！」

「エセル様とキース様の間に生まれたのがエイミー様だと伺うかがっています」

「はああ!?　こいつがエセルとキース先生の子供……？　つまり、エセルがキース先生以外と結婚しようとしているから、こいつは消えかかっているってことか？」

「今の段階では、はっきりしたことは言えませんが……」

　そこでアベルは、エイミーが両親の仲を引き裂こうとしていたことを思い出す。

　──まさかこいつは、俺の聖なる花嫁になるのが嫌で、未来を変えようとしていたのか？

　これまでの自分の言動を思い出すと、結婚したいと望むはずもない。どうりで必死になるはずだ。自分が生まれる歴史を変えたいほど嫌われている事実に、胸がずきりと痛む。

　それでも目の前で消えかかっているエイミーを放っておけなくて、アベルは動き出していた。

「キース先生に会ってくる！」

　使用人の住まう棟まで走ったアベルは、キースの部屋へと駆け込んだ。

「アベル様、どうかなさいましたか？」

　数学の専門書を開いていたキースが顔を上げる。

「キース先生、エセルを迎えに行け！」

「……何をおっしゃっているのです。彼女は明日結婚するんですよ」

「だったらさらいに行けよ！」

「……そんな真似はできません。彼女を不幸にしてしまう」

「そんなの逃げだ！　先生はずっとエセルを見てきたんだから、エセルの気持ちをわかっているはずだ。ただ先生はエセルを幸せにする自信がないだけだろう？　だから意い気く地じなしだなんて言われるんだ！　好きなら正々堂々と戦えよ。両想いなのに、結ばれないなんておかしいだろう？」

　するとキースが顔をうつむけ、低い声で語りだす。

「……エセルの父上、レフリス男だん爵しやくは、わたしが大学を首しゆ席せきで卒業したら、娘を嫁がせてもいいと言ってくれました。だからわたしは、結果を出してアベル様の家庭教師の職についたあと、男爵に結婚の許しを乞こいに行ったのです。──しかし、反対されてしまいました」

「どうしてだ？」

「娘に苦労はさせたくない。庭師の息子に嫁がせるなんてとんでもないと言われて。それに、わたしの大学の費用を援えん助じよしてくれたのは、レフリス男爵だったと後から知りました。わたしが気に病まないように奨しよう学がく金きんという形で陰かげから援助してくれていたのです。返すあてのないお金を借りている身で、彼女に告白などできません」

「……だからって！」

「それに、わたしの父と母が亡なくなったときには葬そう儀ぎまで出していただいた恩おん義ぎもあります。恩人の娘をさらうような真似はできません」

「それでエセルが不幸になってもか？」

「…………」

「ああ、もうじれったい！　父上に頼んで学費くらい俺がなんとかする」

「いえ、国王陛へい下かにご迷めい惑わくをおかけするなんて恐おそれ多いことです！」

「こういうときに王族の立場を利用しなくていつするんだ。事情を知ったら父上は絶対に反対しないから、先生は心配するな。さあ、エセルに会いに行くぞ！」

　アベルに強引に手を引っ張られ、キースは動揺しながらも部屋から出て行った。
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　純白の花嫁衣い装しようの前で、エセルは椅子に座ったまま遠くを見ていた。

　明日、自分は結婚する。

　キース以外の誰かのものになるのは嫌だったが、もう後戻りはできない。

　それにキースはエセルと結婚するつもりがないのだから、誰が相手でも一緒だ。

　結婚相手のクリフが男爵家の財ざい産さん目当てでよかったと心底思う。

　もしエセルが他の男性と夜を共にしたことがあると知られても、財産目当てなら、目をつぶってくれるだろう。

　慎つつしみのない女は嫌いだと、よそに女性を囲ってエセルに見向きもしなくなればかえってありがたい。

　今夜で最後にしようと、昔のことを懐かしく思い出す。

　幼い頃、いじめられっぱなしのキースを見るたびに苛いら々いらした。

　弱虫のキースが大嫌いで、エセルは生意気に説教した。

「男のくせに情けないわね！　やられたらやり返しなさいよ！」

　するとキースは、穏やかな瞳でこう語った。

「──母から言われています。暴力で問題を解決しようとするのは、弱い人間のすることだと」

　毅き然ぜんとした態度にどきりとするエセルに、キースは頼りなく視線を逸らした。

「でも、これは力の弱い自分への言い訳かもしれませんね。わたしにできるのは勉強くらいですから」

　その瞬間エセルはわかった。キースは自分なりの方法で世間と戦っているのだと。きちんと自分というものをわかっているキースは、エセルには誰よりも立派な青年に見えた。

　そしてキースがいじめられる理由が、よれよれの服装にあることを知ったときも落ち込んだ。なぜならキースの母は病やまいで寝たきりになり、家事ができなくなっていたからだ。

　気がつくとエセルはキースのために洗せん濯たくを覚え、裁さい縫ほうの腕を上げ、いじめっ子を追い払うようになった。その過保護ぶりはキースの母が亡くなった後、恋心とともに加速した。

　すると今度は女の子のエセルにかばわれていることが、いじめの原因になった。だが、キースは黙々と勉強に励み、王都で数人しか許されない奨学金を貰い大学入学を決めた。

　キースの勉強が認められると周囲は手のひらを返したように、彼をもてはやすようになった。キースが遠くに行ってしまったようで寂しい思いをしていたときに、『卒業するまで待っていてほしい』と言われ、彼に必要とされたことに幸福を感じた。

　迷わず彼について行くことを決め、『待っているわ』とすぐに答えた。

　かなわない夢だとも知らず、何年も約束を信じてきた自分が馬鹿らしい。

　それでも今もなおキースを好きな気持ちに一点の曇くもりもないのに、どうして人生は思い通りにいかないのだろうか。大人になんてなりたくなかった。ずっと子供のままでいられたら、永遠にキースのそばにいられたのに。

　そうして、いつまでもキースへの未練を断ち切れない自分に嫌いや気けがさす。

　エセルは重々しくため息をつくと、育ててくれた両親に最後の挨拶をするため、部屋を出る。階段を下りると、扉の向こうから父の声が聞こえてきた。

「いよいよ、明日は結婚式だな。これでレフリス男爵家も安あん泰たいだ」

「でもあなた、エセルは少しも幸せそうじゃありませんわ。やっぱりキースとの仲を認めたほうがよかったのでは？　キースがエセルを欲しいと頭を下げてくる前から、あなただってキースなら信頼できると言っていたのに」

「──上の娘が駆け落ちなんてしなければ、そりゃ考えないではなかったよ。わたしは篤とく志し家かという美点を売りにしている。駆けだしの才能ある学者に娘をやれば、先せん見けんの明めいがあるとわたしの株も間違いなく上がっただろう。キースなら我が家の役に立つと考えて、王都の大学を首席で卒業したら結婚を認めると条件を付けたんだ」

「その難しい条件をキースは立派にやり遂とげたわ。それだけエセルを想ってくれているということでしょう？　キース以上にエセルを大切にしてくれる男性はいないかもしれませんわ」

「だがしょせんは庭師の息子だ。誰が娘二人を平民なんぞにくれてやるものか。やれやれ、まさかのために保険をかけておいてよかった。学費を出してもらった分ぶん際ざいで、エセルに求婚なんてできないだろうからな」

　エセルは驚いた。キースは奨学金で大学を出たのではなかったのか。

　──まさかお父様は最初からキースに恩を売ってわたしと引き離すために、わざわざ学費を援助したの？

　エセルは足音をたてずに階段を駆け上がって部屋へと戻った。

　幼い頃からキースにくっついて世話を焼き続けたエセルの気持ちに、両親が気づかないはずがない。

　キースがそんなに前からエセルと結婚したいと父に願ってくれていたことが衝しよう撃げきだった。

　──お父様に反対されたから、何も言ってくれなかったのね。

「ごめんなさい、キース」

　せめて最後にひと目キースに会って謝りたいのに、それさえも許されない。結婚後はしばらく領地で新婚生活を送ることが決まっているからだ。

　打ちひしがれていると、部屋の窓ガラスを叩く音がした。

　はっと顔を上げると、べランダにキースが立っている。

　エセルが急いで窓を開くと、後から木をよじ登ってアベルもやってくる。どうやら庭から忍しのび込んだらしい。

「アベル様まで、どうして……？」

「エセルを迎えに来たんだよ。な、キース先生」

　キースはしばらく迷ってから口を開く。

「……この結婚で、貴女あなたは幸せになれるのですか？」

「──キースでなければ、誰と一緒にいてもわたしは幸せにはなれないわ」

「……エセル」

「これまでのこと、ごめんなさい。最後に会えてよかった。──さよなら、キース」

　エセルが静かに窓を閉めようとするのを、キースが手で押さえる。

「わたしの幸せも、貴女なしには成り立たない。いつでも本当のわたしを見てくれたのは貴女だけでした。そんな貴女を得たい一心で、わたしは……」

　エセルの瞳がたちまち涙で切なくうるむ。

「もっと早くにその言葉を聞かせてほしかったわ。でももう無理なの。陛下に結婚の許可をいただいてしまったし、父は娘の幸せより男爵家の体面が大事なの。今逃げたら、キースだって罪つみに問われるわ」

「貴女のためなら、すべてを失ってもかまわない」

「……キース」

　涙ぐんで見つめ合う二人に、アベルが得意気に笑った。

「要するに、男爵をどうにかすればいいんだな」

「アベル様？」

　エセルとキースが、自信に溢れるアベルをしげしげと見つめる。

「──こんな結婚、俺がぶっ潰つぶしてやる」
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　日が暮れる頃、サミュエルが王宮に戻ってきた。その足で、エイミーの見舞いに訪れる。

「お前、大丈夫か？」

　気き遣づかう声に、エイミーはゆっくりと瞼まぶたを開いた。ブレンダが神殿と連絡を取るために出かけていたので、二人きりだった。

「ただの風邪だそうです」

　心配をかけないように答えながら、いつも暗く陰っていたサミュエルの瞳に強い意志が宿っているのを見て、エイミーは微笑ほほえんだ。

「わたしが心配するまでもありませんでしたね。──留学、決まったんですね」

「ああ」

「セドリック殿下も喜ばれたでしょう？」

「いや、まだセディには知らせていない。今から城に帰るところだ」

　エイミーは驚いた。まさかサミュエルが弟より先に知らせてくれるとは思いもよらなかったからだ。きっと体調を心配して会いに来てくれたのだろう。

　サミュエルが恥ずかしそうに、エイミーに告げた。

「……もしよければお前もシェナブリアに一緒に来ないか？」

「どうしてわたしを……？」

「お前のくれたお守りのおかげで、発作を起こさずに、最後まで全力で演奏ができた。この先もお前が一緒にいてくれたら、もう病気に怯おびえる必要もなくなると思うから……」

「……菫の花を摘つんでくれたのはセドリック殿下です。そして菫の効こう能のうを教えてくれたのは、アベルなんです。殿下を助けたのは、わたしではありません」

　優しい目で語るエイミーに、サミュエルが呆ぼう然ぜんと呟く。

「わたしを助けてくれたのは、セディとあいつ……？」

　憎んでいる弟に窮きゆう地ちを救われた事実は、やはりサミュエルには屈くつ辱じよくだったらしい。

　しばらくの葛かつ藤とうの末、サミュエルは苦笑した。

「まあ、お前はこの国の未来の王妃だし、連れていくわけにもいかないか。だがお前のおかげでわたしはこれから自分に誇りを持って生きることができそうだ。わたしもお前のように誰かのために尽つくせる人間になりたいと思っている」

　それは常に傲ごう慢まんな態度を崩さなかったサミュエルからは考えられないほどの変化だった。

　エイミーは真剣な顔でサミュエルを見た。

「わたしが誰かの役にたちたいと思ったのは、アベルの影響です。いつでも誰かの優しさに甘えてばかりの自分が恥ずかしかったから、変わりたかったんです」

「……お前のためにわたしにできることはないのか？」

「でしたら殿下にひとつお願いがあります。──アベルを弟として認めてくれませんか？」

　たちまちサミュエルが言葉に詰まる。これまでの関係を考えればすぐに受け入れるなどできるはずもない。

　そっと目を閉じたサミュエルは、落ちついた様子でため息をついた。

「わたしもあいつに罪がないことはわかっている。ただ、母上を失ってからずっと憎しみだけが、わたしを支えてきた。急に考えを変えるのは難しいが、それがお前の望みなら努力はしてみる」

「ありがとうございます」

　笑顔でサミュエルと別れたエイミーは、暗い気持ちになった。

　──やっぱりサミュエル殿下とアベルが仲良くなるのは無理なのかしら？

　あれがサミュエルにとっての最大限の譲じよう歩ほだとわかっていたので、それ以上は言えなかった。

　ため息をついて重い身体を横たえていると、アベルの母アンナがエイミーの部屋を訪れた。きっとアベルを捜しに来たのだろうと思ったが違うようだ。

「体調が悪いのに、ごめんなさい。ただあなたにお礼が言いたかったの」

「お礼？」

「……アベルがつらいときに、励ましてくれてありがとうと伝えたかったの。あなたのおかげであの子はいつものあの子に戻れたわ。それに……あなたはアベルの聖なる花嫁だと陛下に伺いました」

　アンナの笑顔が前より親しげに感じられるのは、エイミーが息子の嫁になるとわかったかららしい。先ほどのサミュエルの険けわしい顔を思い出したエイミーは、事実を知りたくて思いきって話を切り出した。

「あの、こんなことを聞くのは失礼だとわかっていますが、……アンナ様はどうして国王陛下の側そく室しつになられたのですか？」

　アンナは虚きよをつかれたようだが、しばしの逡しゆん巡じゆんのあとためらいながら語りだす。

「わたしは、実家にいるのが嫌で王宮に奉ほう公こうに出て前王妃様にお仕つかえしました。王妃様はお優しい方で、お仕えできることを誇りに思っていました。それに、王妃様を大切に想う国王陛下の姿に憧れてもいました。わたしの両親は親の取り決めで結婚して、後継ぎが産まれたあとは、どちらもよそに恋人を作って家には帰ってきませんでしたから」

「王妃様と国王陛下は仲が良かったのですね」

「……陛下が王妃様を想っていたのはたしかですが、最後まで気持ちが通じ合うことはありませんでした。王妃様は音楽家になる道を絶たたれて陛下に嫁ぐことになったので、心を閉ざしていましたから。王妃様も陛下を憎からず思っていましたが、気持ちを受け入れたら、音楽を捨てることになると思い込んでおられました。そんな王妃様の慰なぐさめはピアノだけでしたが、サミュエル殿下が生まれて、ご自分の夢を子供と共有できることが嬉しかったようで、ますます音楽しか見えなくなってしまわれて。やがて王妃様が音楽に没頭しすぎて時間を忘れてしまうことが、お二人の間にさらに大きな溝みぞを作ってしまって……」

　暗い顔でアンナが口を閉とざすので、どうやらそれ以上打ち明けられない事情があるようだ。やはり国王が亡き王妃の愛した音楽を憎むにはそれなりの理由があるらしい。

「王妃様をお好きだった国王陛下をご存知なのに、側室になるのはつらくありませんでしたか？」

「……わたしは、王妃様に気に入られ、誰よりもそばでお二人を見てきたので陛下のお気持ちは痛いほどわかっていました。だから王妃様を失った陛下が痛々しくて、気がつくと陛下のそばにお仕えするようになりました。ところが三年くらい過ぎたある日、陛下に女性としてそばにいてほしいと懇こん願がんされ、怖くなって逃げるように実家に戻ったのです」

「まさか、無理やり側室にされそうになったのですか？」

「いいえ、陛下はそのような方ではありません。ただ怖かったのです。一緒にいて陛下に惹かれていく自分が。王妃様以上に愛される自信がなくて、逃げ出したのです。ところがある夜、陛下が人ひと目めを忍んで会いに来てくださいました。自分の気持ちを率そつ直ちよくにお伝えしたら、怒りながら言われました。『王妃を失ったわたしを、お前はその負けん気の強さで励まし続けてくれた。わたしの人生にはお前の支えが必要だ』と。その力強い言葉を聞いて、迷いは消えました。そして陛下のおそばにいるために、側室になったのです」

　アンナの真っ直ぐな瞳は、どこまでもアベルに似ていた。

　──アンナ様も心から国王陛下がお好きなのね。

「アベルに嫁ぐ女性に話せてよかった。たぶん未来であなたと会える機会は限られているでしょうから」

　言われてエイミーは、遅まきながら気がついた。

　──アベルが国王になるとき、それはアンナ様にとって愛する人の死を意味するんだわ。

　自分の鈍どん感かんさが心底嫌になる。

　何よりアンナの口ぶりから、国王が亡くなったら、王宮を去るつもりだということがわかった。それがどれだけアベルを孤こ独どくにするか、さすがのエイミーにも想像できた。

　──わたしなんかが聖なる花嫁になって、アベルを支えることなんてできるのかしら？

　アンナの想いの強さを知った今、エイミーは子供じみた自分に自信が持てなくて落ち込んだ。あんなにアベルの聖なる花嫁になることを拒んでいたはずなのに、いつの間にこんなことを考えるようになったのだろう。

　すると、アンナがエイミーの不安を読み取ったように両手をぎゅっと握った。

「あなたは、そのままでいいのです。──アベルをお願いします」

　戸と惑まどうエイミーに遠えん慮りよして、アンナは答えを聞かないまま部屋から出て行った。ふと視線を向けると、床に白い封筒が落ちている。

「誰のかしら？」

　拾いあげて宛あて名なを見るが裏も表も真っ白で封ふうもされていないので、誰に渡したらいいのかわからない。こうなったらエイミーが差出人を確認して、そっと返すほうがいいだろう。

　人の手紙を無む断だんで読む罪ざい悪あく感かんにかられながら、エイミーは思いきって取り出した。

　そして最初の一文を目にした瞬間、はっとした。




　──マーガレット様、お元気ですか？




　どうやらアンナが亡き王妃と交わした手紙らしい。

　しかし手紙の持ち主がわかったのに、気がつくとエイミーは文面に引き込まれていた。
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　翌日、純白の花嫁衣装に身を包んだエセルのもとへ、父親がやってくる。

「ほう、なんともまあきれいだよ、エセル。さあ行こう、花はな婿むこが待っている」

　エセルは儚はかなく微び笑しようしながら、父が差し出す腕に手を重ね、式場となる聖堂の扉の前まで歩く。大扉が開くと荘そう厳ごんなオルガンが鳴り響き、赤い絨じゆう毯たんを踏んで一歩ずつ前へと進んだ。

　父の腕を離れ、花婿クリフの隣に並ぶと、司祭が厳おごそかに告つげた。

「この結婚に異い議ぎを唱となえる者がいなければ、神の御み名なにおいて夫婦の誓せい約やくを結びます」

　もちろん声をあげる者はいない。けれど花嫁のエセルだけは違った。

　──わたしだってキースのためなら、すべてを失ってもかまわない。

　キースは今まで積み重ねた努力のすべてを、エセルのために投げ出してもいいと言ってくれた。たとえ結ばれない運命だとしても、キースへの想いを貫きたかった。

　死すら覚かく悟ごしてエセルが毅然と顔を上げたとき、声が響いた。




「──わたしは反対です」




　大扉を開いて現れたキースが、一直線に祭さい壇だんに向かって駆けてくる。エセルは思わずドレスの裾すそを乱しながらキースの元へと走った。

「エセル、愛しています。わたしと駆け落ちしてください」
















　それは姉の恋に憧れていたエセルが一番待ち望んでいた言葉だった。嬉しさのあまり瞳を潤うるませたエセルが差し出された手を取ろうとしたところで、レフリス男爵が叫さけんだ。

「誰か、式を妨ぼう害がいする侵しん入にゆう者しやを捕とらえろ！」

　その声に応じて黒服を着て目ま深ぶかに帽子をかぶった二人の男が絨毯を踏みしめて聖堂に押し入ってきた。怯えるエセルに見向きもせずに通り過ぎ、新郎を取り囲むように立つので、クリフがぎょっとなる。

「な、何事だ？」

「王都秘密警けい備び隊たいです。クリフ・エーベルト卿きように逮たい捕ほ状じようが出ています。詰め所までご同行願います」

　たちまちクリフの顔色が変わる。

「馬鹿な！　なぜわたしが逮捕されないといけないんだ！」

「重じゆう婚こん罪ざいです。貴き殿でんはすでに結婚していると通つう報ほうを受けています」

「わたしはそんなことをした覚えはない！」

　すると金髪の男が、懐ふところから一枚の紙を取り出す。

「これがその証しよう拠こです」

　差し出された紙片を凝ぎよう視ししたクリフはさっと顔色を変えた。横からひったくるようにレフリス男爵が紙を奪って目をむく。

「これは、結婚許可書じゃないか！　しかも君のサインが入っている。まさか異国に留学している間に、君はよその娘と結婚していたのかね？」

「何かの間違いです！」

「だが、ここに動かぬ証拠があるではないか。我が家に婿むこ入いりする君のためにわたしが費用を用立てた遊ゆう学がく先で、まさか娘以外の女性とただならぬ関係になっていたとは」

「あ、あれは酔よった勢いの口約束で、まさか書面が残っていたなんて……」

　とんでもない醜しゆう聞ぶんに招待客が騒ぎだす。黒服の男たちは顔を見合わせて頷き合った。

「では貴殿を連行します」

　近づく黒服の男に気け圧おされ、クリフがじりじりと後退した。この国で重婚罪は死し罪ざいに近い極きよつ刑けいとなる。怖おじ気けづいたクリフはくるりと背中を向けて足早に逃げ出した。

「待て！」

　黒服の男が急いで後を追いかける。

　その光景を呆然と見ていたレフリス男爵夫人は、キースと寄り添う娘に言った。

「エセル、好きな人と一緒になりなさい。お前が幸せならわたしはそれで十分です」

　母の後押しに、エセルは泣き笑いの顔になる。

「……お母様、ごめんなさい」

「男爵夫人、必ずエセルを幸せにすると約束します」

　真っ白なヴェールを脱ぐと、エセルはキースに手を引かれて駆けだした。

「エセル、どこへ行くんだ！」

　娘の脱だつ走そうに気がついた父親が二人をつかまえようと動きだす。

　外に出ると聖堂の前に止まっていた馬車の扉が開き、小柄な少年が姿を見せた。

「エセル、キース先生早く！」

　馬車から身を乗り出すその姿に、レフリス男爵が困惑する。

「アベル殿下、どうしてこんなところに。……まさかすべては殿下が仕組んだのですか？」

「悪いな、男爵」

　エセルたちを乗せた馬車が扉を閉めて勢いよく走りだす。

「待ちなさい、エセル！」

　レフリス男爵の叫び声がむなしく遠ざかった。
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「あれだけ恥はじをかかされたら、もうエセルをキース先生以外に嫁がせることはできないだろうな。それにしてもセドリック兄上は、よくこんな短期間でエセルの婚約者のことを調べ上げることができましたね」

　花嫁を連れて馬車へと乗り込んだ一行は、夕方、途中の道で黒服に身を包んだ兄二人と合流して王宮へと向かっていた。

「二人のことを小説の題材にしたくて下調べしていたのが、たまたま役に立っただけだ。異国の結婚許可書がどんな書類か知りたくて浮気相手の令れい嬢じように見せてほしいと手紙で頼んだら、金貨五枚で譲ゆずってくれたよ。もう結婚して子供もいて幸せだから不要だってさ。サミュエル兄上も、ご協力ありがとうございました。今のわたしには警備隊を動かす権けん限げんはないので」

　セドリックが礼を言うと、サミュエルが黒服のまま足を組んでため息をつく。エセルの奪だつ還かんに文句も言わずに協力してくれたのは、正直アベルは意外だった。

「あいつの命がかかっていると聞かされたからしかたない」

　王族三兄弟の会話を耳にして、エセルが不安そうに言う。

「助けていただいてありがたいのですが、こんな大だい胆たんな真似をして父に逆らった以上、すぐに逃げないと、きっと罰ばつせられます」

「エセル、心配しなくていい。父上に取り計らってもらうから」

「ですが、貴族同士の結婚は、国王陛下の許可を得たうえでのものなのは、ご存知ですよね？　わたしを連れ去るような真似をすれば、陛下もお許しにならないでしょう」

「いや、信じられないだろうけど、実は……」

　アベルは丁てい寧ねいに事情を説明した。それはエイミーが過去へと来たくだりから始まった。

「……というわけで、エセルとキース先生が結婚しないとあいつが生まれなくなる。それに二人は未来で結婚しているんだから問題はないはずだ」

　まさかの会話の内容に、エセルとキースは手を取り合ったままぽかんとしている。セドリックの立てた計画とはいえ、派手に式をぶち壊こわし、駆け落ち同然で逃げてきた自分たちが最初から結婚する運命だったと言われても、すぐには信じられないのだろう。

　日が暮れる頃、王宮に戻ったアベルたちはエイミーが寝ている部屋へと駆け込んだ。

　しかし、エイミーの身体は透すき通って輪りん郭かくが淡く滲にじみ、意識を失っていた。今にも消えそうな姿にアベルはブレンダを睨にらみつける。

「エセルを取り戻したのに、どうしてこいつの体調は回復しないんだ？」

　するとブレンダが冷静な眼差しをアベルに向けた。

「……エイミー様がこの世に存在できなくなる事情が続いているからでしょう」

「だから、エセルの結婚は阻止しただろうが！」

「わたしが言いたいのはそういうことではありません。大巫女様がわたしに教えた時空を超える最大の禁忌は、この世に同じ人間が存在することです」

「……同じ人間って、結婚前の二人に子供が生まれるはずもないのに……」

「つまり、生まれるのはまだ先ですが、この世に誕生しようとしているのでしょう」

「は？」

　アベルはわけがわからないという顔になるが、エセルとキースは顔を真っ赤にして互いから目を逸らす。エセルがなだらかなお腹に手をあてたので、ブレンダは確信を得たようだ。

「どうやらわたしの予感はあたったようですね」

　そこへ女によ官かんの一人が部屋へとやってきた。

「アベル殿下、国王陛下がお呼びです」

「……たぶんエセルの件だろう。ちょっと行ってくる」

「わたしも父上に留学のことを報告しないとな」

　覚悟を決めた顔で動き出すサミュエルの横で、帽ぼう子しを目深にかぶったセドリックが不安そうに言う。

「……兄上、父上は絶対にお許しになりませんよ」

「わかっている。ただこれは、わたしなりのけじめだから」

　戸惑うセドリックを置いてアベルとサミュエルが謁えつ見けんの間まに向かうと、礼装のまま怒りをあらわにするレフリス男爵と険しい顔をした父王が待っていた。

「アベル、お前がレフリス男爵家の結婚式を妨害したという話は本当か？」

「事実です」

「いくら王太子殿下が相手でも許されることではありません！　今すぐエセルをお返しください！」

　怒り狂う男爵を無視して、アベルは静かな声で告げた。

「父上、これには事情があります。未来の聖なる花嫁はエセルとキース先生の子供なのです。だから二人が結婚しないと、次代の聖なる花嫁がこの世に生まれなくなります」

「──なるほど、そういうことか」

　話を聞き終えた国王は、事情がわかっていないレフリス男爵に厳かに告げた。

「申し訳ないが、レフリス男爵令嬢はアベルの家庭教師キースと結婚してもらう」

「し、しかし、キースはしがない庭師の息子です。身分違いにもほどがあります！」

「キースは将来、尊とうとい立場に置かれると言っても？」

「不確定な未来を前ぜん提ていに話を進めるのはおやめください。キースがどうやったら男爵家と家か格かくが釣り合うくらい出世できるのですか！」

　国王は厳めしい顔のまま、男爵にきっぱりと言った。

「それなら十五年後に事実がはっきりしたら、キースには新たな爵位を与えることにしよう。むしろ男爵位程度では不ふ相そう応おうだからちょうどいい」

「それでは、我が家はいったいどうなるのです？　娘を二人とも失えば、後継ぎが……」

「商家に嫁いだ長女の結婚相手を養よう子しに迎えて、家を継げるよう手配する」

「……ですがこんな形で娘を奪われたら、我が家の評判が！」

「ならば二人に罰を与えれば、男爵の気もすむだろう？　しばらくの間、二人を王都から追放する。それでも王命に従えぬというのか、レフリス男爵」

　国王に威い厳げんたっぷりに睨まれ、レフリス男爵は萎い縮しゆくする。

「……めっそうもございません、国王陛下」

「ご配はい慮りよ感謝します、父上」

　意気消しよう沈ちんしたレフリス男爵が去ったあと、成り行きを見守っていたサミュエルが堂々とした様子で父王の御ご前ぜんに立ち、凜り々りしく膝を折った。

「父上、わたしはシェナブリアに留学します」

「わたしが許すと思っているのか？」

「音楽大学の学長が無む償しようでわたしの留学を援助してくれると約束してくれました。わたしは今日を限りに王族の地位を捨て、シェナブリアへ行く道を選びます。卒業後は音楽で身を立てたいと思っています」

「そんな身勝手を許可するつもりはない！　世間知らずなお前には無理だ！」

「──父上、もうサミュエル兄上を解放してあげてください」

　ハンチング帽をかぶったセドリックがそっと背後から姿を現したので、アベルはぎょっとした。サミュエルを心配して追いかけてきたに違いない。

「な、セドリック、お前、身体は……」

「事故で怪け我がを負ったというのは噓うそです。申し訳ありません」

　セドリックの身体を上から下まで凝視した父王は、怒りをあらわにした。

「親を騙だますとは、なんてやつだ！」

「厳げん罰ばつは覚悟しています」

「無事だとわかった以上、未来の国王はお前だ！」

「わたしが王位を継げば、サミュエル兄上の留学を認めてくださるのですか？」

「誰が認めるか！　サミュエルは、臣しん下かとしてセドリックに仕えなさい。これは命令だ」

「国王陛下、お待ちください」

　その声にアベルたちが振り返ると、ブレンダに支えられたエイミーが立っていた。

　エイミーはしっかりとした足取りで、驚く三兄弟をかばうように前に出る。

「──王妃様の自由は認めたのに、殿下たちを縛しばるのは間違っていませんか？」

　たちまち国王の顔色が変わるが、アベルはわけがわからない。

「お前、何を言っているんだ？」

「前王妃様は、亡くなられたのではなく芸術の道を選ぶために王宮を去ったんですよね。国王様が芸術を嫌うのは、音楽に王妃様を奪われたからでしょう？」

　国王が拳を震わせる。

「……でたらめを言うな！」

「いいえ、真実です。わたし、アンナ様がシェナブリアで暮らす王妃様に宛あてた手紙を読んだんです。殿下方のためだと事情を説明したら、アンナ様は素直に認めてくださいました。二人は今でも密みつに連絡を取って近況を教え合っているそうです。国王様は当時、王妃様から生き甲が斐いである音楽を奪い、その結果王妃様は心を病んでしまった。だからセドリック殿下がお生まれになったあと、亡くなったことにして城から出してほしいと懇願する王妃様の願いを聞き届けられたのですよね」

「エイミー、その話は本当なのか？　母上は生きているのか？」

　セドリックが唇を震わせる。母親の死に責任を感じていただけに、衝撃が大きいようだ。

「王妃様に去られた傷しよう心しんの国王様を支えたのが、アンナ様だそうです。そして惹かれ合った二人の間に生まれたのがアベルなんですよね？」

　厳げん格かくな国王が言い返すこともできずに口を閉ざす。その態度が息子たちにエイミーの話が事実であることを教えた。

「だからセドリック殿下が、王妃様の死を気に病む必要はないんです。そして、サミュエル殿下も、もうアベルを憎む必要なんてないんです」

　エイミーの真剣な眼差しに、アベルがはっとする。

「お前、まさか俺のためにそのことを知らせに来たのか……？」

　必死にアベルたちを守るように立つエイミーの横顔は大人びていて、出会った頃のあどけない少女の面おも影かげはない。

　サミュエルが攻撃的な瞳でエイミーを見み据すえる。

「だが、母上はいつも王宮にいるのがつらいと言って泣いていた。侍女に寵ちよう愛あいを奪われた苦しさから異国に去ったのではないのか」

「違います。国王様は生活の中心が音楽だった王妃様が不満で、音楽に触ふれることを一切禁きんじたのです。王妃様が泣き暮らしていたのは、そのせいです」

　エイミーの言葉に打ちひしがれる父王は、アベルの目にはいつもより頼りなく見えた。常に王としての威い厳げんに満ちた父からは考えられない姿だ。父が音楽を憎む真の理由は、おそらく王妃から音楽を奪って苦しめたあげく、失った過去を思い出すのがつらいからだろう。そこまで思い詰めるほど父は王妃を愛していたのに、なぜ去られたあとも気き丈じように国王の役目を全うできたのか。それはアンナがいたからに違いない。きっと今目の前で、自分たちをかばうように立つエイミーのように、力強く母は父を支えてきたのだ。

　未来の世界でエイミーがそばにいれば、自分も国王にふさわしい人間になれるだろうか。国王になればディセルナティアを守っていける。そしてたとえ家族が離れ離れになっても、帰る場所となる国を守ることで皆の心をひとつにつないでいける。

　一生をかけるにふさわしいやり甲が斐いのある壮大な夢は、これ以上にないと思えた。

　アベルは決意の目で一歩前に進み出る。

「──では、俺が立派な王太子になれば、兄上たちの自由を認めてくださいますか？」

　サミュエルが困惑しながら口をはさんだ。

「だけど、お前にだって夢があるんだろ？」

「……俺の夢は考古学者ではなく、ただこの王宮から出ることでした。側室の息子にすぎない俺が王宮に住み続けるのは、息苦しいですから。それに才能豊かな兄上たちに気き後おくれしていたのもたしかです。俺の夢は自分に逃げ道を作ることでした。自分のやりたいことを目指す兄上たちとは、真剣さが根本から違ったんです」

「アベル、お前を犠ぎ牲せいにしてまで、わたしたちは夢をかなえたいとは思わないよ」

　セドリックの説得にアベルは首を振った。

「いいえ、今夜を境さかいに俺の夢は立派な国王になることに変わります。──この国を支えられる人間になって、兄上たちの夢と、父上と母上を守っていきます」

　アベルは兄たちの顔を真しん摯しに見た。

「だからお二人は、自分の道を選んでください。それが俺の望みです」

「アベル」

「……お前」

　セドリックとサミュエルが言葉をなくしている。国王がためらいながら口を開いた。

「……だが国王になる道を選べば、つらい思いをするのはアベル、お前だぞ。苦しみを分かち合える兄弟がいればまだいいが、聖なる花嫁の血を引かない王太子が国を背負う重じゆう圧あつは、耐たえがたい孤こ独どくを伴ともなう」

　どうやら国王は、ただ芸術が嫌いなだけでサミュエルを国にとどめようとしたわけではないらしい。未来の国王の助けとなる存在を、兄弟の絆きずなに期待していたようだ。

　戸惑う国王に、エイミーは空色の瞳を真っ直ぐに向けて言った。

「アベルにはわたしがいます。わたしが苦しいときも哀かなしいときもアベルを支えていきます。──だってわたしは、アベルの聖なる花嫁ですから」

　エイミーの宣言にアベルは目を見張るが、同時にエイミーの背中がひどく遠くに感じられた。自分には手の届かない、はるか先の未来を見ているように思えた。

　聖なる花嫁エイミーの言葉が国王に決断をさせる。

　毅然と前を向くエイミーの姿に、国王が重々しい息を吐き、アベルを見据えた。

「アベル、お前の覚悟はよくわかった。以後、容よう赦しやはしない。もう泣き事も逃げ出すことも許さないぞ」

「──わかっています」

　国王は諦てい観かんの念を漂ただよわせながら、二人の息子に厳しい視線を向けた。

「お前たちは、好きに生きなさい。ただしアベルにすべてを任せて国を出ると決めた以上、親の死に目にも会えない覚悟で、自分の道を全うしろ。──お前たちの母がそうしたように」

　セドリックとサミュエルは表情を引きしめて頷いた。

「ありがとうございます、父上」

「心から感謝します」

　すべてを見届けたエイミーは、命の灯ともし火びを削けずるように弱々しい光を放ちながら、力なくその場に崩れ落ちた。
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「万が一の事じ態たいが起きたら、エイミー様を神殿に連れ戻すように命めいじられていました」

　そう告げるブレンダの判断でその夜、エイミーの身み柄がらは神しん殿でんに移された。

　エイミーが意識を取り戻すと、枕元にはサミュエルとセドリックがいた。

「わたしはいつか、お前のために曲を作るよ。そして次にお前に会うまでに立りつ派ぱな音楽家になって、あいつを選んだことを後こう悔かいさせてやるからな」

「……サミュエル殿下の曲を楽しみにしています」

「エイミー、わたしもお別れを言いに来た。ディセルナティアを出て異国で暮らすことにしたよ。担当の編集者がいる国へ誘われていたから受けるつもりだ。エイミーが生まれたら新作は必ず送る。未来で会ったらまとめて感想を聞かせて」

「はい、必ず」

　セドリックとサミュエルが廊ろう下かに出ると、アベルがいた。うつむいたまま立ち尽くすアベルに、サミュエルは皮ひ肉にくそうに告つげた。

「お前の恋は前ぜん途と多た難なんだろうが、まあがんばれよ。わたしは明日、大切な演奏を任まかされているから城に戻る」

「アベル、お前にすべてを押しつける形で国を去ることになってすまない。でも、エイミーがいればお前は大丈夫だ。父上とディセルナティアを頼んだよ」

「……兄上たちも、お元気で」

　サミュエルまで兄と呼んでしまい慌あわてるアベルに、サミュエルは唇くちびるを綻ほころばせた。

「セディとも会えなくなって寂さびしくなるから、兄と呼ぶことは許してやる。それから……、今まですまなかった。わたしたちに自由をくれてありがとう、──アベル」

　初めて兄に名前を呼ばれ、銀の瞳ひとみを丸くするアベルにサミュエルが可お笑かしそうに笑う。

　そうしてアベルに見送られ、振り返りもせずに二人は廊下を歩き去った。

　無事に和解した三さん兄きよう弟だいの姿にエイミーはほっとしたが、問題が解決しても元の時代に帰れる兆きざしはない。どうやら自分が過去に来た目的は別にあるようだ。

　大おお巫み女この力で守しゆ護ごされた神殿内で、エイミーは少しだけ元気を取り戻すことができた。

　それでもエイミーがこの世に誕生するまでに未来へ戻らないと、命の保証はできないらしい。だが、どうしたら帰れるのかエイミーにはわからない。

「ブレンダ、ちょっと庭を歩いてきてもいい？」

「かまいませんが、気をつけてくださいね」

「……ブレンダはなんだかお母様みたい」

「わたしは貴女あなたのように手のかかる娘は欲しくありません」

　互いに顔を見合わせると、くすりと笑った。

「未来の世界でブレンダはとっても口うるさい巫み女こ長おさになるの」

「──未来でもエイミー様の世話を焼く羽は目めになるのですね」

「お手て柔やわらかにお願いします」

「承しよう知ちしました、姫巫女様。わたしは貴女の明るい笑顔が大好きでしたよ」

　まるで最後の別れのようだった。

　ブレンダに見送られ、深夜、エイミーはどこかへ行ったアベルの姿を捜さがして神殿を歩く。

　もう春も終わる。この時代で過ごした数カ月を懐なつかしく思い出しながら、新緑の季節を迎えようとする爽さわやかな庭を歩く。大きな木の前まで進むとやはりと言うべきか、アベルは崩くずれかかった球形の遺い跡せきをぼんやりと眺ながめていた。

　エイミーが近づくと、アベルのほうから話しかけてくる。

「もう体調はいいのか？」

「平気よ。それにしても、また遺跡の見学？」

「──この遺跡は、世界の縮しゆく図ずだと言われている」

「世界の縮図？」

「一説によると、世界はこんな風に丸い形をしていて、海をはさんでひとつにつながっているそうだ。俺はずっと世界の果てまで冒険に出たいと思っていたけど、その説が正しければこの世に果てなんてないんだよな」

　ひどくもの惜おしげな表情がエイミーは気になった。

「やっぱり冒険に出たいのが、本音じゃないの？」

　しかしアベルは答えないまま、理知的な銀の瞳をエイミーに向ける。

「ここはディセルナティア初代国王が聖なる花嫁に求きゆう婚こんした場所だそうだ」

「それもセドリック殿下に聞いたの？」

「いや、自分で調べた。兄上たちもいないし、これから自分の世話は自分でできるようにならないとな。──それに、俺の夢はもうかなう」

「でもあんたの夢って、今は国王になることでしょう？　もしかして、わたしが余計なことを言ったから無理に決けつ断だんしたの？」

「違う。自分の意思で決めたことだ。俺がそうしたいと思ったんだ。こんな風にひとつのことを真剣にやり遂とげたいと思えたのは生まれて初めてだ。夢を追う兄上たちのように、俺はこの国で自分の可能性を試してみたい。これから一国の命運をかけた旅に出るんだから、最高の冒険ができるだろう？」

「夢がかなうってそういう意味なのね。だけど、あんたは将来……」

「未来の話はするな。すべては自分の目で確かめたい」

　希望に輝く瞳で、アベルは遺跡の台座に触ふれながら呟つぶやいた。

「……ここで初めてお前に会ったな」

　ほんの数カ月前のことなのに、ひどく懐かしい。

「最初に会ったとき、寝顔だけは可か愛わいかったけどな」

「だけ、は余計よ！」

　頭にきたが過去の世界でアベルがエイミーの容姿を褒ほめるのは初めてのことである。

　アベルが静かに言った。

「……キース先生たちは父上の命令で結婚が決まった。だけどエセルが婚約破は棄きした事情は公おおやけにできないから、お前が神しん託たくを受ける年まで王都から離れて暮らすそうだ」

「そう。お母様たちが上じよう司しの命令で結婚したってそういう意味だったのね」

　国王の取りなしがなければ、身分違いの二人の結婚は難しかっただろう。もちろんエイミーが生まれるせいもあるだろうが、愛し合って結ばれた二人の間に自分が生まれるとわかり嬉うれしくなる。真顔のままアベルが振り返った。

「それよりお前はどうなんだ？　本気で俺の聖なる花嫁になるつもりがあるのか？」

　エイミーは顔を赤くした。国王の前で、自分はアベルの聖なる花嫁だと言いきったとき、考えるより先に言葉が飛び出していた。今思い出すと、とてつもなく恥はずかしい。

「ど、どうしていまさらそんなことを聞くの？」

「だってお前……、他に想う相手がいるんだろう？」

　違うと答えようとして戸と惑まどった。成り行きはともかく、アベルの聖なる花嫁になると誓ちかったのに、はっきりと答えられない理由にエイミーは思いあたる。

　──そうか、わたしはずっと目の前の子供のアベルではなく、大人のアベルを見ていたんだわ。

　二人は同じ人物だけど、子供のアベルは十四年を共に過ごした未来のアベルとは、積み重ねた年月の長さだけ、違う人間に思えた。それに今目の前にいるアベルの花嫁も、これから生まれてくるエイミーであって、この時代に来た自分ではない。

　アベルはその鋭するどさでエイミーの気持ちが自分にないことに気がついているようだ。

　無言のままのエイミーに、アベルは真剣な顔で訊きいてくる。

「今も、俺が嫌きらいか？」

　素直になれなくて、エイミーはぷいとそっぽを向く。

「キス魔まは大嫌いよ。あんただってわたしが花嫁になるのは嫌いやなんでしょう？」

「──嫌じゃない」

「へ？」

　アベルは真ま面じ目めな口調でエイミーに問う。

「どうしたら俺のことを好きになってくれるんだ？」

　アベルのひどく大人びた瞳から逃げることができなくて、照れ隠かくしに膨ふくれっ面つらで言った。

「もっと女の子には優しくしてちょうだい」

「それから？」

「あと上品で紳しん士し的てきな態度を身につけてくれたら、たいていの女の子は嬉しいと思うわ」

「他には？」

「自分のことを俺って言うのはやめてよね。口調も子供っぽいわ」

「じゃあ、今から直す」

「それと、甘い物は無理して食べなくていいから。嫌いなものは嫌いとはっきり言って」

「……お前が作ったお菓子は美お味いしかった。一緒に食べられるだけで嬉しかった」

　エイミーの心がほっこりと温かくなる。噓を感じさせない素直さは、未来のアベルと重なった。

「これから王太子教育で忙しくなると思うけど、たまには会いに来て」

「できるだけ時間を作って会いに行く」

　答えを聞きながら、エイミーはたった今自分が口にした条件が、未来のアベルにあてはまることに気づく。

　たまらなく大人のアベルに会いたくなった。




　アベルの声が聞きたい。

　アベルの笑顔が見たい。

　アベルのそばに帰りたい。




　──ああ、そうか。わたしはアベルのことが好きなのね。




　もうとっくに自分はアベルに恋していた。

　エイミーが過去に来た本当の目的は、自分の恋を探すためだったのだ。

　ずっと出口の見えなかった感情に、恋という名前が与えられる。

　未来のアベルに会って、胸に溢あふれるこの想いを真っ先に伝えたい。

　そう強く願った瞬間、どこからともなく強い風が吹き、エイミーの身体からだが淡あわい燐りん光こうに包まれる。

「なっ！　どうなっているんだ？」

　驚くアベルに、エイミーは笑った。

「もう帰らないといけないみたい」

「……いつまで待てば、お前に会える？」

　すぐに、と答えようとして、エイミーは目を伏せた。

　自分は元の時代に帰ればアベルに会える。しかし、今のアベルが十四歳のエイミーと再会するのはずっと先の話である。

　そんなに長い時間待たせてしまうことに、エイミーの胸は痛んだ。

　未来の神託の場で、エイミーはアベルにはっきり嫌いだと告げてしまった。傷ついたアベルの顔が脳のう裏りに焼きついている。今度こそ気持ちを伝えたくて、奇き跡せきを信じて口を開く。

「十五年後の今夜、ここで待っていて。聖なる花嫁だからじゃなく、わたし自身を見て、わたしを好きになったら迎えに来て」

「じゃあそのときに、もし俺の花嫁になる気になったらお前の返事も聞かせてくれ」

「──未来で待ってる」

　エイミーの金髪が突風に煽あおられる。その身体を包む光が強くなり弾はじけた瞬間、エイミーの姿は時間の狭はざ間まに消え失せた。
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　満月がディセルナティアの神殿を淡く照らしている。

　素肌に風を感じてエイミーが目を開くと、目の前に球形の遺跡が建っていた。すぐ横には見慣れた真新しい記き念ねん碑ひもある。おそらくエイミーが約束の場所に選んだので、遺跡も一緒にアベルが残してくれたのだろう。

　そっと振り返ると遺跡の前に一人の青年が立っていた。

　艶つやのある黒髪を耳元で揺らし、月よりも冴さえ冴ざえとした銀の瞳の貴き公こう子しである。

　──迎えに来てくれた。これがアベルの答えなのね。

　ひどく真剣な顔をしたアベルが愛おしくて、エイミーはにこりと笑った。

「ただいまアベル、ずっと待たせてごめんね。──これがわたしの返事よ」

　エイミーはアベルに向かって真っ直ぐに駆けだした。青い衣い装しようの胸に両手を添そえ、そっとつま先立ちになって柔らかく唇を重ねる。

　ひんやりとしたアベルの唇が驚きに震えた。

　そっと顔を離すと、エイミーは背中で指を組み、頰を赤く染めながら言った。




「──わたしをアベルのお嫁さんにしてください」




　アベルの銀の瞳から涙がこぼれ、星が夜空を流れるように頰をつたい落ちていく。

「お帰りエイミー、ぼくの聖なる花嫁。──君が大好きだ」



















[image: ]




　氷ひよう雪せつの貴き公こう子しことディセルナティア国王アベルは、婚約したばかりの自分の聖なる花嫁が可か愛わいくてしかたなかった。

　笑顔が可愛い。

　空色の瞳ひとみは可か憐れん。

　首を傾かしげるとふわふわの金髪が揺れる姿が愛くるしい。

　先日、長年の恋がようやく実ったので、つい笑みがこぼれそうになるが、外ではクールな表情を保たもっている。

　十五年前、エイミーと別れてから、頼りになる大人の男になるため、研けん鑽さんを重ねた。

　その結果、優しい笑顔と紳しん士し的てきな態度を身につけた。

　しかし十代半ばを過ぎる頃から、興味のない少女たちに熱い眼まな差ざしを向けられるようになり、エイミーの前以外で、上品な青年のふりをするのが面めん倒どうになった。

　二は十た歳ちを超えても基本的に自分の気持ちに素直な性格は昔のままである。

　そのため冷え冷えとした空気を漂ただよわせるようになると、どうでもいい人間は近寄ってこなくなった。楽をするため、そのまま王宮では愛あい想そのない王おう太たい子しを演じることにした。

　氷雪の貴公子を続けること十年、今ではその冷れい酷こくさが国王にふさわしいと評判になった。

　けれどエイミーと王宮で毎日会えるようになって、氷は溶とけつつある。

「国王陛へい下かってああいう娘こが好みなのね」

　アベルがエイミーに甘い顔を向けるたび、人々がこそこそと囁ささやき合うがどうでもいい。

　過去の世界でエイミーが去ったあと、長い歳さい月げつを待ち続けるのはとても孤こ独どくに思えた。

　けれどその寂しさは、一年も待たずに消えた。エイミーが産まれたからである。

　朝の光を浴びて生まれた女の子。

　初めて覚えた言葉は「アベル」。

　自分の足で歩けるようになった日。

　いつからか自分で髪を結ゆえるようになり、一緒にお風呂に入らなくなった代わりに大人の階段を上っていった。

　自分と出会った記き憶おくのないことを寂しく感じるときもあったが、今ではこれでよかったのだと思っている。なぜならエイミーの前では王太子の地位から解放され、ただのアベルになれたから。

　エイミーと過ごした十四年の記憶は、アベルにとってすべてが宝物だ。

　そうやってエイミーの成長とともに年月を積み重ねながら、ずっと兄のように彼女を守っているつもりだった。けれどいつの間にか、自分こそがエイミーの存在に支えられていた。

　その事実に気がついたのは、父が亡なくなったときである。

　国を捨てた兄たちは、王位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつされ、親の死に目にも会いに来るなと言われていたので葬そう儀ぎへの参列も許されなかった。母も最愛の人の死に打ちひしがれ、葬儀が終われば墓を守るために王都を去ると宣言した。それは国王となるアベルの生母として新たな権けん力りよく闘とう争そうが王宮に生まれるのを避さけるためでもある。

　亡き父王の危き惧ぐは現実となった。

　頼れる家族もおらず、一人で王宮に取り残され、国を背せ負おうことになったアベルは、課された重じゆう圧あつに息もできなくなり、夜通し馬を飛ばしてエイミーに会いに行った。

　何かを期待していたわけではなかったが、ただ元気な笑顔を見たかった。

　そのまま明け方まで家の前に立っていると、庭の花に水を遣やりにエイミーが現れた。

　夜よ露つゆに濡ぬれたアベルに驚いて、何があったのかと心配してくれる。

　自分はよほど酷ひどい顔をしていたのだろう。

　エイミーはつたないながらも一生懸けん命めいアベルを慰なぐさめようとしてくれた。

「──ぼくの家族はみんな遠くにいるんだ。ぼくは一人なんだよ」

　素す性じようを隠していた事情もあり、家族がばらばらになってしまったことだけを短く伝えた。

　エイミーは忘れているが、あのとき言ってくれたことをアベルははっきりと覚えている。




「アベルにはわたしがいるわ！　苦しいときも哀かなしいときも、わたしがアベルのそばにいてあげる！　だって小さい頃、アベルのお嫁さんになるって約束したでしょう！」




　それは十五年前、アベルがエイミーにはっきり恋心を意識した瞬間の台詞せりふとほとんど同じだった。

　立派な国王になると誓った十歳のあの日、未来は無限の可能性が広がっていて、努力すれば夢は必ずかなうと信じていた。けれど、この十五年は苦く難なんの連続で、挫くじけそうになるたびアベルに勇気をくれたのは、幼いエイミーの笑顔と無む垢くな信頼だった。

　ただそばにいるだけで心の支えになる。そんな奇跡のような出会いもあるのだと、十四年かけてわかった。

　やはり今、目の前にいるエイミーこそ自分が出会うべき花嫁だったのだ。

　だが、幼おさないエイミーが自分に向ける気持ちがまだ肉親の情と大差ないこともわかっていた。その事実に苛いら立だって無む断だんでエイミーの唇に触ふれたときから、自分の気持ちを抑おさえるためらいは消えていた。

　結局自分はエイミーのお兄さんになりきれたことは一度もなかったのだと悟さとった。

　エイミーが生まれたときから、自分は生しよう涯がいの伴はん侶りよとして彼女を愛し始めていたのだ。

　だから、エイミーの意思など関係なく花嫁に迎えるつもりで神しん殿でんに入るように仕向けた。

　十歳の自分が最初に出会ったとき、エイミーは十四歳で巫み女こ姿だった。神しん託たくの日取りがエイミーと出会った日に決まったので、その日に過去へと渡るだろうことは覚かく悟ごしていた。

　エイミーは過去の世界で自分との結婚を回かい避ひするために動いていたから、求きゆう婚こんを拒こばまれるのもわかっていた。それでもエイミーを手放すつもりはなかったのだが。

　けれど過去から戻ってきたエイミーに、謎なぞの心しん境きようの変化が訪れていた。大嫌いだと怒っていたエイミーが、真っ先にアベルに気持ちを伝えてくれたのだ。

　その瞬間、たしかに自分だけのエイミーを手にした。

　無事に建けん国こく祭さいを終え、エイミーとの結婚式が近づいた頃、異国で名を馳はせる有名な音楽家がアベルを訪ねてきた。

「お前もずいぶん国王らしくなったな。あのくそ生なま意い気きなアベルと同一人物とは思えない。珍ちん事じだね」

　ぞんざいな口調でソファに座り、ティーカップを手にしながら、「聖堂の音楽家」が国王相手に軽かる口くちを叩たたく。彼はなぜか暇ひまさえあればこっそりディセルナティアにやってきて、根掘り葉掘りアベルの近況を知りたがるのだ。

「兄上も相変わらずお元気そうですね。嫌いや味みにも磨みがきがかかりましたよ」

「ふん。それより、お前に土産みやげがあるんだ。結婚祝いに渡しておくよ」

　そう言って「聖堂の音楽家」こと天才ピアニスト・サミュエルが一冊の本を差し出す。

　本の表紙に目を通した瞬間、アベルは銀の瞳を見開いた。

「……これ、もしかしてセドリック兄上の新刊ですか？」

「シェナブリアで出版されたばかりだ」

　セドリックの書いた本は、頑がん固こな父王が生きている間、ディセルナティアでの出版はかなわなかった。そのため、これまでは異国からこっそり取り寄せるしか手にする手段がなかったのだ。

「兄上たちの近況が聞けて嬉しいです。最高のお祝いをありがとうございます」

「長男のわたしが音楽家、次男のセディは作家、そして末っ子のアベルが国王になりそれぞれ夢をかなえるだなんて、運命とは数すう奇きなものだな」

「おかげでようやくエイミーを花嫁にできます。あ、結婚式では可愛い弟のためにピアノを弾ひいてくれますよね？」

「可愛い弟が聞いてあきれるずうずうしさだな。しかも天才音楽家様にタダ働きをさせるとはいい根こん性じようだ。だがお前には借りがあるからな、快こころよく引き受けてやる」

「もしかして、ぼくが王位を継いだことをまだ気に病やんでいるのですか？」

「まさか。お前にはもっと大きな恩おんがあるんだよ」

「？」

　意味がわからなくて、アベルは秀しゆう麗れいな眉まゆをひそめた。サミュエルがふんぞり返って言う。

「式当日はわたしの代表作を演奏してやる」

「それだけはご遠えん慮りよ願います」

　冷えきった表情で、アベルはきっぱりと突っぱねる。

　サミュエルが作曲した『愛いとしのエイミー』という意味深な曲を、祝いの席で聞かされたらたまらない。

「にしても十四年も同じ女を追いかけるお前の執しゆう念ねんには感かん服ぷくしたよ」

「どこかの誰かと違って、ふられたりしていませんから」

「告白する前に、逃げられたくせに」

「逃げられたのではありません。ぼくに恋を告白するために元の時代に帰っただけです」

　そのまま嫌味と皮ひ肉にくの応おう酬しゆうで賑にぎやかに談笑していると、扉がゆっくりと三度叩かれる。その調子でアベルは誰が来たのかすぐにわかった。

「エイミー、入っていいよ」

　するとふわふわの金髪を背中に流したエイミーが、部屋へと入ってくる。その手には白いナプキンを持っていたが、彼女は思いがけない姿を見つけて、空色の瞳を丸くする。

「……もしかして、サミュエル殿下？」

　エイミーが親しげな笑みを浮かべると、なぜかサミュエルは腹を抱かかえて大笑いした。

「お前、全然成長してないな！　お子様のままじゃないか！」

　たちまちエイミーの顔が怒ど気きに染まっていく。

「相変わらず、失礼な！　わたしはもうすぐ十五歳です！」

「わかっているが、可お笑かしくて！　……あ、言い忘れていた、婚約おめでとう」

「ど、う、も！」

　エイミーがつんと顎あごを反そらすと、サミュエルは「結婚式で会おう」と言い置いて部屋から出て行った。

「サミュエル殿下の嫌味な性格は、健けん在ざいね。でも元気そうでよかったわ」

「あれから一度も発ほつ作さを起こしていないそうだし、今では殺しても死にそうにないくらい丈夫だよ。それよりエイミーは、ぼくに何か用事があったんじゃないの？」

　たちまちエイミーの表情にぱっと花が咲く。

「アベルの顔が見たくて……。忙しかった？」

「いや、暇つぶしにサミュエル兄上の相手をしていたところだよ」

「……暇つぶしって、王様業も案外気楽なのね」

　本当は、エイミーが過去の旅に出ている間、政せい務むを片かたっ端ぱしからこなして二人きりになれる時間を作っていた。ところが過去から戻ってすぐ、未来の王妃教育や結婚の準備に追われエイミーのほうが忙しくなり、アベルは暇を持て余している。もちろんそんなことは内緒だが。

「結婚式にはセドリック兄上も参列してくださるそうだ」

「……本当に？　わたしもお会いしたいわ！」

　エイミーは嬉しそうに笑いながら、香ばしいチョコの香りが漂うナプキンを掲かかげてみせた。

「今朝、アベルのために早起きしてクッキーを焼いたの。一緒に食べましょう」

　エイミーがテーブルの上にナプキンに包まれたクッキーを置いた。アベルが笑顔で手を伸ばしかけると、開かれた扉とびらの向こうから険けわしい声が飛ぶ。

「姫ひめ巫み女こ様、許可もなく厨ちゆう房ぼうに入り浸びたるのはおやめくださいと何度も申し上げたではありませんか」

「ブレンダ！」

　神殿からエイミーの世話のために付き添そってきた巫み女こ長おさのブレンダが、まなじりを吊つり上げて立っている。

「それから出歩く際さいは、ヴェールで顔を隠かくしてくださいと何度もお願いしましたのに！　聖なる花嫁の神しん聖せいを保つために必要だと神殿で教えたはずですが？」

「だって、十五年前の世界ではそんなこと言わなかったじゃない！」

「昔と今では事情が違います！　さあ、語学の先生がお見えですから、早くお部屋にお戻りください。姫巫女様にはお勉強していただきたいことがたくさんあるのですから」

「……わかっているわ、ブレンダ巫女長」

　腕を引かれ連れていかれるエイミーに、アベルは言った。

「エイミー、明日キース先生とエセルが王宮に来るんだ。キース先生には王都立大学の学長の座と伯はく爵しやくの地位を叙じよ爵しやくする予定だ。聖なる花嫁の両親のためにと生前父上が手配してくれたんだけど、受けてくれるか二人に確認しておいてくれると助かるよ」

「ありがとう、アベル」

　エイミーの両親は、駆け落ちの責任を取って田舎いなかで質しつ素そに暮らしてきた。しかし、無事にエイミーが聖なる花嫁となったので、また王都に戻ってくることが決まった。

　レフリス男だん爵しやくもようやく孫に会えるのを楽しみにしているそうだ。孫娘が聖なる花嫁に選ばれたのだから、娘を嫁とつがせたことをキースに感謝するに違いない。

　エイミーも慣れない王宮で暮らしていくのだから、両親が近くにいたほうが安心だろう。

　アベルは、サミュエルが持ってきた本を手に取りながら、難しい顔で思案した。

　──それにしても過去の世界でエイミーが言っていた、優しくて親切で頼りがいのある大人の男性とはいったい誰のことだったんだろう？

　エイミーの気を惹ひくため、高価な贈り物攻こう撃げきを繰り返し、甘い誘ゆう惑わくの言葉を囁き続けてきた。

　そしてエイミーに近づく男を退しりぞけるためアベル自みずから勉強を教えたり、手作りのお菓か子しをねだったりしながらエイミーにキスを迫る相手がいないかを監かん視ししたのだ。そうして寝る間を惜おしんで政務をこなしてつきまとってきたが、結局相手は誰だかわからなかった。

　──まあ、エイミーの初めてのキスの相手はぼくなんだから、よしとするしかないか。

　きっと少しだけ歴史が変わったのだろう。

　最初は兄二人のどちらかが相手ではと勘かんぐった。

　サミュエルが作曲した『愛しのエイミー』という曲は、エイミーの話によると『愛しのデイジー』になるはずだったからだ。

　けれど長ちよう兄けいは留学先で知り合ったデイジーという名のバイオリニストと結婚し、すでに三人の子供の父親となっている。海外での演奏依い頼らいも多く、家族で異国を旅する多忙な身で、年に数えるほどしかディセルナティアに帰ってこないので論ろん外がいだ。

　次じ兄けいのセドリックこと作家オリス・ルートのデビュー作『わたしの可愛い淑しゆく女じよ』のヒロインはエイミーをモデルに書かれている。しかも伯爵家の次兄と結婚するというこちらも意味深な展開で、兄もまたエイミーを憎にくからず想っていることが文章から伝わってきた。

　エイミーが元の時代へ帰ったあと、置いていった本に目を通して初めて知ったのでずっと気が抜けなかった。

　しかし創作活動が忙しいうえ、医学の先進国でリハビリ生活を送っていることになっている次兄もまた、簡単にディセルナティアに戻ってこられないので除外していいだろう。

　エセルとキースが王都に来たら、探りを入れてみるか。

　返答次第では、またエイミーにつきまとう必要がでてくるが、今だけはこの幸せな時間を大切にしたい。

　アベルは満面の笑みを浮かべながら、兄の書いた新作に目を落とす。

　世界を渡り歩くサミュエルが、実はセドリックと緊きん密みつに連絡を取り合い、末まつ弟ていの近況を事細かに手紙で書き送った結果、一冊の本を書きあげたことをアベルは知らない。

　香ばしいチョコチップクッキーをつまみながら、最初のページをめくった。

『時を渡る花嫁と恋の四重奏カルテツト』と題された本が、アベルに真実を教えてくれるとは欠片かけらも思わず、優ゆう雅がにローズティーを口にする。




　ディセルナティアの歴史に新たな一ページが刻きざまれる。


了













あとがき






　こんにちは、中学時代、楽譜も読めないのに吹すい奏そう楽がく部ぶに入って苦労した悠ゆう木き美み羽うです。

　今作、一番のお気に入りキャラは、アベルです。理由は馬ば鹿かな子ほど可か愛わいいからです。

　本編執しつ筆ぴつ中ちゆう、ミニアベルがどうやってエイミーを好きになるのか作者も悩むほどでしたが、アベルが未来でストーカー化する原因を書いていくのは楽しかったです。ただ、少女向けの文庫で、ストーカーというテーマにどう説得力を持たせるかが一つの難なん関かんでした。

　ビーズログ文庫にはありえない妖あやしい作風を書かせてもらえた前回、改稿指導も本編を凌しのぐ際きわどさで顔から火を噴ふきそうでしたが、今作は爆笑ものの執筆作業となりました。

　今回、カバー裏に載せた短編は、最初から二人の「結婚式」と決めていました。別途、ＳＳペーパーに書いた十六歳のアベルの物語は、愛のある深み山やま先生の四コマ漫画付きです。

　深山キリ先生、お忙しい最中、丁寧なお仕事をありがとうございます。ホームページを拝見したときから、アベル＆エイミーを描けるのは先生しかいないと思っていました！

　担当様、執筆期間が短いのに、プロット通りに書けない作者の面倒を最後まで見てくださりありがとうございます。あげく仕事の連絡なのに、友人や家族すらついていけない個人的な趣味の話題を振りまくった結果、大切な連絡事項を忘れてしまいました（泣）。

　お豆とう腐ふメンタルと図ず太ぶとさが同居するはた迷惑な作家ですみません！　それではまた！




















半径５メートルの愛の行方









「……ぼくに近づかないでくれと言ったはずだけど？」

　氷雪の貴公子の名にふさわしい冷ややかなアベルの態度に、エイミーはかっとなる。

「アベルの馬鹿！　もう知らない！」

　必死に怒鳴ったエイミーは、アベルに背を向け、王宮の廊下を駆けていく。

　その途中で、エイミーは思わぬ人物に出くわした。

「お前、どうしたんだ？」

「アベルと何があったの？」

　サミュエルとセドリックが立っていた。どうやらアベルと喧嘩した姿を見られていたようだ。

　二人とは結婚式以来、約一年ぶりの再会である。

　数日後に控えた、エイミーの十六歳の誕生日を祝うために来てくれたのだろう。

　途方に暮れたエイミーはぎゅっと唇を嚙むと、思い切って顔を上げた。

「殿下方に相談したいことがあるんです……」

　こうして王宮の客間に入り用意されたソファに腰掛けたエイミーは、ため息をつくとサミュエルを見据えた。

「サミュエル殿下、わたしって、そんなに子供っぽいですか？」

「……まあ、一年前にくらべると成長してるけど、わたしに言わせるとまだまだ子供だな」

　たちまちエイミーがうなだれる。

「アベルは、やっぱりわたしが子供っぽいから嫌いになったのかしら……？」

「エイミー、どうしてアベルと喧嘩したの？」

「……実は、ずっとアベルに避けられているんです」

「そんなの夜、二人きりになったときにでも、機嫌を取って仲直りすればいいだろうが」

　妻帯者のサミュエルの意見に、エイミーはますます落ち込んでいく。

「……それは無理です」

「どうして？」

　するとエイミーの瞳にみるみる涙が浮かぶ。

「だって、アベルと一晩一緒に過ごしたことないから……」

　さすがのサミュエルも啞然とする。

「……まさか、お前達、まだ夫婦になってないのか？」

　小さく頷いたエイミーは、わっと泣き出した。

「結婚初夜に言われたんです。これから半径五メートル離れて暮らそうって……！」

「は？　五メートル……？　なんだそれ？」

「……つまり二人は一年近くの間、五メートル離れて暮らしてきたんだね」

　サミュエルとセドリックは複雑そうな顔でひそひそと語り合う。

「わけがわからないが、どうしてアベルが手を出さないのかは気になるな。結婚して一年近くたつのに何もないなんて異常だろう」

「とにかく、きちんと話し合うべきですね」

　セドリックが若草色の瞳でエイミーを見た。

「──エイミーだって、誕生日までには仲直りしたいでしょう？」

「……はい」

　せめて十六歳の誕生日までに現状を改善したかった。




＊




　その日の夕方、夕暮れの茜色に染まる王宮の裏庭で、セドリックに呼び出されたアベルとエイミーは向かい合っていた。

「どうしたの、エイミー？」

　喧嘩したことを忘れたようにアベルが優しい顔で笑いかけるが、エイミーは真剣だった。

「アベルは、わたしのこと、嫌いになったの？」

「そんなわけないだろう？」

　エイミーが一歩前に踏み込むと、なぜか困った様子でアベルが後ろに下がるので、むっとした。どうやら、まだ半径五メートル以内に踏み込むつもりがないらしい。

「じゃあ、なんでわたしから逃げるの？」

「結婚式のあと、しばらく離れて暮らそうって話し合ったじゃないか」

「それは、アベルが言ったんじゃない！　半径五メートル以内に近寄るなって！」

「言わせたのは、エイミーでしょう？」

　疲れた顔で、アベルはため息をついた。

「──エイミー、ぼくは聖人君子じゃないんだよ」

「そんなこと思ってないわ。キス魔のストーカーが立派な人のはずないもの。あげく未来の自分に嫉妬して、十四年もわたしにつきまとってきたなんて馬鹿みたい」

　痛いところを突かれ、アベルの口の端がかすかに引きつった。

　それは作家オリス・ルートの暴露本に等しい内容で明らかになった事実だった。

　アベルは深々とため息をついた。

「ぼくにとって、エイミーは生まれたときから、未来の奥さんだったんだ」

　たちまちエイミーがむくれた。

「じゃあ、どうしてわたしを本当の奥さんにしてくれないの？」

「……それをエイミーが言うかな……」

　アベルは額に手をあてて、うめいた。エイミーはむかっとして言い募った。

「な、何よ。言いたいことがあるなら、はっきり言って！」

「じゃあ、言わせてもらうけど結婚初夜を拒んだのは誰？」

「う！」

「ぼくと夫婦になるが嫌で、半径五メートル離れて暮らすことを了承したくせに。ぼくは君を一人の女性として見ていたし、自分を抑える自信がないから提案したことを知ってるでしょう？」

「……そ、それは……」

「そのあと『アベルはわたしのお兄さんでしょう？』って、ぼくのそばでやたら連呼してたよね」

「あ、あれは、もうお兄さんじゃないって否定してほしくて……」

「じゃあどうして君は夜、ぼくが寝室を訪れるたび、寝たふりをしていたの？」

「気がついてたの？」

「エイミーの噓を見抜けないはずないだろう？　この一年、君のほうがぼくを避けているようにしか見えなかったよ」

　しゅんとエイミーがうなだれる。

「……ごめん。恥ずかしかっただけなの。アベルは大人だから、わたしの気持ちを読み取ってくれると思って……」

「そんな真似できないよ。──ぼくは、君に嫌われるのが怖かったんだ」

「わたしがアベルを嫌いになるはずないじゃない！」

「……じゃあ、もう待たなくていいんだね？」

　エイミーは頰を染めながら、小さく頷いた。

「……うん」

　アベルが、二人を阻んできた半径五メートルの境界を踏み越え、優しくエイミーを抱き寄せる。

　ほっとするエイミーの背中をなでながら、アベルがにこりと笑いながら言った。

「エイミーがそんなに悩んでいたなんて知らなかったよ。どうせあと四日で解決する問題だったのに」

「？　どうして四日なの？」

「君の十六歳の誕生日だから」

「それに、なんの意味があるの？」

「この国の女性の結婚適齢期は十六歳でしょう？　つまり四日後、君は大人の女性の仲間入りをする」

「ちょっと、待って。それって、その……それ以上待つつもりがなかったってこと？」

「うん」

　エイミーはアベルの腕から離れ、勢いよく後ずさる。

「わたしの意思はどうでもいいの?!」

「最初に言ったはずだ。ぼくは聖人君子じゃないと。──それに自分の奥さんに手を出すのに許可なんて必要ない」

「ひど！　アベルの馬鹿！　鬼！」

「……じゃあ、また離れて暮らす？」

　うんざりした様子のアベルの前で、エイミーの顔がくしゃりと歪む。

　この一年、アベルに避けられまくってひたすらつらかったことを思い出し、涙目になる。

「そんなの嫌。──アベルに避けられるほうが、嫌」

　エイミーの空色の瞳からぼろぼろ涙が溢れだす。

「──アベルの本当のお嫁さんになりたい」

　穏やかな顔をしたアベルが今度はしっかりとエイミーを腕に抱き寄せて、細い指で涙をぬぐってくれた。

　ようやく和解した二人の姿に、サミュエルがあきれ顔になる。

「……あいつら、馬鹿だろ」

「まあまあ、兄上。人にはそれぞれペースがありますから」
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　エイミーの十六歳の誕生日パーティーは盛大に行われた。

　久しぶりに母エセルと父キースも姿を見せ、セドリックとサミュエルも加わったので、楽しい一日となったが、夜、部屋に戻ったエイミーは現実と向き合うことになる。

　──どうしよう！　今夜は逃げないって約束しちゃった！

　もう十六歳だし、結婚して一年も過ぎた人妻なのに、どうして自分はこうも成長しないのだろうか。

　恥ずかしさに加え、今夜自分に起きることが怖くてたまらなくアベルから逃げたくなる。

　湯浴みを終え、夜着に着替えて寝台に座ると、ますます緊張した。

　やがて寝室にアベルが入ってきた。

　かあっと頭に血が上り、まともにアベルの顔を見られない。すると隣に座ったアベルにそっと顎を上向かされる。

　両の頰にキスが落とされるたび、びくりと肩が跳ねた。

　息をするのも忘れて頰を紅潮させていると、アベルが苦笑した。

「……無理しなくてもいいんだよ」

　エイミーより十歳も年上なのに、アベルのほうが緊張しているのが伝わってきた。

　そこでエイミーははっとした。

　──わたし、もしかしてこの一年間ずっとアベルを不安にさせてたの？

　本当にアベルがエイミーの意思を尊重するつもりがないのなら、強引ではあったにしても、とっくに夫婦になっていたはずだ。

　むしろこうやって悩む時間を与えることが、エイミーにとって逆効果であることをアベルは見抜いていたのだ。

　だからエイミーの誕生日までと自分の中で期限を区切った。

　ふいにアベルが『エイミーに嫌われるのが怖かった』と言っていたことを思い出す。

　これまでずっとエイミーを傷つけるのを恐れて距離を置いていたのだとわかり、身体から力が抜けた。

　──どうしてアベルを怖いなんて思ったんだろう。こんなに大切にされているのに。

　不思議とためらいが遠ざかる。

　今度は違うときめきに胸が高鳴った。

　そっとアベルの胸に額を寄せ、エイミーは甘えるように囁いた。

「……アベル、大好き」

　大きな手がエイミーを宝物のようにしっかりと抱きしめる。そうしてゆっくりと寝台に倒された。

　美しい銀の瞳と目が合うが、今度は視線を逸らさなかった。

　気持ちをたしかめるように、唇が甘く重なり、エイミーは恥じらいながら静かに目を閉じた。








著

悠木美羽

Miu Yuki




今作のヒロインは「若草物語」に登場するおしゃまな末っ子エイミーがモデルです。前作が重かったので、今回は明るく！　と考えていましたが、想像を超えた作者泣かせの破天荒な娘になりました。考えてみると、ストーカーのキス魔に狙われているエイミーが普通の女の子のはずがありません。エイミー＆アベルとエイミーの両親にあたるエセル＆キースの二つの恋と、王族三兄弟のそれぞれの運命の物語をお楽しみいただけたら幸いです！
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初めまして、猫と透明な物が好きな人間です。

どうぞよろしくお願いします！

タイムスリップ出来るなら過去に行って色んな時代の服を見てみたいです。
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デザイン／[image: ]津深春（CoCo.Design）












時ときを渡わたる花はな嫁よめと恋こいの四重奏カルテツト




電でん子しＤデイーＸエツクス版ばん








悠ゆう木き美み羽う





[image: ]





2016年5月14日　発行





[image: ]Miu YUKI 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『時を渡る花嫁と恋の四重奏』

2016年5月26日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p000-00-5-1.jpg
e - AN

;

oL NGy oy 33
EDIERIE

o

s

HEMCES/S

| = EDZ DT
ZOID BT B0
\ ST RADHRIC






item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-9-1.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-95-1.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/p000-00-27-1.jpg





item/image/p000-00-46-1.jpg
) am wwomeE

LTS






item/image/p000-00-23-1.jpg
: @ i %60






item/image/p000-00-91-1.jpg
@ K i ﬁvﬁéﬁﬁfm%@ﬁw





item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
Toduded

AN T AT D 2 ZAID=ZED
£35S , R,

B\ sirs<. y SAENITATD A
\*g/\'»wﬁoru/z; 9 Ry
v\_/f &

2

\Trs=osnFz)
Uy snL,






item/image/p000-00-35-1.jpg





item/image/p000-00-58-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		一章　時を渡る花嫁



		二章　恋の遁走曲



		三章　遺跡の探検家



		四章　文豪の遺稿



		五章　聖堂の音楽家



		六章　時を渡る花嫁と氷雪の貴公子



		終章



		あとがき



		【電子版特典】半径５メートルの愛の行方



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-73-1.jpg





item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





item/image/p000-00-85-1.jpg





item/image/p000-00-7-1.jpg
0 ot






item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-13-1.jpg
wmw_ﬁ i R 210 H2 4%






item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-81-1.jpg





item/image/p000-00-74-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg





item/image/p000-00-93-1.jpg





item/image/p000-00-86-1.jpg





item/image/p000-00-18-1.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/logo-bslog.png





item/image/gaiji-0002.png





item/image/p000-00-33-1.jpg
@ i IR S SR






item/image/p000-00-56-1.jpg





item/image/p000-00-75-1.jpg





item/image/p000-00-49-1.jpg





item/image/p000-00-64-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





item/image/p000-00-94-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg





item/image/p000-00-100-1.jpg
CEA LIRS

L‘gk);mﬁ’ﬂ&jgn?ﬁ&}a'tfw\ﬁ’-ﬂ w1y Bk nb

/ 'li«u}zum“{
ﬁﬁ"l’?ﬁﬁiwia:\
L (=

\

: [

PR AR ER
|

P
\ 2 !
B BER \

T ARt T
uas lifklm/k KAk o o 2 1
ﬁl“‘l RIESZ IR 4%1\‘ A
ému*mp\{uq«muk. )
jﬁ(w-ﬁ\v‘j'/’i‘i”ﬁmIﬂ’lj?\(’(%\‘iﬁ’m!
; W AR 5

% s p¥ k Job AR

A BAA
&

15 Fv

/ ~f‘1./
oty < tozilil ﬂ@@z

/ | /// \ . An ey BT
. [

[





item/image/p000-00-68-1.jpg





item/image/p000-00-68-2.jpg
mw i B S i #K AR






